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    第一章


    
      1これはヨルダンの向むこうの荒野あらの、パランと、トペル、ラバン、ハゼロテ、デザハブとの間あいだの、スフの前まえにあるアラバにおいて、モーセがイスラエルのすべての人ひとに告つげた言葉ことばである。 2ホレブからセイル山やまの道みちを経へて、カデシ・バルネアに達たっするには、十一日にちの道みちのりである。 3第だい四十年ねんの十一月がつとなり、その月つきの一日にちに、モーセはイスラエルの人々ひとびとにむかって、主しゅが彼かれらのため彼かれに授さづけられた命令めいれいを、ことごとく告つげた。 4これはモーセがヘシボンに住すんでいたアモリびとの王おうシホン、およびアシタロテとエデレイとに住すんでいたバシャンの王おうオグを殺ころした後のちであった。 5すなわちモーセはヨルダンの向むこうのモアブの地ちで、みずから、この律法りっぽうの説明せつめいに当あたった、そして言いった、 6「われわれの神かみ、主しゅはホレブにおいて、われわれに言いわれた、『あなたがたはすでに久ひさしく、この山やまにとどまっていたが、 7身みをめぐらして道みちに進すすみ、アモリびとの山地さんちに行いき、その近隣きんりんのすべての所ところ、アラバ、山地さんち、低地ていち、ネゲブ、海うみべ、カナンびとの地ち、またレバノンに行いき、大川おおかわユフラテにまで行いきなさい。 8見みよ、わたしはこの地ちをあなたがたの前まえに置おいた。この地ちにはいって、それを自分じぶんのものとしなさい。これは主しゅが、あなたがたの先祖せんぞアブラハム、イサク、ヤコブに誓ちかって、彼かれらとその後のちの子孫しそんに与あたえると言いわれた所ところである』。
    


    
      9あの時とき、わたしはあなたがたに言いった、『わたしはひとりであなたがたを負おうことができない。 10あなたがたの神かみ、主しゅはあなたがたを多おおくされたので、あなたがたは、きょう、空そらの星ほしのように多おおい。 11——どうぞ、あなたがたの先祖せんぞの神かみ、主しゅがあなたがたを、今いまあるより千倍ばいも多おおくし、またあなたがたに約束やくそくされたように、あなたがたを恵めぐんでくださるように。—— 12わたしひとりで、どうして、あなたがたを負おい、あなたがたの重荷おもにと、あなたがたの争あらそいを処理しょりすることができようか。 13あなたがたは、おのおの部族ぶぞくごとに、知恵ちえがあり、知識ちしきがあって、人ひとに知しられている人々ひとびとを選えらび出だしなさい。わたしはその人々ひとびとを、あなたがたのかしらとするであろう』。 14その時とき、あなたがたはわたしに答こたえた、『あなたがしようと言いわれることは良よいことです』。 15そこで、わたしは、あなたがたのうちから、知恵ちえがあり、人ひとに知しられている人々ひとびとを取とって、あなたがたのかしらとした。すなわち千人にんの長ちょう、百人にんの長ちょう、五十人にんの長ちょう、十人にんの長ちょうとし、また、あなたがたの部族ぶぞくのつかさびととした。 16また、あのとき、わたしはあなたがたのさばきびとたちに命めいじて言いった、『あなたがたは、兄弟きょうだいたちの間あいだの訴うったえを聞きき、人ひととその兄弟きょうだい、または寄留きりゅうの他国たこく人じんとの間あいだを、正ただしくさばかなければならない。 17あなたがたは、さばきをする時とき、人ひとを片寄かたより見みてはならない。小ちいさい者ものにも大おおいなる者ものにも聞きかなければならない。人ひとの顔かおを恐おそれてはならない。さばきは神かみの事ことだからである。あなたがたで決きめるのにむずかしい事ことは、わたしのところに持もってこなければならない。わたしはそれを聞きくであろう』。 18わたしはまた、あの時とき、あなたがたがしなければならないことを、ことごとく命めいじた。
    


    
      19われわれの神かみ、主しゅが命めいじられたように、われわれは、ホレブを出立しゅったつして、あなたがたが見みた、あの大おおきな恐おそろしい荒野あらのを通とおり、アモリびとの山地さんちへ行ゆく道みちによって、カデシ・バルネアにきた。 20その時ときわたしはあなたがたに言いった、『あなたがたは、われわれの神かみ、主しゅがお与あたえになるアモリびとの山地さんちに着ついた。 21見みよ、あなたの神かみ、主しゅはこの地ちをあなたの前まえに置おかれた。あなたの先祖せんぞの神かみ、主しゅが告つげられたように、上のぼって行いって、これを自分じぶんのものとしなさい。恐おそれてはならない。おののいてはならない』。 22あなたがたは皆みなわたしに近寄ちかよって言いった、『われわれは人ひとをさきにつかわして、その地ちを探さぐらせ、どの道みちから上のぼるべきか、どの町々まちまちに入いるべきかを、復命ふくめいさせましょう』。 23このことは良よいと思おもったので、わたしはあなたがたのうち、おのおのの部族ぶぞくから、ひとりずつ十二人にんの者ものを選えらんだ。 24彼かれらは身みをめぐらして、山地さんちに上のぼって行いき、エシコルの谷たにへ行いってそれを探さぐり、 25その地ちのくだものを手てに取とって、われわれのところに持もって下くだり、復命ふくめいして言いった、『われわれの神かみ、主しゅが賜たまわる地ちは良よい地ちです』。
    


    
      26しかし、あなたがたは上のぼって行いくことを好このまないで、あなたがたの神かみ、主しゅの命令めいれいにそむいた。 27そして天幕てんまくでつぶやいて言いった。『主しゅはわれわれを憎にくんでアモリびとの手てに渡わたし、滅ほろぼそうとしてエジプトの国くにから導みちびき出だされたのだ。 28われわれはどこへ上のぼって行いくのか。兄弟きょうだいたちは、「その民たみはわれわれよりも大おおきくて、背せも高たかい。町々まちまちは大おおきく、その石いしがきは天てんに届とどいている。われわれは、またアナクびとの子孫しそんをその所ところで見みた」と言いって、われわれの心こころをくじいた』。 29その時とき、わたしはあなたがたに言いった、『彼かれらをこわがってはならない。また恐おそれてはならない。 30先さきに立たって行いかれるあなたがたの神かみ、主しゅはエジプトにおいて、あなたがたの目めの前まえで、すべてのことを行おこなわれたように、あなたがたのために戦たたかわれるであろう。 31あなたがたはまた荒野あらので、あなたの神かみ、主しゅが、人ひとのその子こを抱だくように、あなたを抱だかれるのを見みた。あなたがたが、この所ところに来くるまで、その道みちすがら、いつもそうであった』。 32このように言いっても、あなたがたはなお、あなたがたの神かみ、主しゅを信しんじなかった。 33主しゅは道々みちみちあなたがたの先さきに立たって行いき、あなたがたが宿営しゅくえいする場所ばしょを捜さがし、夜よるは火ひのうちにあり、昼ひるは雲くものうちにあって、あなたがたに行ゆくべき道みちを示しめされた。
    


    
      34主しゅは、あなたがたの言葉ことばを聞きいて怒いかり、誓ちかって言いわれた、 35『この悪わるい世代せだいの人々ひとびとのうちには、わたしが、あなたがたの先祖せんぞたちに与あたえると誓ちかったあの良よい地ちを見みる者ものは、ひとりもないであろう。 36ただエフンネの子こカレブだけはそれを見みることができるであろう。彼かれが踏ふんだ地ちを、わたしは彼かれとその子孫しそんに与あたえるであろう。彼かれが全まったく主しゅに従したがったからである』。 37主しゅはまた、あなたがたのゆえに、わたしをも怒いかって言いわれた、『おまえもまた、そこにはいることができないであろう。 38おまえに仕つかえているヌンの子こヨシュアが、そこにはいるであろう。彼かれを力ちからづけよ。彼かれはイスラエルにそれを獲えさせるであろう。 39またあなたがたが、かすめられるであろうと言いったあなたがたのおさなごたち、およびその日ひにまだ善悪ぜんあくをわきまえないあなたがたの子供こどもたちが、そこにはいるであろう。わたしはそれを彼かれらに与あたえる。彼かれらはそれを所有しょゆうとするであろう。 40あなたがたは身みをめぐらし、紅海こうかいの道みちによって、荒野あらのに進すすんで行いきなさい』。
    


    
      41しかし、あなたがたはわたしに答こたえて言いった、『われわれは主しゅにむかって罪つみを犯おかしました。われわれの神かみ、主しゅが命めいじられたように、われわれは上のぼって行いって戦たたかいましょう』。そして、おのおの武器ぶきを身みに帯おびて、かるがるしく山地さんちへ上のぼって行いこうとした。 42その時とき、主しゅはわたしに言いわれた、『彼かれらに言いいなさい、「あなたがたは上のぼって行いってはならない。また戦たたかってはならない。わたしはあなたがたのうちにいない。おそらく、あなたがたは敵てきに撃うち敗やぶられるであろう」』。 43このようにわたしが告つげたのに、あなたがたは聞きかないで主しゅの命令めいれいにそむき、ほしいままに山地さんちへ上のぼって行いったが、 44その山地さんちに住すんでいるアモリびとが、あなたがたに向むかって出でてきて、はちが追おうように、あなたがたを追おいかけ、セイルで撃うち敗やぶって、ホルマにまで及およんだ。 45あなたがたは帰かえってきて、主しゅの前まえで泣ないたが、主しゅはあなたがたの声こえを聞きかず、あなたがたに耳みみを傾かたむけられなかった。 46こうしてあなたがたは、日ひ久ひさしくカデシにとどまった。あなたがたのそこにとどまった日数にっすうのとおりである。
    

  


  


  
    第二章


    
      1それから、われわれは身みをめぐらし、主しゅがわたしに告つげられたように、紅海こうかいの方ほうに向むかって荒野あらのに進すすみ入いり、日ひ久ひさしくセイル山やまを行いきめぐっていたが、 2主しゅはわたしに言いわれた、 3『あなたがたは既すでに久ひさしくこの山やまを行いきめぐっているが、身みをめぐらして北きたに進すすみなさい。 4おまえはまた民たみに命めいじて言いえ、「あなたがたは、エサウの子孫しそん、すなわちセイルに住すんでいるあなたがたの兄弟きょうだいの領内りょうないを通とおろうとしている。彼かれらはあなたがたを恐おそれるであろう。それゆえ、あなたがたはみずから深ふかく慎つつしみ、 5彼かれらと争あらそってはならない。彼かれらの地ちは、足あしの裏うらで踏ふむほどでも、あなたがたに与あたえないであろう。わたしがセイル山やまをエサウに与あたえて、領地りょうちとさせたからである。 6あなたがたは彼かれらから金かねで食物しょくもつを買かって食たべ、また金かねで水みずを買かって飲のまなければならない。 7あなたの神かみ、主しゅが、あなたのするすべての事ことにおいて、あなたを恵めぐみ、あなたがこの大おおいなる荒野あらのを通とおるのを、見守みまもられたからである。あなたの神かみ、主しゅがこの四十年ねんの間あいだ、あなたと共ともにおられたので、あなたは何なにも乏とぼしいことがなかった」』。 8こうしてわれわれは、エサウの子孫しそんでセイルに住すんでいる兄弟きょうだいを離はなれ、アラバの道みちを避さけ、エラテとエジオン・ゲベルを離はなれて進すすんだ。
    


    
      われわれは転てんじて、モアブの荒野あらのの方ほうに向むかって進すすんだ。 9その時とき、主しゅはわたしに言いわれた、『モアブを敵視てきししてはならない。またそれと争あらそい戦たたかってはならない。彼かれらの地ちは、領地りょうちとしてあなたに与あたえない。ロトの子孫しそんにアルを与あたえて、領地りょうちとさせたからである。 10（むかし、エミびとがこの所ところに住すんでいた。この民たみは大おおいなる民たみであって、数かずも多おおく、アナクびとのように背せも高たかく、 11またアナクびとと同おなじくレパイムであると、みなされていたが、モアブびとは、これをエミびとと呼よんでいた。 12ホリびとも、むかしはセイルに住すんでいたが、エサウの子孫しそんがこれを追おい払はらい、これを滅ほろぼし、彼かれらに代かわってそこに住すんだ。主しゅが賜たまわった所有しょゆうの地ちに、イスラエルがおこなったのと同おなじである。） 13あなたがたは、いま、立たちあがってゼレデ川がわを渡わたりなさい』。そこでわれわれはゼレデ川がわを渡わたった。 14カデシ・バルネアを出でてこのかた、ゼレデ川がわを渡わたるまでの間あいだの日ひは三十八年ねんであって、その世代せだいのいくさびとはみな死しに絶たえて、宿営しゅくえいのうちにいなくなった。主しゅが彼かれらに誓ちかわれたとおりである。 15まことに主しゅの手てが彼かれらを攻せめ、宿営しゅくえいのうちから滅ほろぼし去さられたので、彼かれらはついに死しに絶たえた。
    


    
      16いくさびとがみな民たみのうちから死しに絶たえたとき、 17主しゅはわたしに言いわれた、 18『おまえは、きょう、モアブの領地りょうちアルを通とおろうとしている。 19アンモンの子孫しそんに近ちかづく時とき、おまえは彼かれらを敵視てきししてはならない。また争あらそってはならない。わたしはアンモンの子孫しそんの地ちを領地りょうちとして、おまえに与あたえない。それをロトの子孫しそんに領地りょうちとして与あたえたからである。 20（これもまたレパイムの国くにとみなされた。むかし、レパイムがここに住すんでいたからである。しかし、アンモンびとは彼かれらをザムズミびとと呼よんだ。 21この民たみは大おおいなる民たみであって数かずも多おおく、アナクびとのように背せも高たかかったが、主しゅはアンモンびとの前まえから、これを滅ほろぼされ、アンモンびとがこれを追おい払はらって、彼かれらに代かわってそこに住すんだ。 22この事ことは、セイルに住すんでいるエサウの子孫しそんのためにその前まえから、ホリびとを滅ほろぼされたのと同おなじである。彼かれらはホリびとを追おい払はらい、これに代かわって今日こんにちまでそこに住すんでいる。 23またカフトルから出でたカフトルびとは、ガザにまで及およぶ村々むらむらに住すんでいたアビびとを滅ほろぼして、これに代かわってそこに住すんでいる。） 24あなたがたは立たちあがり、進すすんでアルノン川がわを渡わたりなさい。わたしはヘシボンの王おうアモリびとシホンとその国くにとを、おまえの手てに渡わたした。それを征服せいふくし始はじめよ。彼かれと争あらそって戦たたかえ。 25きょうから、わたしは全ぜん天下てんかの民たみに、おまえをおびえ恐おそれさせるであろう。彼かれらはおまえのうわさを聞きいて震ふるえ、おまえのために苦くるしむであろう』。 26そこでわたしは、ケデモテの荒野あらのから、ヘシボンの王おうシホンに使者ししゃをつかわし、平和へいわの言葉ことばを述のべさせた。 27『あなたの国くにを通とおらせてください。わたしは大路おおじをとおっていきます、右みぎにも左ひだりにも曲まがりません。 28金かねで食物しょくもつを売うってわたしに食たべさせ、金かねをとって水みずを与あたえてわたしに飲のませてください。徒歩とほで通とおらせてくださるだけでよいのです。 29セイルに住すむエサウの子孫しそんと、アルに住すむモアブびとが、わたしにしたようにしてください。そうすれば、わたしはヨルダンを渡わたって、われわれの神かみ、主しゅが賜たまわる地ちに行いきます』。 30しかし、ヘシボンの王おうシホンは、われわれを通とおらせるのを好このまなかった。あなたの神かみ、主しゅが彼かれをあなたの手てに渡わたすため、その気きを強つよくし、その心こころをかたくなにされたからである。今日こんにち見みるとおりである。 31時ときに主しゅはわたしに言いわれた、『わたしはシホンと、その地ちとを、おまえに渡わたし始はじめた。おまえはそれを征服せいふくしはじめ、その地ちを自分じぶんのものとせよ』。 32そこでシホンは、われわれを攻せめようとして、その民たみをことごとく率ひきい、出でてきてヤハズで戦たたかったが、 33われわれの神かみ、主しゅが彼かれを渡わたされたので、われわれは彼かれとその子こらと、そのすべての民たみとを撃うち殺ころした。 34その時とき、われわれは彼かれのすべての町まちを取とり、そのすべての町まちの男おとこ、女おんなおよび子供こどもを全まったく滅ほろぼして、ひとりをも残のこさなかった。 35ただその家畜かちくは、われわれが取とった町々まちまちのぶんどり物ものと共ともに、われわれが獲えて自分じぶんの物ものとした。 36アルノンの谷たにのほとりにあるアロエルおよび谷たにの中なかにある町まちからギレアデに至いたるまで、われわれが攻せめて取とれなかった町まちは一つもなかった。われわれの神かみ、主しゅがことごとくわれわれに渡わたされたのである。 37ただアンモンの子孫しそんの地ち、すなわちヤボク川がわの全ぜん岸きし、および山地さんちの町々まちまち、またすべてわれわれの神かみ、主しゅが禁きんじられた所ところには近寄ちかよらなかった。
    

  


  


  
    第三章


    
      1そしてわれわれは身みをめぐらして、バシャンの道みちを上のぼって行いったが、バシャンの王おうオグは、われわれを迎むかえ撃うとうとして、その民たみをことごとく率ひきい、出でてきてエデレイで戦たたかった。 2時ときに主しゅはわたしに言いわれた、『彼かれを恐おそれてはならない。わたしは彼かれと、そのすべての民たみと、その地ちをおまえの手てに渡わたしている。おまえはヘシボンに住すんでいたアモリびとの王おうシホンにしたように、彼かれにするであろう』。 3こうしてわれわれの神かみ、主しゅはバシャンの王おうオグと、そのすべての民たみを、われわれの手てに渡わたされたので、われわれはこれを撃うち殺ころして、ひとりをも残のこさなかった。 4その時とき、われわれは彼かれの町々まちまちを、ことごとく取とった。われわれが取とらなかった町まちは一つもなかった。取とった町まちは六十。アルゴブの全ぜん地方ちほうであって、バシャンにおけるオグの国くにである。 5これらは皆みな、高たかい石いしがきがあり、門もんがあり、貫かんの木きのある堅固けんごな町まちであった。このほかに石いしがきのない町まちは、非常ひじょうに多おおかった。 6われわれはヘシボンの王おうシホンにしたように、これらを全まったく滅ほろぼし、そのすべての町まちの男おとこ、女おんなおよび子供こどもをことごとく滅ほろぼした。 7ただし、そのすべての家畜かちくと、その町々まちまちからのぶんどり物ものとは、われわれが獲えて自分じぶんの物ものとした。 8その時ときわれわれはヨルダンの向むこう側がわにいるアモリびとのふたりの王おうの手てから、アルノン川がわからヘルモン山ざんまでの地ちを取とった。 9（シドンびとはヘルモンをシリオンと呼よび、アモリびとはこれをセニルと呼よんでいる。） 10すなわち高原こうげんのすべての町まち、ギレアデの全ぜん地ち、バシャンの全ぜん地ち、サルカおよびエデレイまで、バシャンにあるオグの国くにの町々まちまちをことごとく取とった。 11（バシャンの王おうオグはレパイムのただひとりの生存者せいぞんしゃであった。彼かれの寝台しんだいは鉄てつの寝台しんだいであった。これは今いまなおアンモンびとのラバにあるではないか。これは普通ふつうのキュビト尺しゃくで、長ながさ九きゅうキュビト、幅はば四キュビトである。）
    


    
      12その時ときわれわれは、この地ちを獲えた。そしてわたしはアルノン川がわのほとりのアロエルから始はじまる地ちと、ギレアデの山地さんちの半なかばと、その町々まちまちとは、ルベンびとと、ガドびととに与あたえた。 13わたしはまたギレアデの残のこりの地ちと、オグの国くにであったバシャンの全ぜん地ちとは、マナセの半はん部族ぶぞくに与あたえた。すなわちアルゴブの全ぜん地方ちほうである。（そのバシャンの全ぜん地ちはレパイムの国くにと唱となえられる。 14マナセの子こヤイルは、アルゴブの全ぜん地方ちほうを取とって、ゲシュルびとと、マアカびとの境さかいにまで達たっし、自分じぶんの名なにしたがって、バシャンをハボテ・ヤイルと名なづけた。この名なは今日こんにちにまでおよんでいる。） 15またわたしはマキルにはギレアデを与あたえた。 16ルベンびとと、ガドびととには、ギレアデからアルノン川がわまでを与あたえ、その川かわのまん中なかをもって境さかいとし、またアンモンびとの境さかいであるヤボク川がわにまで達たっせしめた。 17またヨルダンを境さかいとして、キンネレテからアラバの海うみすなわち塩しおの海うみまで、アラバをこれに与あたえて、東ひがしの方ほうピスガのふもとに達たっせしめた。
    


    
      18その時ときわたしはあなたがたに命めいじて言いった、『あなたがたの神かみ、主しゅはこの地ちをあなたがたに与あたえて、これを獲えさせられるから、あなたがた勇士ゆうしはみな武装ぶそうして、兄弟きょうだいであるイスラエルの人々ひとびとに先立さきだって、渡わたって行いかなければならない。 19ただし、あなたがたの妻つまと、子供こどもと、家畜かちくとは、わたしが与あたえた町々まちまちにとどまらなければならない。（わたしはあなたがたが多おおくの家畜かちくを持もっているのを知しっている。） 20主しゅがすでにあなたがたに与あたえられたように、あなたがたの兄弟きょうだいにも安息あんそくを与あたえられて、彼かれらもまたヨルダンの向むこう側がわで、あなたがたの神かみ、主しゅが与あたえられる地ちを獲えるようになったならば、あなたがたはおのおのわたしがあなたがたに与あたえた領地りょうちに帰かえることができる』。 21その時ときわたしはヨシュアに命めいじて言いった、『あなたの目めはあなたがたの神かみ、主しゅがこのふたりの王おうに行おこなわれたすべてのことを見みた。主しゅはまたあなたが渡わたって行いくもろもろの国くににも、同おなじように行おこなわれるであろう。 22彼かれらを恐おそれてはならない。あなたがたの神かみ、主しゅがあなたがたのために戦たたかわれるからである』。
    


    
      23その時ときわたしは主しゅに願ねがって言いった、 24『主しゅなる神かみよ、あなたの大おおいなる事ことと、あなたの強つよい手てとを、たった今いま、しもべに示しめし始はじめられました。天てんにも地ちにも、あなたのようなわざをなし、あなたのような力ちからあるわざのできる神かみが、ほかにありましょうか。 25どうぞ、わたしにヨルダンを渡わたって行いかせ、その向むこう側がわの良よい地ち、あの良よい山地さんち、およびレバノンを見みることのできるようにしてください』。 26しかし主しゅはあなたがたのゆえにわたしを怒いかり、わたしに聞きかれなかった。そして主しゅはわたしに言いわれた、『おまえはもはや足たりている。この事ことについては、重かさねてわたしに言いってはならない。 27おまえはピスガの頂いただきに登のぼり、目めをあげて西にし、北きた、南みなみ、東ひがしを望のぞみ見みよ。おまえはこのヨルダンを渡わたることができないからである。 28しかし、おまえはヨシュアに命めいじ、彼かれを励はげまし、彼かれを強つよくせよ。彼かれはこの民たみに先立さきだって渡わたって行いき、彼かれらにおまえの見みる地ちを継つがせるであろう』。 29こうしてわれわれはベテペオルに対たいする谷たににとどまっていた。
    

  


  


  
    第四章


    
      1イスラエルよ、いま、わたしがあなたがたに教おしえる定さだめと、おきてとを聞きいて、これを行おこないなさい。そうすれば、あなたがたは生いきることができ、あなたがたの先祖せんぞの神かみ、主しゅが賜たまわる地ちにはいって、それを自分じぶんのものとすることができよう。 2わたしがあなたがたに命めいじる言葉ことばに付つけ加くわえてはならない。また減へらしてはならない。わたしが命めいじるあなたがたの神かみ、主しゅの命令めいれいを守まもることのできるためである。 3あなたがたの目めは、主しゅがバアル・ペオルで行おこなわれたことを見みた。ペオルのバアルに従したがった人々ひとびとは、あなたの神かみ、主しゅがことごとく、あなたのうちから滅ほろぼしつくされたのである。 4しかし、あなたがたの神かみ、主しゅにつき従したがったあなたがたは皆みな、きょう、生いきながらえている。 5わたしはわたしの神かみ、主しゅが命めいじられたとおりに、定さだめと、おきてとを、あなたがたに教おしえる。あなたがたがはいって、自分じぶんのものとする地ちにおいて、そのように行おこなうためである。 6あなたがたは、これを守まもって行おこなわなければならない。これは、もろもろの民たみにあなたがたの知恵ちえ、また知識ちしきを示しめす事ことである。彼かれらは、このもろもろの定さだめを聞きいて、『この大おおいなる国民こくみんは、まことに知恵ちえあり、知識ちしきある民たみである』と言いうであろう。
    


    
      7われわれの神かみ、主しゅは、われわれが呼よび求もとめる時とき、つねにわれわれに近ちかくおられる。いずれの大おおいなる国民こくみんに、このように近ちかくおる神かみがあるであろうか。 8また、いずれの大おおいなる国民こくみんに、きょう、わたしがあなたがたの前まえに立たてるこのすべての律法りっぽうのような正ただしい定さだめと、おきてとがあるであろうか。
    


    
      9ただあなたはみずから慎つつしみ、またあなた自身じしんをよく守まもりなさい。そして目めに見みたことを忘わすれず、生いきながらえている間あいだ、それらの事ことをあなたの心こころから離はなしてはならない。またそれらのことを、あなたの子孫しそんに知しらせなければならない。 10あなたがホレブにおいて、あなたの神かみ、主しゅの前まえに立たった日ひに、主しゅはわたしに言いわれた、『民たみをわたしのもとに集あつめよ。わたしは彼かれらにわたしの言葉ことばを聞きかせ、地上ちじょうに生いきながらえる間あいだ、彼かれらにわたしを恐おそれることを学まなばせ、またその子こ供ともを教おしえることのできるようにさせよう』。 11そこであなたがたは近ちかづいて、山やまのふもとに立たったが、山やまは火ひで焼やけて、その炎ほのおは中天ちゅうてんに達たっし、暗黒あんこくと雲くもと濃こい雲くもとがあった。 12時ときに主しゅは火ひの中なかから、あなたがたに語かたられたが、あなたがたは言葉ことばの声こえを聞きいたけれども、声こえばかりで、なんの形かたちも見みなかった。 13主しゅはその契約けいやくを述のべて、それを行おこなうように、あなたがたに命めいじられた。それはすなわち十誡じっかいであって、主しゅはそれを二に枚まいの石いしの板いたに書かきしるされた。 14その時とき、主しゅはわたしに命めいじて、あなたがたに定さだめと、おきてとを教おしえさせられた。あなたがたが渡わたって行いって自分じぶんのものとする地ちで、行おこなわせるためであった。
    


    
      15それゆえ、あなたがたはみずから深ふかく慎つつしまなければならない。ホレブで主しゅが火ひの中なかからあなたがたに語かたられた日ひに、あなたがたはなんの形かたちも見みなかった。 16それであなたがたは道みちを誤あやまって、自分じぶんのために、どんな形かたちの刻きざんだ像ぞうをも造つくってはならない。男おとこまたは女おんなの像ぞうを造つくってはならない。 17すなわち地ちの上うえにおるもろもろの獣けものの像ぞう、空そらを飛とぶもろもろの鳥とりの像ぞう、 18地ちに這はうもろもろの物ものの像ぞう、地ちの下したの水みずの中なかにおるもろもろの魚うおの像ぞうを造つくってはならない。 19あなたはまた目めを上あげて天てんを望のぞみ、日ひ、月つき、星ほしすなわちすべて天てんの万象ばんしょうを見み、誘惑ゆうわくされてそれを拝おがみ、それに仕つかえてはならない。それらのものは、あなたの神かみ、主しゅが全ぜん天下てんかの万民ばんみんに分わけられたものである。 20しかし、主しゅはあなたがたを取とって、鉄てつの炉ろすなわちエジプトから導みちびき出だし、自分じぶんの所有しょゆうの民たみとされた。きょう、見みるとおりである。 21ところで主しゅはあなたがたのゆえに、わたしを怒いかり、わたしがヨルダンを渡わたって行いくことができないことと、あなたの神かみ、主しゅが嗣し業ぎょうとしてあなたに賜たまわる良よい地ちにはいることができないこととを誓ちかわれた。 22わたしはこの地ちで死しぬ。ヨルダンを渡わたって行いくことはできない。しかしあなたがたは渡わたって行いって、あの良よい地ちを獲えるであろう。 23あなたがたは慎つつしみ、あなたがたの神かみ、主しゅがあなたがたと結むすばれた契約けいやくを忘わすれて、あなたの神かみ、主しゅが禁きんじられたどんな形かたちの刻きざんだ像ぞうをも造つくってはならない。 24あなたの神かみ、主しゅは焼やきつくす火ひ、ねたむ神かみである。
    


    
      25あなたがたが子こを生うみ、孫まごを得え、長ながくその地ちにおるうちに、道みちを誤あやまって、すべて何なにかの形かたちに刻きざんだ像ぞうを造つくり、あなたの神かみ、主しゅの目めの前まえに悪あくをなして、その憤いきどおりを引ひき起おこすことがあれば、 26わたしは、きょう、天てんと地ちを呼よんであなたがたに対たいしてあかしとする。あなたがたはヨルダンを渡わたって行いって獲える地ちから、たちまち全滅ぜんめつするであろう。あなたがたはその所ところで長ながく命いのちを保たもつことができず、全まったく滅ほろぼされるであろう。 27主しゅはあなたがたを国々くにぐにに散ちらされるであろう。そして主しゅがあなたがたを追おいやられる国民こくみんのうちに、あなたがたの残のこる者ものの数かずは少すくないであろう。 28その所ところであなたがたは人ひとが手てで作つくった、見みることも、聞きくことも、食たべることも、かぐこともない木きや石いしの神々かみがみに仕つかえるであろう。 29しかし、その所ところからあなたの神かみ、主しゅを求もとめ、もし心こころをつくし、精神せいしんをつくして、主しゅを求もとめるならば、あなたは主しゅに会あうであろう。 30後のちの日ひになって、あなたがなやみにあい、これらのすべての事ことが、あなたに臨のぞむとき、もしあなたの神かみ、主しゅに立たち帰かえってその声こえに聞ききしたがうならば、 31あなたの神かみ、主しゅはいつくしみの深ふかい神かみであるから、あなたを捨すてず、あなたを滅ほろぼさず、またあなたの先祖せんぞに誓ちかった契約けいやくを忘わすれられないであろう。
    


    
      32試こころみにあなたの前まえに過すぎ去さった日ひについて問とえ。神かみが地上ちじょうに人ひとを造つくられた日ひからこのかた、天てんのこの端はしから、かの端はしまでに、かつてこのように大おおいなる事ことがあったであろうか。このようなことを聞きいたことがあったであろうか。 33火ひの中なかから語かたられる神かみの声こえをあなたが聞きいたように、聞きいてなお生いきていた民たみがかつてあったであろうか。 34あるいはまた、あなたがたの神かみ、主しゅがエジプトにおいて、あなたがたの目めの前まえに、あなたがたのためにもろもろの事ことをなされたように、試こころみと、しるしと、不思議ふしぎと、戦たたかいと、強つよい手てと、伸のばした腕うでと、大おおいなる恐おそるべき事こととをもって臨のぞみ、一つの国民こくみんを他たの国民こくみんのうちから引ひき出だして、自分じぶんの民たみとされた神かみが、かつてあったであろうか。 35あなたにこの事ことを示しめしたのは、主しゅこそ神かみであって、ほかに神かみのないことを知しらせるためであった。 36あなたを訓練くんれんするために、主しゅは天てんからその声こえを聞きかせ、地上ちじょうでは、またその大おおいなる火ひを示しめされた。あなたはその言葉ことばが火ひの中なかから出でるのを聞きいた。 37主しゅはあなたの先祖せんぞたちを愛あいされたので、その後のちの子孫しそんを選えらび、大おおいなる力ちからをもって、みずからあなたをエジプトから導みちびき出だし、 38あなたよりも大おおきく、かつ強つよいもろもろの国民こくみんを、あなたの前まえから追おい払はらい、あなたをその地ちに導みちびき入いれて、これを嗣し業ぎょうとしてあなたに与あたえようとされること、今日こんにち見みるとおりである。 39それゆえ、あなたは、きょう知しって、心こころにとめなければならない。上うえは天てん、下したは地ちにおいて、主しゅこそ神かみにいまし、ほかに神かみのないことを。 40あなたは、きょう、わたしが命めいじる主しゅの定さだめと命令めいれいとを守まもらなければならない。そうすれば、あなたとあなたの後のちの子孫しそんはさいわいを得え、あなたの神かみ、主しゅが永久えいきゅうにあなたに賜たまわる地ちにおいて、長ながく命いのちを保たもつことができるであろう」。
    


    
      41それからモーセはヨルダンの向むこう側がわ、東ひがしの方ほうに三つの町々まちまちを指定していした。 42過去かこの恨うらみによるのではなく、あやまって隣人りんじんを殺ころした者ものをそこにのがれさせ、その町まちの一つにのがれて、命いのちを全まっとうさせるためであった。 43すなわちルベンびとのためには荒野あらのの中なかの高地こうちにあるベゼルを、ガドびとのためにはギレアデのラモテを、マナセびとのためにはバシャンのゴランを定さだめた。
    


    
      44モーセがイスラエルの人々ひとびとの前まえに示しめした律法りっぽうはこれである。 45イスラエルの人々ひとびとがエジプトから出でたとき、モーセが彼かれらに述のべたあかしと、定さだめと、おきてとはこれである。 46すなわちヨルダンの向むこう側がわ、アモリびとの王おうシホンの国くにのベテペオルに対たいする谷たににおいてこれを述のべた。シホンはヘシボンに住すんでいたが、モーセとイスラエルの人々ひとびとが、エジプトを出でてきた時とき、これを撃うち敗やぶって、 47その国くにを獲え、またバシャンの王おうオグの国くにを獲えた。このふたりはアモリびとの王おうであって、ヨルダンの向むこう側がわ、東ひがしの方ほうにおった。 48彼かれらの獲えた地ちはアルノン川がわのほとりにあるアロエルからシリオン山ざんすなわちヘルモンに及および、 49ヨルダンの東側ひがしがわのアラバの全部ぜんぶをかねて、アラバの海うみに達たっし、ピスガのふもとに及およんだ。
    

  


  


  
    第五章


    
      1さてモーセはイスラエルのすべての人ひとを召めし寄よせて言いった、「イスラエルよ、きょう、わたしがあなたがたの耳みみに語かたる定さだめと、おきてを聞きき、これを学まなび、これを守まもって行おこなえ。 2われわれの神かみ、主しゅはホレブで、われわれと契約けいやくを結むすばれた。 3主しゅはこの契約けいやくをわれわれの先祖せんぞたちとは結むすばず、きょう、ここに生いきながらえているわれわれすべての者ものと結むすばれた。 4主しゅは山やまで火ひの中なかから、あなたがたと顔かおを合あわせて語かたられた。 5その時とき、わたしは主しゅとあなたがたとの間あいだに立たって主しゅの言葉ことばをあなたがたに伝つたえた。あなたがたは火ひのゆえに恐おそれて山やまに登のぼることができなかったからである。主しゅは言いわれた、
    


    
      6『わたしはあなたの神かみ、主しゅであって、あなたをエジプトの地ち、奴隷どれいの家いえから導みちびき出だした者ものである。
    


    
      7あなたはわたしのほかに何なにものをも神かみとしてはならない。
    


    
      8あなたは自分じぶんのために刻きざんだ像ぞうを造つくってはならない。上うえは天てんにあるもの、下したは地ちにあるもの、また地ちの下したの水みずの中なかにあるものの、どのような形かたちをも造つくってはならない。 9それを拝おがんではならない。またそれに仕つかえてはならない。あなたの神かみ、主しゅであるわたしは、ねたむ神かみであるから、わたしを憎にくむものには、父ちちの罪つみを子こに報むくいて三、四代だいに及およぼし、 10わたしを愛あいし、わたしの戒いましめを守まもる者ものには恵めぐみを施ほどこして千せん代だいに至いたるであろう。
    


    
      11あなたの神かみ、主しゅの名なをみだりに唱となえてはならない。主しゅはその名なをみだりに唱となえる者ものを罰ばっしないではおかないであろう。
    


    
      12安息日あんそくにちを守まもってこれを聖せいとし、あなたの神かみ、主しゅがあなたに命めいじられたようにせよ。 13六日かのあいだ働はたらいて、あなたのすべてのわざをしなければならない。 14七日なぬか目めはあなたの神かみ、主しゅの安息あんそくであるから、なんのわざをもしてはならない。あなたも、あなたのむすこ、娘むすめ、しもべ、はしため、牛うし、ろば、もろもろの家畜かちくも、あなたの門もんのうちにおる他国たこくの人ひとも同おなじである。こうしてあなたのしもべ、はしためを、あなたと同おなじように休やすませなければならない。 15あなたはかつてエジプトの地ちで奴隷どれいであったが、あなたの神かみ、主しゅが強つよい手てと、伸のばした腕うでとをもって、そこからあなたを導みちびき出だされたことを覚おぼえなければならない。それゆえ、あなたの神かみ、主しゅは安息日あんそくにちを守まもることを命めいじられるのである。
    


    
      16あなたの神かみ、主しゅが命めいじられたように、あなたの父ちちと母ははとを敬うやまえ。あなたの神かみ、主しゅが賜たまわる地ちで、あなたが長ながく命いのちを保たもち、さいわいを得えることのできるためである。
    


    
      17あなたは殺ころしてはならない。
    


    
      18あなたは姦淫かんいんしてはならない。
    


    
      19あなたは盗ぬすんではならない。
    


    
      20あなたは隣人りんじんについて偽証ぎしょうしてはならない。
    


    
      21あなたは隣人りんじんの妻つまをむさぼってはならない。また隣人りんじんの家いえ、畑はたけ、しもべ、はしため、牛うし、ろば、またすべて隣人りんじんのものをほしがってはならない』。
    


    
      22主しゅはこれらの言葉ことばを山やまで火ひの中なか、雲くもの中なか、濃こい雲くもの中なかから、大おおいなる声こえをもって、あなたがたの全ぜん会衆かいしゅうにお告つげになったが、このほかのことは言いわれず、二枚まいの石いしの板いたにこれを書かきしるして、わたしに授さづけられた。 23時ときに山やまは火ひで燃もえていたが、あなたがたが暗黒あんこくのうちから聞きこえる声こえを聞きくに及およんで、あなたがたの部族ぶぞくのすべてのかしらと長老ちょうろうたちは、わたしに近寄ちかよって、 24言いった、『われわれの神かみ、主しゅがその栄光えいこうと、その大おおいなることとを、われわれに示しめされて、われわれは火ひの中なかから出でるその声こえを聞ききました。きょう、われわれは神かみが人ひとと語かたられ、しかもなおその人ひとが生いきているのを見みました。 25われわれはなぜ死しななければならないでしょうか。この大おおいなる火ひはわれわれを焼やき滅ほろぼそうとしています。もしこの上うえなおわれわれの神かみ、主しゅの声こえを聞きくならば、われわれは死しんでしまうでしょう。 26およそ肉にくなる者もののうち、だれが、火ひの中なかから語かたられる生いける神かみの声こえを、われわれのように聞きいてなお生いきている者ものがありましょうか。 27あなたはどうぞ近ちかく進すすんで行いって、われわれの神かみ、主しゅが言いわれることをみな聞きき、われわれの神かみ、主しゅがあなたにお告つげになることをすべてわれわれに告つげてください。われわれは聞きいて行おこないます』。
    


    
      28あなたがたがわたしに語かたっている時とき、主しゅはあなたがたの言葉ことばを聞きいて、わたしに言いわれた、『わたしはこの民たみがおまえに語かたっている言葉ことばを聞きいた。彼かれらの言いったことはみな良よい。 29ただ願ねがわしいことは、彼かれらがつねにこのような心こころをもってわたしを恐おそれ、わたしのすべての命令めいれいを守まもって、彼かれらもその子孫しそんも永久えいきゅうにさいわいを得えるにいたることである。 30おまえは行いって彼かれらに、「あなたがたはおのおのその天幕てんまくに帰かえれ」と言いえ。 31しかし、おまえはこの所ところでわたしのそばに立たて。わたしはすべての命令めいれいと、定さだめと、おきてとをおまえに告つげ示しめすであろう。おまえはこれを彼かれらに教おしえ、わたしが彼かれらに与あたえて獲えさせる地ちにおいて、これを行おこなわせなければならない』。 32それゆえ、あなたがたの神かみ、主しゅが命めいじられたとおりに、慎つつしんで行おこなわなければならない。そして左ひだりにも右みぎにも曲まがってはならない。 33あなたがたの神かみ、主しゅが命めいじられた道みちに歩あゆまなければならない。そうすればあなたがたは生いきることができ、かつさいわいを得えて、あなたがたの獲える地ちにおいて、長ながく命いのちを保たもつことができるであろう。
    

  


  


  
    第六章


    
      1これはあなたがたの神かみ、主しゅがあなたがたに教おしえよと命めいじられた命令めいれいと、定さだめと、おきてであって、あなたがたは渡わたって行いって獲える地ちで、これを行おこなわなければならない。 2これはあなたが子こや孫まごと共ともに、あなたの生いきながらえる日ひの間あいだ、つねにあなたの神かみ、主しゅを恐おそれて、わたしが命めいじるもろもろの定さだめと、命令めいれいとを守まもらせるため、またあなたが長ながく命いのちを保たもつことのできるためである。 3それゆえ、イスラエルよ、聞きいて、それを守まもり行おこなえ。そうすれば、あなたはさいわいを得え、あなたの先祖せんぞの神かみ、主しゅがあなたに言いわれたように、乳ちちと蜜みつの流ながれる国くにで、あなたの数かずは大おおいに増ますであろう。
    


    
      4イスラエルよ聞きけ。われわれの神かみ、主しゅは唯一ゆいいつの主しゅである。 5あなたは心こころをつくし、精神せいしんをつくし、力ちからをつくして、あなたの神かみ、主しゅを愛あいさなければならない。 6きょう、わたしがあなたに命めいじるこれらの言葉ことばをあなたの心こころに留とめ、 7努つとめてこれをあなたの子こらに教おしえ、あなたが家いえに座ざしている時ときも、道みちを歩あるく時ときも、寝ねる時ときも、起おきる時ときも、これについて語かたらなければならない。 8またあなたはこれをあなたの手てにつけてしるしとし、あなたの目めの間あいだに置おいて覚おぼえとし、 9またあなたの家いえの入口いりぐちの柱はしらと、あなたの門もんとに書かきしるさなければならない。
    


    
      10あなたの神かみ、主しゅは、あなたの先祖せんぞアブラハム、イサク、ヤコブに向むかって、あなたに与あたえると誓ちかわれた地ちに、あなたをはいらせられる時とき、あなたが建たてたものでない大おおきな美うつくしい町々まちまちを得えさせ、 11あなたが満みたしたものでないもろもろの良よい物ものを満みたした家いえを得えさせ、あなたが掘ほったものでない掘ほり井戸いどを得えさせ、あなたが植うえたものでないぶどう畑はたけとオリブの畑はたけとを得えさせられるであろう。あなたは食たべて飽あきるであろう。 12その時とき、あなたはみずから慎つつしみ、エジプトの地ち、奴隷どれいの家いえから導みちびき出だされた主しゅを忘わすれてはならない。 13あなたの神かみ、主しゅを恐おそれてこれに仕つかえ、その名なをさして誓ちかわなければならない。 14あなたがたは他たの神々かみがみすなわち周囲しゅういの民たみの神々かみがみに従したがってはならない。 15あなたのうちにおられるあなたの神かみ、主しゅはねたむ神かみであるから、おそらく、あなたに向むかって怒いかりを発はっし、地ちのおもてからあなたを滅ほろぼし去さられるであろう。
    


    
      16あなたがたがマッサでしたように、あなたがたの神かみ、主しゅを試こころみてはならない。 17あなたがたの神かみ、主しゅがあなたがたに命めいじられた命令めいれいと、あかしと、定さだめとを、努つとめて守まもらなければならない。 18あなたは主しゅが見みて正ただしいとし、良よいとされることを行おこなわなければならない。そうすれば、あなたはさいわいを得え、かつ主しゅがあなたの先祖せんぞに誓ちかわれた、あの良よい地ちにはいって、自分じぶんのものとすることができるであろう。 19また主しゅが仰おおせられたように、あなたの敵てきを皆みなあなたの前まえから追おい払はらわれるであろう。
    


    
      20後のちの日ひとなって、あなたの子こがあなたに問とうて言いうであろう、『われわれの神かみ、主しゅがあなたがたに命めいじられたこのあかしと、定さだめと、おきてとは、なんのためですか』。 21その時ときあなたはその子こに言いわなければならない。『われわれはエジプトでパロの奴隷どれいであったが、主しゅは強つよい手てをもって、われわれをエジプトから導みちびき出だされた。 22主しゅはわれわれの目めの前まえで、大おおきな恐おそろしいしるしと不思議ふしぎとをエジプトと、パロとその全家ぜんかとに示しめされ、 23われわれをそこから導みちびき出だし、かつてわれわれの先祖せんぞに誓ちかわれた地ちにはいらせ、それをわれわれに賜たまわった。 24そして主しゅはこのすべての定さだめを行おこなえと、われわれに命めいじられた。これはわれわれの神かみ、主しゅを恐おそれて、われわれが、つねにさいわいであり、また今日こんにちのように、主しゅがわれわれを守まもって命いのちを保たもたせるためである。 25もしわれわれが、命めいじられたとおりに、このすべての命令めいれいをわれわれの神かみ、主しゅの前まえに守まもって行おこなうならば、それはわれわれの義ぎとなるであろう』。
    

  


  


  
    第七章


    
      1あなたの神かみ、主しゅが、あなたの行いって取とる地ちにあなたを導みちびき入いれ、多おおくの国々くにぐにの民たみ、ヘテびと、ギルガシびと、アモリびと、カナンびと、ペリジびと、ヒビびと、およびエブスびと、すなわちあなたよりも数多かずおおく、また力ちからのある七つの民たみを、あなたの前まえから追おいはらわれる時とき、 2すなわちあなたの神かみ、主しゅが彼かれらをあなたに渡わたして、これを撃うたせられる時ときは、あなたは彼かれらを全まったく滅ほろぼさなければならない。彼かれらとなんの契約けいやくをもしてはならない。彼かれらに何なにのあわれみをも示しめしてはならない。 3また彼かれらと婚姻こんいんをしてはならない。あなたの娘むすめを彼かれのむすこに与あたえてはならない。かれの娘むすめをあなたのむすこにめとってはならない。 4それは彼かれらがあなたのむすこを惑まどわしてわたしに従したがわせず、ほかの神々かみがみに仕つかえさせ、そのため主しゅはあなたがたにむかって怒いかりを発はっし、すみやかにあなたがたを滅ほろぼされることとなるからである。 5むしろ、あなたがたはこのように彼かれらに行おこなわなければならない。すなわち彼かれらの祭壇さいだんをこぼち、その石いしの柱はしらを撃うち砕くだき、そのアシラ像ぞうを切きり倒たおし、その刻きざんだ像ぞうを火ひで焼やかなければならない。
    


    
      6あなたはあなたの神かみ、主しゅの聖せいなる民たみである。あなたの神かみ、主しゅは地ちのおもてのすべての民たみのうちからあなたを選えらんで、自分じぶんの宝たからの民たみとされた。 7主しゅがあなたがたを愛あいし、あなたがたを選えらばれたのは、あなたがたがどの国民こくみんよりも数かずが多おおかったからではない。あなたがたはよろずの民たみのうち、もっとも数かずの少すくないものであった。 8ただ主しゅがあなたがたを愛あいし、またあなたがたの先祖せんぞに誓ちかわれた誓ちかいを守まもろうとして、主しゅは強つよい手てをもってあなたがたを導みちびき出だし、奴隷どれいの家いえから、エジプトの王おうパロの手てから、あがない出だされたのである。 9それゆえあなたは知しらなければならない。あなたの神かみ、主しゅは神かみにましまし、真実しんじつの神かみにましまして、彼かれを愛あいし、その命令めいれいを守まもる者ものには、契約けいやくを守まもり、恵めぐみを施ほどこして千せん代だいに及および、 10また彼かれを憎にくむ者ものには、めいめいに報むくいて滅ほろぼされることを。主しゅは自分じぶんを憎にくむ者ものには猶予ゆうよすることなく、めいめいに報むくいられる。 11それゆえ、きょうわたしがあなたに命めいじる命令めいれいと、定さだめと、おきてとを守まもって、これを行おこなわなければならない。
    


    
      12あなたがたがこれらのおきてを聞きいて守まもり行おこなうならば、あなたの神かみ、主しゅはあなたの先祖せんぞたちに誓ちかわれた契約けいやくを守まもり、いつくしみを施ほどこされるであろう。 13あなたを愛あいし、あなたを祝福しゅくふくし、あなたの数かずを増まし、あなたに与あたえると先祖せんぞたちに誓ちかわれた地ちで、あなたの子女しじょを祝福しゅくふくし、あなたの地ちの産物さんぶつ、穀物こくもつ、酒さけ、油あぶら、また牛うしの子こ、羊ひつじの子こを増まされるであろう。 14あなたは万民ばんみんにまさって祝福しゅくふくされるであろう。あなたのうち、男おとこも女おんなも子このないものはなく、またあなたの家畜かちくにも子このないものはないであろう。 15主しゅはまたすべての病やまいをあなたから取とり去さり、あなたの知しっている、あのエジプトの悪疫あくえきにかからせず、ただあなたを憎にくむすべての者ものにそれを臨のぞませられるであろう。 16あなたの神かみ、主しゅがあなたに渡わたされる国民こくみんを滅ほろぼしつくし、彼かれらを見みてあわれんではならない。また彼かれらの神々かみがみに仕つかえてはならない。それがあなたのわなとなるからである。
    


    
      17あなたは心こころのうちで『これらの国民こくみんはわたしよりも多おおいから、どうしてこれを追おい払はらうことができようか』と言いうのか。 18彼かれらを恐おそれてはならない。あなたの神かみ、主しゅがパロと、すべてのエジプトびととにされたことを、よく覚おぼえなさい。 19すなわち、あなたが目めで見みた大おおいなる試こころみと、しるしと、不思議ふしぎと、強つよい手てと、伸のばした腕うでとを覚おぼえなさい。あなたの神かみ、主しゅはこれらをもって、あなたを導みちびき出だされたのである。またそのように、あなたの神かみ、主しゅはあなたが恐おそれているすべての民たみにされるであろう。 20あなたの神かみ、主しゅはまた、くまばちを彼かれらのうちに送おくって、なお残のこっている者ものと逃にげ隠かくれている者ものを滅ほろぼしつくされるであろう。 21あなたは彼かれらを恐おそれてはならない。あなたの神かみ、主しゅである大おおいなる恐おそるべき神かみがあなたのうちにおられるからである。 22あなたの神かみ、主しゅはこれらの国民こくみんを徐々じょじょにあなたの前まえから追おい払はらわれるであろう。あなたはすみやかに彼かれらを滅ほろぼしつくしてはならない。そうでなければ、野のの獣けものが増ましてあなたを害がいするであろう。 23しかし、あなたの神かみ、主しゅは彼かれらをあなたに渡わたし、大おおいなる混乱こんらんにおとしいれて、ついに滅ほろぼされるであろう。 24また彼かれらの王おうたちをあなたの手てに渡わたされるであろう。あなたは彼かれらの名なを天てんの下したから消けし去さるであろう。あなたに立たちむかうものはなく、あなたはついに彼かれらを滅ほろぼすにいたるであろう。 25あなたは彼かれらの神々かみがみの彫像ちょうぞうを火ひに焼やかなければならない。それに着きせた銀ぎんまたは金きんをむさぼってはならない。これを取とって自分じぶんのものにしてはならない。そうでなければ、あなたはこれによって、わなにかかるであろう。これはあなたの神かみが忌いみきらわれるものだからである。 26あなたは忌いむべきものを家いえに持もちこんで、それと同おなじようにあなた自身じしんも、のろわれたものとなってはならない。あなたはそれを全まったく忌いみきらわなければならない。それはのろわれたものだからである。
    

  


  


  
    第八章


    
      1わたしが、きょう、命めいじるこのすべての命令めいれいを、あなたがたは守まもって行おこなわなければならない。そうすればあなたがたは生いきることができ、かつふえ増まし、主しゅがあなたがたの先祖せんぞに誓ちかわれた地ちにはいって、それを自分じぶんのものとすることができるであろう。 2あなたの神かみ、主しゅがこの四十年ねんの間あいだ、荒野あらのであなたを導みちびかれたそのすべての道みちを覚おぼえなければならない。それはあなたを苦くるしめて、あなたを試こころみ、あなたの心こころのうちを知しり、あなたがその命令めいれいを守まもるか、どうかを知しるためであった。 3それで主しゅはあなたを苦くるしめ、あなたを飢うえさせ、あなたも知しらず、あなたの先祖せんぞたちも知しらなかったマナをもって、あなたを養やしなわれた。人ひとはパンだけでは生いきず、人ひとは主しゅの口くちから出でるすべてのことばによって生いきることをあなたに知しらせるためであった。 4この四十年ねんの間あいだ、あなたの着物きものはすり切きれず、あなたの足あしは、はれなかった。 5あなたはまた人ひとがその子こを訓練くんれんするように、あなたの神かみ、主しゅもあなたを訓練くんれんされることを心こころにとめなければならない。 6あなたの神かみ、主しゅの命令めいれいを守まもり、その道みちに歩あゆんで、彼かれを恐おそれなければならない。 7それはあなたの神かみ、主しゅがあなたを良よい地ちに導みちびき入いれられるからである。そこは谷たににも山やまにもわき出でる水みずの流ながれ、泉いずみ、および淵ふちのある地ち、 8小麦こむぎ、大麦おおむぎ、ぶどう、いちじく及およびざくろのある地ち、油あぶらのオリブの木き、および蜜みつのある地ち、 9あなたが食たべる食物しょくもつに欠かけることなく、なんの乏とぼしいこともない地ちである。その地ちの石いしは鉄てつであって、その山やまからは銅どうを掘ほり取とることができる。 10あなたは食たべて飽あき、あなたの神かみ、主しゅがその良よい地ちを賜たまわったことを感謝かんしゃするであろう。
    


    
      11あなたは、きょう、わたしが命めいじる主しゅの命令めいれいと、おきてと、定さだめとを守まもらず、あなたの神かみ、主しゅを忘わすれることのないように慎つつしまなければならない。 12あなたは食たべて飽あき、麗うるわしい家いえを建たてて住すみ、 13また牛うしや羊ひつじがふえ、金銀きんぎんが増まし、持もち物ものがみな増まし加くわわるとき、 14おそらく心こころにたかぶり、あなたの神かみ、主しゅを忘わすれるであろう。主しゅはあなたをエジプトの地ち、奴隷どれいの家いえから導みちびき出だし、 15あなたを導みちびいて、あの大おおきな恐おそろしい荒野あらの、すなわち火ひのへびや、さそりがいて、水みずのない、かわいた地ちを通とおり、あなたのために堅かたい岩いわから水みずを出だし、 16先祖せんぞたちも知しらなかったマナを荒野あらのであなたに食たべさせられた。それはあなたを苦くるしめ、あなたを試こころみて、ついにはあなたをさいわいにするためであった。 17あなたは心こころのうちに『自分じぶんの力ちからと自分じぶんの手ての働はたらきで、わたしはこの富とみを得えた』と言いってはならない。 18あなたはあなたの神かみ、主しゅを覚おぼえなければならない。主しゅはあなたの先祖せんぞたちに誓ちかわれた契約けいやくを今日こんにちのように行おこなうために、あなたに富とみを得える力ちからを与あたえられるからである。 19もしあなたの神かみ、主しゅを忘わすれて他たの神々かみがみに従したがい、これに仕つかえ、これを拝おがむならば、——わたしは、きょう、あなたがたに警告けいこくする。——あなたがたはきっと滅ほろびるであろう。 20主しゅがあなたがたの前まえから滅ほろぼし去さられる国々くにぐにの民たみのように、あなたがたも滅ほろびるであろう。あなたがたの神かみ、主しゅの声こえに従したがわないからである。
    

  


  


  
    第九章


    
      1イスラエルよ、聞ききなさい。あなたは、きょう、ヨルダンを渡わたって行いって、あなたよりも大おおきく、かつ強つよい国々くにぐにを取とろうとしている。その町々まちまちは大おおきく、石いしがきは天てんに達たっしている。 2その民たみは、あなたの知しっているアナクびとの子孫しそんであって、大おおきく、また背せが高たかい。あなたはまた『アナクの子孫しそんの前まえに、だれが立たつことができようか』と人ひとの言いうのを聞きいた。 3それゆえ、あなたは、きょう、あなたの神かみ、主しゅは焼やきつくす火ひであって、あなたの前まえに進すすまれることを知しらなければならない。主しゅは彼かれらを滅ほろぼし、彼かれらをあなたの前まえに屈伏くっぷくさせられるであろう。主しゅがあなたに言いわれたように、彼かれらを追おい払はらい、すみやかに滅ほろぼさなければならない。
    


    
      4あなたの神かみ、主しゅがあなたの前まえから彼かれらを追おい払はらわれた後のちに、あなたは心こころのなかで『わたしが正ただしいから主しゅはわたしをこの地ちに導みちびき入いれてこれを獲えさせられた』と言いってはならない。この国々くにぐにの民たみが悪わるいから、主しゅはこれをあなたの前まえから追おい払はらわれるのである。 5あなたが行いってその地ちを獲えるのは、あなたが正ただしいからではなく、またあなたの心こころがまっすぐだからでもない。この国々くにぐにの民たみが悪わるいから、あなたの神かみ、主しゅは彼かれらをあなたの前まえから追おい払はらわれるのである。これは主しゅがあなたの先祖せんぞアブラハム、イサク、ヤコブに誓ちかわれた言葉ことばを行おこなわれるためである。
    


    
      6それであなたは、あなたの神かみ、主しゅがあなたにこの良よい地ちを与あたえてこれを得えさせられるのは、あなたが正ただしいからではないことを知しらなければならない。あなたは強情ごうじょうな民たみである。 7あなたは荒野あらのであなたの神かみ、主しゅを怒いからせたことを覚おぼえ、それを忘わすれてはならない。あなたがたはエジプトの地ちを出でた日ひからこの所ところに来くるまで、いつも主しゅにそむいた。 8またホレブにおいてさえ、あなたがたが主しゅを怒いからせたので、主しゅは怒いかってあなたがたを滅ほろぼそうとされた。 9わたしが石いしの板いたすなわち主しゅがあなたがたと結むすばれた契約けいやくの板いたを受うけるために山やまに登のぼった時とき、わたしは四十日にち四十夜や、山やまにいて、パンも食たべず水みずも飲のまなかった。 10主しゅは神かみの指ゆびをもって書かきしるした石いしの板いた二枚まいをわたしに授さづけられた。その上うえには、集会しゅうかいの日ひに主しゅが山やまで火ひの中なかから、あなたがたに告つげられた言葉ことばが、ことごとく書かいてあった。 11すなわち四十日にち四十夜やが終おわった時とき、主しゅはわたしにその契約けいやくの板いたである石いしの板いた二枚まいを授さづけ、 12そして主しゅはわたしに言いわれた、『おまえは立たって、すみやかにこの所ところから降ふりなさい。おまえがエジプトから導みちびき出だした民たみは悪あくを行おこなったからである。彼かれらはわたしが命めいじた道みちを早はやくも離はなれて、鋳いた像ぞうを自分じぶんたちのために造つくった』。
    


    
      13主しゅはまたわたしに言いわれた、『この民たみを見みるのに、これは強情ごうじょうな民たみである。 14わたしを止とめるな。わたしは彼かれらを滅ほろぼし、彼かれらの名なを天てんの下したから消けし去さり、おまえを彼かれらよりも強つよく、かつ大おおいなる国民こくみんとしよう』。 15そこでわたしは身みをめぐらして山やまを降おりたが、山やまは火ひで焼やけていた。契約けいやくの板いた二枚まいはわたしの両手りょうてにあった。 16そしてわたしが見みると、あなたがたは、あなたがたの神かみ、主しゅにむかって罪つみを犯おかし、自分じぶんたちのために鋳物いものの子こ牛うしを造つくって、主しゅが命めいじられた道みちを早はやくも離はなれたので、 17わたしはその二枚まいの板いたをつかんで、両手りょうてから投なげ出だし、あなたがたの目めの前まえでこれを砕くだいた。 18そしてわたしは前まえのように四十日にち四十夜や、主しゅの前まえにひれ伏ふし、パンも食たべず、水みずも飲のまなかった。これはあなたがたが主しゅの目めの前まえに悪あくをおこない、罪つみを犯おかして主しゅを怒いからせたすべての罪つみによるのである。 19主しゅは怒いかりを発はっし、憤いきどおりを起おこし、あなたがたを怒いかって滅ほろぼそうとされたので、わたしは恐おそれたが、その時ときもまた主しゅはわたしの願ねがいを聞きかれた。 20主しゅはまた、はなはだしくアロンを怒いかって、彼かれを滅ほろぼそうとされたが、わたしはその時ときもまたアロンのために祈いのった。 21わたしはあなたがたが造つくって罪つみを得えた子こ牛うしを取とり、それを火ひで焼やき、それを撃うち砕くだき、よくひいて細こまかいちりとし、そのちりを山やまから流ながれ下くだる谷川たにがわに投なげ捨すてた。
    


    
      22あなたがたはタベラ、マッサおよびキブロテ・ハッタワにおいてもまた主しゅを怒いからせた。 23また主しゅはカデシ・バルネアから、あなたがたをつかわそうとされた時とき、『上のぼって行いって、わたしが与あたえる地ちを占領せんりょうせよ』と言いわれた。ところが、あなたがたはあなたがたの神かみ、主しゅの命令めいれいにそむき、彼かれを信しんぜず、また彼かれの声こえに聞きき従したがわなかった。 24わたしがあなたがたを知しったその日ひからこのかた、あなたがたはいつも主しゅにそむいた。
    


    
      25そしてわたしは、さきにひれ伏ふしたように、四十日にち四十夜や、主しゅの前まえにひれ伏ふした。主しゅがあなたがたを滅ほろぼすと言いわれたからである。 26わたしは主しゅに祈いのって言いった、『主しゅなる神かみよ、あなたが大おおいなる力ちからをもってあがない、強つよい手てをもってエジプトから導みちびき出だされたあなたの民たみ、あなたの嗣し業ぎょうを滅ほろぼさないでください。 27あなたのしもべアブラハム、イサク、ヤコブを覚おぼえてください。この民たみの強情ごうじょうと悪あくと罪つみとに目めをとめないでください。 28あなたがわれわれを導みちびき出だされた国くにの人ひとはおそらく、「主しゅは、約束やくそくした地ちに彼かれらを導みちびき入いれることができず、また彼かれらを憎にくんだので、彼かれらを導みちびき出だして荒野あらので殺ころしたのだ」と言いうでしょう。 29しかし彼かれらは、あなたの民たみ、あなたの嗣し業ぎょうであって、あなたが大おおいなる力ちからと伸のばした腕うでとをもって導みちびき出だされたのです』。
    

  


  


  
    第十章


    
      1その時とき、主しゅはわたしに言いわれた、『おまえは、前まえのような石いしの板いた二枚まいを切きって作つくり、山やまに登のぼって、わたしのもとにきなさい。また木きの箱はこ一つを作つくりなさい。 2さきにおまえが砕くだいた二枚まいの板いたに書かいてあった言葉ことばを、わたしはその板いたに書かきしるそう。おまえはそれをその箱はこにおさめなければならない』。 3そこでわたしはアカシヤ材ざいの箱はこ一つを作つくり、また前まえのような石いしの板いた二枚まいを切きって作つくり、その二枚まいの板いたを手てに持もって山やまに登のぼった。 4主しゅはかつて、かの集会しゅうかいの日ひに山やまで火ひの中なかからあなたがたに告つげられた十誡じっかいを書かきしるされたように、その板いたに書かきしるし、それを主しゅはわたしに授さづけられた。 5それでわたしは身みをめぐらして山やまから降おり、その板いたを、わたしが作つくった箱はこにおさめた。今いまなおその中なかにある。主しゅがわたしに命めいじられたとおりである。
    


    
      6（こうしてイスラエルの人々ひとびとはベエロテ・ベネ・ヤカンを出立しゅったつしてモセラに着ついた。アロンはその所ところで死しんでそこに葬ほうむられ、その子こエレアザルが彼かれに代かわって祭司さいしとなった。 7またそこを出立しゅったつしてグデゴダに至いたり、グデゴダを出立しゅったつしてヨテバタに着ついた。この地ちには多おおくの水みずの流ながれがあった。 8その時とき、主しゅはレビの部族ぶぞくを選えらんで、主しゅの契約けいやくの箱はこをかつぎ、主しゅの前まえに立たって仕つかえ、また主しゅの名なをもって祝福しゅくふくすることをさせられた。この事ことは今日こんにちに及およんでいる。 9そのためレビは兄弟きょうだいたちと一緒いっしょには分わけ前まえがなく、嗣し業ぎょうもない。あなたの神かみ、主しゅが彼かれに言いわれたとおり、主しゅみずからが彼かれの嗣し業ぎょうであった。）
    


    
      10わたしは前まえの時ときのように四十日にち四十夜や、山やまにおったが、主しゅはその時ときにもわたしの願ねがいを聞きかれた。主しゅはあなたを滅ほろぼすことを望のぞまれなかった。 11そして主しゅはわたしに『おまえは立たちあがり、民たみに先立さきだって進すすみ行いき、わたしが彼かれらに与あたえると、その先祖せんぞに誓ちかった地ちに彼かれらをはいらせ、それを取とらせよ』と言いわれた。
    


    
      12イスラエルよ、今いま、あなたの神かみ、主しゅがあなたに求もとめられる事ことはなんであるか。ただこれだけである。すなわちあなたの神かみ、主しゅを恐おそれ、そのすべての道みちに歩あゆんで、彼かれを愛あいし、心こころをつくし、精神せいしんをつくしてあなたの神かみ、主しゅに仕つかえ、 13また、わたしがきょうあなたに命めいじる主しゅの命令めいれいと定さだめとを守まもって、さいわいを得えることである。 14見みよ、天てんと、もろもろの天てんの天てん、および地ちと、地ちにあるものとはみな、あなたの神かみ、主しゅのものである。 15そうであるのに、主しゅはただあなたの先祖せんぞたちを喜よろこび愛あいし、その後のちの子孫しそんであるあなたがたを万民ばんみんのうちから選えらばれた。今日こんにち見みるとおりである。 16それゆえ、あなたがたは心こころに割礼かつれいをおこない、もはや強情ごうじょうであってはならない。 17あなたがたの神かみである主しゅは、神かみの神かみ、主しゅの主しゅ、大おおいにして力ちからある恐おそるべき神かみにましまし、人ひとをかたより見みず、また、まいないを取とらず、 18みなし子ことやもめのために正ただしいさばきを行おこない、また寄留きりゅうの他国たこく人じんを愛あいして、食物しょくもつと着物きものを与あたえられるからである。 19それゆえ、あなたがたは寄留きりゅうの他国たこく人じんを愛あいしなさい。あなたがたもエジプトの国くにで寄留きりゅうの他国たこく人じんであった。 20あなたの神かみ、主しゅを恐おそれ、彼かれに仕つかえ、彼かれに従したがい、その名なをさして誓ちかわなければならない。 21彼かれはあなたのさんびすべきもの、またあなたの神かみであって、あなたが目めに見みたこれらの大おおいなる恐おそるべき事ことを、あなたのために行おこなわれた。 22あなたの先祖せんぞたちは、わずか七十人にんでエジプトに下くだったが、いま、あなたの神かみ、主しゅはあなたを天てんの星ほしのように多おおくされた。
    

  


  


  
    第十一章


    
      1それゆえ、あなたの神かみ、主しゅを愛あいし、常つねにそのさとしと、定さだめと、おきてと、戒いましめとを守まもらなければならない。 2あなたがたは、きょう、次つぎのことを知しらなければならない。わたしが語かたるのは、あなたがたの子供こどもたちに対たいしてではない。彼かれらはあなたがたの神かみ、主しゅの訓練くんれんと、主しゅの大おおいなる事ことと、その強つよい手てと、伸のべた腕うでとを知しらず、また見みなかった。 3また彼かれらは主しゅがエジプトで、エジプト王おうパロとその全国ぜんこくに対たいして行おこなわれたしるしと、わざ、 4また主しゅがエジプトの軍勢ぐんぜいとその馬うまと戦車せんしゃとに行おこなわれた事こと、すなわち彼かれらがあなたがたのあとを追おってきた時ときに、紅海こうかいの水みずを彼かれらの上うえにあふれさせ、彼かれらを滅ほろぼされて、今日こんにちに至いたった事こと、 5またあなたがたがこの所ところに来くるまで、主しゅが荒野あらので、あなたがたに行おこなわれた事こと、 6およびルベンの子このエリアブの子こ、ダタンとアビラムとにされた事こと、すなわちイスラエルのすべての人々ひとびとの中なかで、地ちが口くちを開ひらき、彼かれらと、その家族かぞくと、天幕てんまくと、彼かれらに従したがうすべてのものを、のみつくした事ことなどを彼かれらは知しらず、また見みなかった。 7しかし、あなたがたは主しゅが行おこなわれたこれらの大おおいなる事ことを、ことごとく目めに見みたのである。
    


    
      8ゆえに、わたしが、きょう、あなたがたに命めいじる戒いましめを、ことごとく守まもらなければならない。そうすればあなたがたは強つよくなり、渡わたって行いって取とろうとする地ちにはいって、それを取とることができ、 9かつ、主しゅが先祖せんぞたちに誓ちかって彼かれらとその子孫しそんとに与あたえようと言いわれた地ち、乳ちちと蜜みつの流ながれる国くににおいて、長ながく生いきることができるであろう。 10あなたがたが行いって取とろうとする地ちは、あなたがたが出でてきたエジプトの地ちのようではない。あそこでは、青物あおもの畑ばたけでするように、あなたがたは種たねをまき、足あしでそれに水みずを注そそいだ。 11しかし、あなたがたが渡わたって行いって取とる地ちは、山やまと谷たにの多おおい地ちで、天てんから降ふる雨あめで潤うるおっている。 12その地ちは、あなたの神かみ、主しゅが顧かえりみられる所ところで、年としの始はじめから年としの終おわりまで、あなたの神かみ、主しゅの目めが常つねにその上うえにある。
    


    
      13もし、きょう、あなたがたに命めいじるわたしの命令めいれいによく聞きき従したがって、あなたがたの神かみ、主しゅを愛あいし、心こころをつくし、精神せいしんをつくして仕つかえるならば、 14主しゅはあなたがたの地ちに雨あめを、秋あきの雨あめ、春はるの雨あめともに、時ときにしたがって降ふらせ、穀物こくもつと、ぶどう酒しゅと、油あぶらを取とり入いれさせ、 15また家畜かちくのために野のに草くさを生はえさせられるであろう。あなたは飽あきるほど食たべることができるであろう。 16あなたがたは心こころが迷まよい、離はなれ去さって、他たの神々かみがみに仕つかえ、それを拝おがむことのないよう、慎つつしまなければならない。 17おそらく主しゅはあなたがたにむかい怒いかりを発はっして、天てんを閉とざされるであろう。そのため雨あめは降ふらず、地ちは産物さんぶつを出ださず、あなたがたは主しゅが賜たまわる良よい地ちから、すみやかに滅ほろびうせるであろう。
    


    
      18それゆえ、これらのわたしの言葉ことばを心こころと魂たましいにおさめ、またそれを手てにつけて、しるしとし、目めの間あいだに置おいて覚おぼえとし、 19これを子供こどもたちに教おしえ、家いえに座ざしている時ときも、道みちを歩あるく時ときも、寝ねる時ときも、起おきる時ときも、それについて語かたり、 20また家いえの入口いりぐちの柱はしらと、門もんにそれを書かきしるさなければならない。 21そうすれば、主しゅが先祖せんぞたちに与あたえようと誓ちかわれた地ちに、あなたがたの住すむ日数にっすうおよびあなたがたの子供こどもたちの住すむ日数にっすうは、天てんが地ちをおおう日数にっすうのように多おおいであろう。 22もしわたしがあなたがたに命めいじるこのすべての命令めいれいをよく守まもって行おこない、あなたがたの神かみ、主しゅを愛あいし、そのすべての道みちに歩あゆみ、主しゅにつき従したがうならば、 23主しゅはこの国々くにぐにの民たみを皆みな、あなたがたの前まえから追おい払はらわれ、あなたがたはあなたがたよりも大おおきく、かつ強つよい国々くにぐにを取とるに至いたるであろう。 24あなたがたが足あしの裏うらで踏ふむ所ところは皆みな、あなたがたのものとなり、あなたがたの領域りょういきは荒野あらのからレバノンに及および、また大川おおかわユフラテから西にしの海うみに及およぶであろう。 25だれもあなたがたに立たち向むかうことのできる者ものはないであろう。あなたがたの神かみ、主しゅは、かつて言いわれたように、あなたがたの踏ふみ入いる地ちの人々ひとびとが、あなたがたを恐おそれおののくようにされるであろう。
    


    
      26見みよ、わたしは、きょう、あなたがたの前まえに祝福しゅくふくと、のろいとを置おく。 27もし、きょう、わたしがあなたがたに命めいじるあなたがたの神かみ、主しゅの命令めいれいに聞きき従したがうならば、祝福しゅくふくを受うけるであろう。 28もしあなたがたの神かみ、主しゅの命令めいれいに聞きき従したがわず、わたしが、きょう、あなたがたに命めいじる道みちを離はなれ、あなたがたの知しらなかった他たの神々かみがみに従したがうならば、のろいを受うけるであろう。 29あなたの神かみ、主しゅが、あなたの行いって占領せんりょうする地ちにあなたを導みちびき入いれられる時とき、あなたはゲリジム山やまに祝福しゅくふくを置おき、エバル山やまにのろいを置おかなければならない。 30これらの山やまはヨルダンの向むこう側がわ、アラバに住すんでいるカナンびとの地ちで、日ひの入いる方ほうの道みちの西側にしがわにあり、ギルガルに向むかいあって、モレのテレビンの木きの近ちかくにあるではないか。 31あなたがたはヨルダンを渡わたり、あなたがたの神かみ、主しゅが賜たまわる地ちにはいって、それを占領せんりょうしようとしている。あなたがたはそれを占領せんりょうして、そこに住すむであろう。 32それゆえ、わたしが、きょう、あなたがたに授さづける定さだめと、おきてをことごとく守まもって行おこなわなければならない。
    

  


  


  
    第十二章


    
      1これはあなたの先祖せんぞたちの神かみ、主しゅが所有しょゆうとして賜たまわる地ちで、あなたがたが世よに生いきながらえている間あいだ、守まもり行おこなわなければならない定さだめと、おきてである。 2あなたがたの追おい払はらう国々くにぐにの民たみが、その神々かみがみに仕つかえた所ところは、高たかい山やまにあるものも、丘おかにあるものも、青あお木きの下したにあるものも、ことごとくこわし、 3その祭壇さいだんをこぼち、柱はしらを砕くだき、アシラ像ぞうを火ひで焼やき、また刻きざんだ神々かみがみの像ぞうを切きり倒たおして、その名なをその所ところから消けし去さらなければならない。 4ただし、あなたがたの神かみ、主しゅにはそのようにしてはならない。 5あなたがたの神かみ、主しゅがその名なを置おくために、あなたがたの全部ぜんぶ族ぞくのうちから選えらばれる場所ばしょ、すなわち主しゅのすまいを尋たずね求もとめて、そこに行いき、 6あなたがたの燔祭はんさいと、犠牲ぎせいと、十分ぶんの一と、ささげ物ものと、誓願せいがんの供そなえ物ものと、自発じはつの供そなえ物ものおよび牛うし、羊ひつじのういごをそこに携たずさえて行いって、 7そこであなたがたの神かみ、主しゅの前まえで食たべ、あなたがたも、家族かぞくも皆みな、手てを労ろうして獲えるすべての物ものを喜よろこび楽たのしまなければならない。これはあなたの神かみ、主しゅの恵めぐみによって獲えるものだからである。 8そこでは、われわれがきょうここでしているように、めいめいで正ただしいと思おもうようにふるまってはならない。 9あなたがたはまだ、あなたがたの神かみ、主しゅから賜たまわる安息あんそくと嗣し業ぎょうの地ちに、はいっていないのである。 10しかし、あなたがたがヨルダンを渡わたり、あなたがたの神かみ、主しゅが嗣し業ぎょうとして賜たまわる地ちに住すむようになり、さらに主しゅがあなたがたの周囲しゅういの敵てきをことごとく除のぞいて、安息あんそくを与あたえ、あなたがたが安やすらかに住すむようになる時とき、 11あなたがたの神かみ、主しゅはその名なを置おくために、一つの場所ばしょを選えらばれるであろう。あなたがたはそこにわたしの命めいじる物ものをすべて携たずさえて行いかなければならない。すなわち、あなたがたの燔祭はんさいと、犠牲ぎせいと、十分ぶんの一と、ささげ物ものおよびあなたがたが主しゅに誓ちかったすべての誓願せいがんの供そなえ物ものとを携たずさえて行いかなければならない。 12そしてあなたがたのむすこ、娘むすめ、しもべ、はしためと共ともにあなたがたの神かみ、主しゅの前まえに喜よろこび楽たのしまなければならない。また町まちの内うちにおるレビびととも、そうしなければならない。彼かれはあなたがたのうちに分わけ前まえがなく、嗣し業ぎょうを持もたないからである。 13慎つつしんで、すべてあなたがよいと思おもう場所ばしょで、みだりに燔祭はんさいをささげないようにしなければならない。 14ただあなたの部族ぶぞくの一つのうちに、主しゅが選えらばれるその場所ばしょで、燔祭はんさいをささげ、またわたしが命めいじるすべての事ことをしなければならない。
    


    
      15しかし、あなたの神かみ、主しゅが賜たまわる恵めぐみにしたがって、すべて心こころに好このむ獣けものを、どの町まちででも殺ころして、その肉にくを食たべることができる。すなわち、かもしかや雄おじかの肉にくと同様どうようにそれを、汚けがれた人ひとも、清きよい人ひとも、食たべることができる。 16ただし、その血ちは食たべてはならない。水みずのようにそれを地ちに注そそがなければならない。 17あなたの穀物こくもつと、ぶどう酒しゅと、油あぶらとの十分ぶんの一および牛うし、羊ひつじのういご、ならびにあなたが立たてる誓願せいがんの供そなえ物ものと、自発じはつの供そなえ物ものおよびささげ物ものは、町まちの内うちで食たべることはできない。 18あなたの神かみ、主しゅが選えらばれる場所ばしょで、あなたの神かみ、主しゅの前まえでそれを食たべなければならない。すなわちあなたのむすこ、娘むすめ、しもべ、はしため、および町まちの内うちにおるレビびとと共ともにそれを食たべ、手てを労ろうして獲えるすべての物ものを、あなたの神かみ、主しゅの前まえに喜よろこび楽たのしまなければならない。 19慎つつしんで、あなたが世よに生いきながらえている間あいだ、レビびとを捨すてないようにしなければならない。
    


    
      20あなたの神かみ、主しゅが約束やくそくされたように、あなたの領域りょういきを広ひろくされるとき、あなたは肉にくを食たべたいと願ねがって、『わたしは肉にくを食たべよう』と言いうであろう。その時とき、あなたはほしいだけ肉にくを食たべることができる。 21もしあなたの神かみ、主しゅがその名なを置おくために選えらばれる場所ばしょが、遠とおく離はなれているならば、わたしが命めいじるように、主しゅが賜たまわる牛うし、羊ひつじをほふり、門もんの内うちで、ほしいだけ食たべることができる。 22かもしかや、雄おじかを食たべるように、それを食たべることができる。すなわち汚けがれた人ひとも、清きよい人ひとも一様いちようにそれを食たべることができる。 23ただ堅かたく慎つつしんで、その血ちを食たべないようにしなければならない。血ちは命いのちだからである。その命いのちを肉にくと一緒いっしょに食たべてはならない。 24あなたはそれを食たべてはならない。水みずのようにそれを地ちに注そそがなければならない。 25あなたはそれを食たべてはならない。こうして、主しゅが正ただしいと見みられる事ことを行おこなうならば、あなたにも後のちの子孫しそんにも、さいわいがあるであろう。 26ただあなたのささげる聖せいなる物ものと、誓願せいがんの物ものとは、主しゅが選えらばれる場所ばしょへ携たずさえて行いかなければならない。 27そして燔祭はんさいをささげる時ときは、肉にくと血ちとをあなたの神かみ、主しゅの祭壇さいだんの上うえにささげなければならない。犠牲ぎせいをささげる時ときは、血ちをあなたの神かみ、主しゅの祭壇さいだんにそそぎかけ、肉にくはみずから食たべることができる。 28あなたはわたしが命めいじるこれらの事ことを、ことごとく聞きいて守まもらなければならない。こうしてあなたの神かみ、主しゅが見みて良よいとし、正ただしいとされる事ことを行おこなうならば、あなたにも後のちの子孫しそんにも、長ながくさいわいがあるであろう。
    


    
      29あなたの神かみ、主しゅが、あなたの行いって追おい払はらおうとする国々くにぐにの民たみを、あなたの前まえから断たち滅ほろぼされ、あなたがついにその国々くにぐにを獲えて、その地ちに住すむようになる時とき、 30あなたはみずから慎つつしみ、彼かれらがあなたの前まえから滅ほろぼされた後のち、彼かれらにならって、わなにかかってはならない。また彼かれらの神々かみがみを尋たずね求もとめて、『これらの国々くにぐにの民たみはどのようにその神々かみがみに仕つかえたのか、わたしもそのようにしよう』と言いってはならない。 31あなたの神かみ、主しゅに対たいしては、そのようにしてはならない。彼かれらは主しゅの憎にくまれるもろもろの忌いむべき事ことを、その神々かみがみにむかって行おこない、むすこ、娘むすめをさえ火ひに焼やいて、神々かみがみにささげたからである。
    


    
      32あなたがたはわたしが命めいじるこのすべての事ことを守まもって行おこなわなければならない。これにつけ加くわえてはならない。また減へらしてはならない。
    

  


  


  
    第十三章


    
      1あなたがたのうちに預言者よげんしゃまたは夢ゆめみる者ものが起たって、しるしや奇跡きせきを示しめし、 2あなたに告つげるそのしるしや奇跡きせきが実現じつげんして、あなたがこれまで知しらなかった『ほかの神々かみがみに、われわれは従したがい仕つかえよう』と言いっても、 3あなたはその預言者よげんしゃまたは夢ゆめみる者ものの言葉ことばに聞きき従したがってはならない。あなたがたの神かみ、主しゅはあなたがたが心こころをつくし、精神せいしんをつくして、あなたがたの神かみ、主しゅを愛あいするか、どうかを知しろうと、このようにあなたがたを試こころみられるからである。 4あなたがたの神かみ、主しゅに従したがって歩あゆみ、彼かれを恐おそれ、その戒いましめを守まもり、その言葉ことばに聞きき従したがい、彼かれに仕つかえ、彼かれにつき従したがわなければならない。 5その預言者よげんしゃまたは夢ゆめみる者ものを殺ころさなければならない。あなたがたをエジプトの国くにから導みちびき出だし、奴隷どれいの家いえからあがなわれたあなたがたの神かみ、主しゅにあなたがたをそむかせ、あなたの神かみ、主しゅが歩あゆめと命めいじられた道みちを離はなれさせようとして語かたるゆえである。こうしてあなたがたのうちから悪あくを除のぞき去さらなければならない。
    


    
      6同おなじ母ははに生うまれたあなたの兄弟きょうだい、またはあなたのむすこ、娘むすめ、またはあなたのふところの妻つま、またはあなたと身命しんめいを共ともにする友ともが、ひそかに誘さそって『われわれは行いって他たの神々かみがみに仕つかえよう』と言いうかも知しれない。これはあなたも先祖せんぞたちも知しらなかった神々かみがみ、 7すなわち地ちのこのはてから、地ちのかのはてまで、あるいは近ちかく、あるいは遠とおく、あなたの周囲しゅういにある民たみの神々かみがみである。 8しかし、あなたはその人ひとに従したがってはならない。その人ひとの言いうことを聞きいてはならない。その人ひとをあわれんではならない。その人ひとを惜おしんではならない。その人ひとをかばってはならない。 9必かならず彼かれを殺ころさなければならない。彼かれを殺ころすには、あなたがまず彼かれに手てを下くだし、その後のち、民たみがみな手てを下くださなければならない。 10彼かれはエジプトの国くに、奴隷どれいの家いえからあなたを導みちびき出だされたあなたの神かみ、主しゅからあなたを離はなれさせようとしたのであるから、あなたは石いしをもって彼かれを撃うち殺ころさなければならない。 11そうすればイスラエルは皆みな聞きいて恐おそれ、重かさねてこのような悪わるい事ことを、あなたがたのうちに行おこなわないであろう。
    


    
      12あなたの神かみ、主しゅがあなたに与あたえて住すまわせられる町まちの一つで、 13よこしまな人々ひとびとがあなたがたのうちに起たって、あなたがたの知しらなかった『ほかの神々かみがみに、われわれは行いって仕つかえよう』と言いって、その町まちに住すむ人々ひとびとを誘惑ゆうわくしたことを聞きくならば、 14あなたはそれを尋たずね、探さぐり、よく問といたださなければならない。そして、そのような憎にくむべき事ことがあなたがたのうちに行おこなわれた事ことが、真実しんじつで、確たしかならば、 15あなたは必かならず、その町まちに住すむ者ものをつるぎの刃はにかけて撃うち殺ころし、その町まちと、そのうちにおるすべての者もの、およびその家畜かちくをつるぎの刃はにかけて、ことごとく滅ほろぼさなければならない。 16またそのすべてのぶんどり物ものは、町まちの広場ひろばの中央ちゅうおうに集あつめ、火ひをもってその町まちと、すべてのぶんどり物ものとを、ことごとく焼やいて、あなたの神かみ、主しゅにささげなければならない。これはながく荒塚あらつかとなって、再ふたたび建たて直なおされないであろう。 17そののろわれた物ものは一つもあなたの手てに留とめおいてはならない。主しゅが激はげしい怒いかりをやめ、あなたに慈悲じひを施ほどこして、あなたをあわれみ、先祖せんぞたちに誓ちかわれたように、あなたの数かずを多おおくされるためである。 18あなたの神かみ、主しゅの言葉ことばに聞きき従したがい、わたしが、きょう、命めいじるすべての戒いましめを守まもり、あなたの神かみ、主しゅが正ただしいと見みられる事ことを行おこなうならば、このようになるであろう。
    

  


  


  
    第十四章


    
      1あなたがたはあなたがたの神かみ、主しゅの子供こどもである。死しんだ人ひとのために自分じぶんの身みに傷きずをつけてはならない。また額ひたいの髪かみをそってはならない。 2あなたはあなたの神かみ、主しゅの聖せいなる民たみだからである。主しゅは地ちのおもてのすべての民たみのうちからあなたを選えらんで、自分じぶんの宝たからの民たみとされた。
    


    
      3忌いむべき物ものは、どんなものでも食たべてはならない。 4あなたがたの食たべることができる獣けものは次つぎのとおりである。すなわち牛うし、羊ひつじ、やぎ、 5雄おじか、かもしか、こじか、野のやぎ、くじか、おおじか、野羊やぎなど、 6獣けもののうち、すべて、ひずめの分わかれたもの、ひずめが二つに切きれたもので、反芻はんすうするものは食たべることができる。 7ただし、反芻はんすうするものと、ひずめの分わかれたもののうち、次つぎのものは食たべてはならない。すなわち、らくだ、野のうさぎ、および岩いわだぬき、これらは反芻はんすうするけれども、ひずめが分わかれていないから汚けがれたものである。 8また豚ぶた、これは、ひずめが分わかれているけれども、反芻はんすうしないから、汚けがれたものである。その肉にくを食たべてはならない。またその死体したいに触ふれてはならない。
    


    
      9水みずの中なかにいるすべての物もののうち、次つぎのものは食たべることができる。すなわち、すべて、ひれと、うろこのあるものは、食たべることができる。 10すべて、ひれと、うろこのないものは、食たべてはならない。これは汚けがれたものである。
    


    
      11すべて清きよい鳥とりは食たべることができる。 12ただし、次つぎのものは食たべてはならない。すなわち、はげわし、ひげはげわし、みさご、 13黒くろとび、はやぶさ、とびの類るい。 14各種かくしゅのからすの類るい。 15だちょう、夜よるたか、かもめ、たかの類るい。 16ふくろう、みみずく、むらさきばん、 17ペリカン、はげたか、う、 18こうのとり、さぎの類るい。やつがしら、こうもり。 19またすべて羽はねがあって這はうものは汚けがれたものである。それを食たべてはならない。 20すべて翼つばさのある清きよいものは食たべることができる。
    


    
      21すべて自然しぜんに死しんだものは食たべてはならない。町まちの内うちにおる寄留きりゅうの他国たこく人じんに、それを与あたえて食たべさせることができる。またそれを外国がいこく人じんに売うってもよい。あなたはあなたの神かみ、主しゅの聖せいなる民たみだからである。
    


    
      子こやぎをその母ははの乳ちちで煮にてはならない。
    


    
      22あなたは毎年まいとし、畑はたけに種たねをまいて獲えるすべての産物さんぶつの十分ぶんの一を必かならず取とり分わけなければならない。 23そしてあなたの神かみ、主しゅの前まえ、すなわち主しゅがその名なを置おくために選えらばれる場所ばしょで、穀物こくもつと、ぶどう酒しゅと、油あぶらとの十分ぶんの一と、牛うし、羊ひつじのういごを食たべ、こうして常つねにあなたの神かみ、主しゅを恐おそれることを学まなばなければならない。 24ただし、その道みちがあまりに遠とおく、あなたの神かみ、主しゅがその名なを置おくために選えらばれる場所ばしょが、非常ひじょうに遠とおく離はなれていて、あなたの神かみ、主しゅがあなたを恵めぐまれるとき、それを携たずさえて行いくことができないならば、 25あなたはその物ものを金かねに換かえ、その金かねを包つつんで手てに取とり、あなたの神かみ、主しゅが選えらばれる場所ばしょに行いき、 26その金かねをすべてあなたの好このむ物ものに換かえなければならない。すなわち牛うし、羊ひつじ、ぶどう酒しゅ、濃こい酒さけなど、すべてあなたの欲ほっする物ものに換かえ、その所ところであなたの神かみ、主しゅの前まえでそれを食たべ、家族かぞくと共ともに楽たのしまなければならない。 27町まちの内うちにおるレビびとを捨すててはならない。彼かれはあなたがたのうちに分ぶんがなく、嗣し業ぎょうを持もたない者ものだからである。
    


    
      28三年ねんの終おわりごとに、その年としの産物さんぶつの十分ぶんの一を、ことごとく持もち出だして、町まちの内うちにたくわえ、 29あなたがたのうちに分わけ前まえがなく、嗣し業ぎょうを持もたないレビびと、および町まちの内うちにおる寄留きりゅうの他国たこく人じんと、孤児こじと、寡婦かふを呼よんで、それを食たべさせ、満足まんぞくさせなければならない。そうすれば、あなたの神かみ、主しゅはあなたが手てで行おこなうすべての事ことにあなたを祝福しゅくふくされるであろう。
    

  


  


  
    第十五章


    
      1あなたは七年ねんの終おわりごとに、ゆるしを行おこなわなければならない。 2そのゆるしのしかたは次つぎのとおりである。すべてその隣人りんじんに貸かした貸主かしぬしはそれをゆるさなければならない。その隣人りんじんまたは兄弟きょうだいにそれを督促とくそくしてはならない。主しゅのゆるしが、ふれ示しめされたからである。 3外国がいこく人じんにはそれを督促とくそくすることができるが、あなたの兄弟きょうだいに貸かした物ものはゆるさなければならない。 4しかしあなたがたのうちに貧まずしい者ものはなくなるであろう。（あなたの神かみ、主しゅが嗣し業ぎょうとして与あたえられる地ちで、あなたを祝福しゅくふくされるからである。） 5ただ、あなたの神かみ、主しゅの言葉ことばに聞きき従したがって、わたしが、きょう、あなたに命めいじることの戒いましめを、ことごとく守まもり行おこなうとき、そのようになるであろう。 6あなたの神かみ、主しゅが約束やくそくされたようにあなたを祝福しゅくふくされるから、あなたは多おおくの国くにびとに貸かすようになり、借かりることはないであろう。またあなたは多おおくの国くにびとを治おさめるようになり、彼かれらがあなたを治おさめることはないであろう。
    


    
      7あなたの神かみ、主しゅが賜たまわる地ちで、もしあなたの兄弟きょうだいで貧まずしい者ものがひとりでも、町まちの内うちにおるならば、その貧まずしい兄弟きょうだいにむかって、心こころをかたくなにしてはならない。また手てを閉とじてはならない。 8必かならず彼かれに手てを開ひらいて、その必要ひつようとする物ものを貸かし与あたえ、乏とぼしいのを補おぎなわなければならない。 9あなたは心こころに邪念じゃねんを起おこし、『第だい七年ねんのゆるしの年としが近ちかづいた』と言いって、貧まずしい兄弟きょうだいに対たいし、物ものを惜おしんで、何なにも与あたえないことのないように慎つつしまなければならない。その人ひとがあなたを主しゅに訴うったえるならば、あなたは罪つみを得えるであろう。 10あなたは心こころから彼かれに与あたえなければならない。彼かれに与あたえる時ときは惜おしんではならない。あなたの神かみ、主しゅはこの事ことのために、あなたをすべての事業じぎょうと、手てのすべての働はたらきにおいて祝福しゅくふくされるからである。 11貧まずしい者ものはいつまでも国くにのうちに絶たえることがないから、わたしは命めいじて言いう、『あなたは必かならず国くにのうちにいるあなたの兄弟きょうだいの乏とぼしい者ものと、貧まずしい者ものとに、手てを開ひらかなければならない』。
    


    
      12もしあなたの兄弟きょうだいであるヘブルの男おとこ、またはヘブルの女おんなが、あなたのところに売うられてきて、六年ねん仕つかえたならば、第だい七年ねんには彼かれに自由じゆうを与あたえて去さらせなければならない。 13彼かれに自由じゆうを与あたえて去さらせる時ときは、から手てで去さらせてはならない。 14群むれと、打うち場ばと、酒さかぶねのうちから取とって、惜おしみなく彼かれに与あたえなければならない。すなわちあなたの神かみ、主しゅがあなたを恵めぐまれたように、彼かれに与あたえなければならない。 15あなたはかつてエジプトの国くにで奴隷どれいであったが、あなたの神かみ、主しゅがあなたをあがない出だされた事ことを記憶きおくしなければならない。このゆえにわたしは、きょう、この事ことを命めいじる。 16しかしその人ひとがあなたと、あなたの家族かぞくを愛あいし、あなたと一緒いっしょにいることを望のぞみ、『わたしはあなたを離はなれて去さりたくありません』と言いうならば、 17あなたは、きりを取とって彼かれの耳みみを戸とに刺ささなければならない。そうすれば、彼かれはいつまでもあなたの奴隷どれいとなるであろう。女おんな奴隷どれいにもそうしなければならない。 18彼かれに自由じゆうを与あたえて去さらせる時ときには、快こころよく去さらせなければならない。彼かれが六年間ねんかん、賃銀ちんぎんを取とる雇人やといにんの二倍ばいあなたに仕つかえて働はたらいたからである。あなたがそうするならば、あなたの神かみ、主しゅはあなたが行おこなうすべての事ことにあなたを祝福しゅくふくされるであろう。
    


    
      19牛うし、羊ひつじの産うむ雄おすのういごは皆みなあなたの神かみ、主しゅに聖別せいべつしなければならない。牛うしのういごを用もちいてなんの仕事しごとをもしてはならない。また羊ひつじのういごの毛けを切きってはならない。 20あなたの神かみ、主しゅが選えらばれる所ところで、主しゅの前まえにあなたは家族かぞくと共ともに年としごとにそれを食たべなければならない。 21しかし、その獣けものがもし傷きずのあるもの、すなわち足あしなえまたは、めくらなど、すべて悪わるい傷きずのあるものである時ときは、あなたの神かみ、主しゅにそれを犠牲ぎせいとしてささげてはならない。 22町まちの内うちでそれを食たべなければならない。汚けがれた人ひとも、清きよい人ひとも、かもしかや、雄おじかと同様どうようにそれを食たべることができる。 23ただし、その血ちは食たべてはならない。水みずのようにそれを地ちにそそがなければならない。
    

  


  


  
    第十六章


    
      1あなたはアビブの月つきを守まもって、あなたの神かみ、主しゅのために過越すぎこしの祭まつりを行おこなわなければならない。アビブの月つきに、あなたの神かみ、主しゅが夜よるの間あいだにあなたをエジプトから導みちびき出だされたからである。 2主しゅがその名なを置おくために選えらばれる場所ばしょで、羊ひつじまたは牛うしをあなたの神かみ、主しゅに過越すぎこしの犠牲ぎせいとしてほふらなければならない。 3種たねを入いれたパンをそれと共ともに食たべてはならない。七日なぬかのあいだ、種たね入いれぬパンすなわち悩なやみのパンを、それと共ともに食たべなければならない。あなたがエジプトの国くにから出でるとき、急いそいで出でたからである。こうして世よに生いきながらえる日ひの間あいだ、エジプトの国くにから出でてきた日ひを常つねに覚おぼえなければならない。 4その七日なぬかの間あいだは、国くにの内うちどこにもパン種だねがあってはならない。また初はじめの日ひの夕暮ゆうぐれにほふるものの肉にくを、翌朝よくあさまで残のこしておいてはならない。 5あなたの神かみ、主しゅが賜たまわる町まちの内うちで、過越すぎこしの犠牲ぎせいをほふってはならない。 6ただあなたの神かみ、主しゅがその名なを置おくために選えらばれる場所ばしょで、夕暮ゆうぐれの日ひの入いるころ、あなたがエジプトから出でた時刻じこくに、過越すぎこしの犠牲ぎせいをほふらなければならない。 7そしてあなたの神かみ、主しゅが選えらばれる場所ばしょで、それを焼やいて食たべ、朝あさになって天幕てんまくに帰かえらなければならない。 8六日かのあいだ種たね入いれぬパンを食たべ、七日なぬか目めにあなたの神かみ、主しゅのために聖せい会かいを開ひらかなければならない。なんの仕事しごともしてはならない。
    


    
      9また七週間しゅうかんを数かぞえなければならない。すなわち穀物こくもつに、かまを入いれ始はじめる時ときから七週間しゅうかんを数かぞえ始はじめなければならない。 10そしてあなたの神かみ、主しゅのために七週しゅうの祭まつりを行おこない、あなたの神かみ、主しゅが賜たまわる祝福しゅくふくにしたがって、力ちからに応おうじ、自発じはつの供そなえ物ものをささげなければならない。 11こうしてあなたはむすこ、娘むすめ、しもべ、はしためおよび町まちの内うちにおるレビびと、ならびにあなたがたのうちにおる寄留きりゅうの他国たこく人じんと孤児こじと寡婦かふと共ともに、あなたの神かみ、主しゅがその名なを置おくために選えらばれる場所ばしょで、あなたの神かみ、主しゅの前まえに喜よろこび楽たのしまなければならない。 12あなたはかつてエジプトで奴隷どれいであったことを覚おぼえ、これらの定さだめを守まもり行おこなわなければならない。
    


    
      13打うち場ばと、酒さかぶねから取入とりいれをしたとき、七日なぬかのあいだ仮庵かりいおの祭まつりを行おこなわなければならない。 14その祭まつりの時ときには、あなたはむすこ、娘むすめ、しもべ、はしためおよび町まちの内うちにおるレビびと、寄留きりゅうの他国たこく人じん、孤児こじ、寡婦かふと共ともに喜よろこび楽たのしまなければならない。 15主しゅが選えらばれる場所ばしょで七日なぬかの間あいだ、あなたの神かみ、主しゅのために祭まつりを行おこなわなければならない。あなたの神かみ、主しゅはすべての産物さんぶつと、手てのすべてのわざとにおいて、あなたを祝福しゅくふくされるから、あなたは大おおいに喜よろこび楽たのしまなければならない。
    


    
      16あなたのうちの男子だんしは皆みなあなたの神かみ、主しゅが選えらばれる場所ばしょで、年ねんに三度ど、すなわち種たね入いれぬパンの祭まつりと、七週しゅうの祭まつりと、仮庵かりいおの祭まつりに、主しゅの前まえに出でなければならない。ただし、から手てで主しゅの前まえに出でてはならない。 17あなたの神かみ、主しゅが賜たまわる祝福しゅくふくにしたがい、おのおの力ちからに応おうじて、ささげ物ものをしなければならない。
    


    
      18あなたの神かみ、主しゅが賜たまわるすべての町々まちまちの内うちに、部族ぶぞくにしたがって、さばきびとと、つかさびととを、立たてなければならない。そして彼かれらは正ただしいさばきをもって民たみをさばかなければならない。 19あなたはさばきを曲まげてはならない。人ひとをかたより見みてはならない。また賄賂わいろを取とってはならない。賄賂わいろは賢かしこい者ものの目めをくらまし、正ただしい者ものの事件じけんを曲まげるからである。 20ただ公義こうぎをのみ求もとめなければならない。そうすればあなたは生いきながらえて、あなたの神かみ、主しゅが賜たまわる地ちを所有しょゆうするにいたるであろう。
    


    
      21あなたの神かみ、主しゅのために築きずく祭壇さいだんのかたわらに、アシラの木像もくぞうをも立たててはならない。 22またあなたの神かみ、主しゅが憎にくまれる柱はしらを立たててはならない。
    

  


  


  
    第十七章


    
      1すべて傷きずがあり、欠かけた所ところのある牛うしまたは羊ひつじはあなたの神かみ、主しゅにささげてはならない。そのようなものはあなたの神かみ、主しゅの忌いみきらわれるものだからである。
    


    
      2あなたの神かみ、主しゅが賜たまわる町まちで、あなたがたのうちに、もし男子だんしまたは女子じょしがあなたの神かみ、主しゅの前まえに悪事あくじをおこなって、契約けいやくにそむき、 3行いって他たの神々かみがみに仕つかえ、それを拝おがみ、わたしの禁きんじる、日ひや月つきやその他たの天てんの万象ばんしょうを拝おがむことがあり、 4その事ことを知しらせる者ものがあって、あなたがそれを聞きくならば、あなたはそれをよく調しらべなければならない。そしてその事ことが真実しんじつであり、そのような憎にくむべき事ことが確たしかにイスラエルのうちに行おこなわれていたならば、 5あなたはその悪事あくじをおこなった男子だんしまたは女子じょしを町まちの門もんにひき出だし、その男子だんしまたは女子じょしを石いしで撃うち殺ころさなければならない。 6ふたりの証人しょうにんまたは三人にんの証人しょうにんの証言しょうげんによって殺ころすべき者ものを殺ころさなければならない。ただひとりの証人しょうにんの証言しょうげんによって殺ころしてはならない。 7そのような者ものを殺ころすには、証人しょうにんがまず手てを下くだし、それから民たみが皆みな、手てを下くださなければならない。こうしてあなたのうちから悪あくを除のぞき去さらなければならない。
    


    
      8町まちの内うちに訴うったえ事ことが起おこり、その事件じけんがもし血ちを流ながす事こと、または権利けんりを争あらそう事こと、または人ひとを撃うった事ことなどであって、あなたが、さばきかねるものである時ときは、立たってあなたの神かみ、主しゅが選えらばれる場所ばしょにのぼり、 9レビびとである祭司さいしと、その時ときの裁判人さいばんにんとに行いって尋たずねなければならない。彼かれらはあなたに判決はんけつの言葉ことばを告つげるであろう。 10あなたは、主しゅが選えらばれるその場所ばしょで、彼かれらが告つげる言葉ことばに従したがっておこない、すべて彼かれらが教おしえるように守まもり行おこなわなければならない。 11すなわち彼かれらが教おしえる律法りっぽうと、彼かれらが告つげる判決はんけつとに従したがって行おこなわなければならない。彼かれらが告つげる言葉ことばにそむいて、右みぎにも左ひだりにもかたよってはならない。 12もし人ひとがほしいままにふるまい、あなたの神かみ、主しゅの前まえに立たって仕つかえる祭司さいしまたは裁判人さいばんにんに聞きき従したがわないならば、その人ひとを殺ころして、イスラエルのうちから悪あくを除のぞかなければならない。 13そうすれば民たみは皆みな、聞きいて恐おそれ、重かさねてほしいままにふるまうことをしないであろう。
    


    
      14あなたの神かみ、主しゅが賜たまわる地ちに行いき、それを獲えてそこに住すむようになる時とき、もしあなたが『わたしも周囲しゅういのすべての国くにびとのように、わたしの上うえに王おうを立たてよう』と言いうならば、 15必かならずあなたの神かみ、主しゅが選えらばれる者ものを、あなたの上うえに立たてて王おうとしなければならない。同胞どうほうのひとりを、あなたの上うえに立たてて王おうとしなければならない。同胞どうほうでない外国がいこく人じんをあなたの上うえに立たててはならない。 16王おうとなる人ひとは自分じぶんのために馬うまを多おおく獲えようとしてはならない。また馬うまを多おおく獲えるために民たみをエジプトに帰かえらせてはならない。主しゅはあなたがたにむかって、『この後のちかさねてこの道みちに帰かえってはならない』と仰おおせられたからである。 17また妻つまを多おおく持もって心こころを、迷まよわしてはならない。また自分じぶんのために金銀きんぎんを多おおくたくわえてはならない。
    


    
      18彼かれが国くにの王位おういにつくようになったら、レビびとである祭司さいしの保管ほかんする書物しょもつから、この律法りっぽうの写うつしを一つの書物しょもつに書かきしるさせ、 19世よに生いきながらえる日ひの間あいだ、常つねにそれを自分じぶんのもとに置おいて読よみ、こうしてその神かみ、主しゅを恐おそれることを学まなび、この律法りっぽうのすべての言葉ことばと、これらの定さだめとを守まもって行おこなわなければならない。 20そうすれば彼かれの心こころが同胞どうほうを見みくだして、高たかぶることなく、また戒いましめを離はなれて、右みぎにも左ひだりにも曲まがることなく、その子孫しそんと共ともにイスラエルにおいて、長ながくその位くらいにとどまることができるであろう。
    

  


  


  
    第十八章


    
      1レビびとである祭司さいしすなわちレビの全部ぜんぶ族ぞくはイスラエルのうちに、分ぶんも嗣し業ぎょうも持もたない。彼かれらは主しゅにささげられる火祭かさいの物ものと、その他たのささげ物ものとを食たべなければならない。 2彼かれらはその兄弟きょうだいのうちに嗣し業ぎょうを持もたない。かつて彼かれらに約束やくそくされたとおり主しゅが彼かれらの嗣し業ぎょうである。 3祭司さいしが民たみから受うける分ぶんは次つぎのとおりである。すなわち犠牲ぎせいをささげる者ものは、牛うしでも、羊ひつじでも、その肩かたと、両方りょうほうのほおと、胃いとを祭司さいしに与あたえなければならない。 4また穀物こくもつと、ぶどう酒しゅと、油あぶらの初物はつものおよび羊ひつじの毛けの初物はつものをも彼かれに与あたえなければならない。 5あなたの神かみ、主しゅがすべての部族ぶぞくのうちから彼かれを選えらび出だして、彼かれとその子孫しそんを長ながく主しゅの名なによって立たって仕つかえさせられるからである。
    


    
      6レビびとはイスラエルの全ぜん地ちのうち、どこにいる者ものでも、彼かれが宿やどっている町まちを出でて、主しゅが選えらばれる場所ばしょに行いくならば、 7彼かれは主しゅの前まえに立たっているすべての兄弟きょうだいレビびとと同おなじように、その神かみ、主しゅの名なによって仕つかえることができる。 8彼かれが食たべる分ぶんは彼かれらと同おなじである。ただし彼かれはこのほかに父ちちの遺産いさんを売うって獲えた物ものを持もつことができる。
    


    
      9あなたの神かみ、主しゅが賜たまわる地ちにはいったならば、その国々くにぐにの民たみの憎にくむべき事ことを習ならいおこなってはならない。 10あなたがたのうちに、自分じぶんのむすこ、娘むすめを火ひに焼やいてささげる者ものがあってはならない。また占うらないをする者もの、卜者ぼくしゃ、易者えきしゃ、魔法使まほうつかい、 11呪文じゅもんを唱となえる者もの、口寄くちよせ、かんなぎ、死人しにんに問とうことをする者ものがあってはならない。 12主しゅはすべてこれらの事ことをする者ものを憎にくまれるからである。そしてこれらの憎にくむべき事ことのゆえにあなたの神かみ、主しゅは彼かれらをあなたの前まえから追おい払はらわれるのである。 13あなたの神かみ、主しゅの前まえにあなたは全まったき者ものでなければならない。 14あなたが追おい払はらうかの国々くにぐにの民たみは卜者ぼくしゃ、占うらないをする者ものに聞きき従したがうからである。しかし、あなたには、あなたの神かみ、主しゅはそうする事ことを許ゆるされない。
    


    
      15あなたの神かみ、主しゅはあなたのうちから、あなたの同胞どうほうのうちから、わたしのようなひとりの預言者よげんしゃをあなたのために起おこされるであろう。あなたがたは彼かれに聞きき従したがわなければならない。 16これはあなたが集会しゅうかいの日ひにホレブであなたの神かみ、主しゅに求もとめたことである。すなわちあなたは『わたしが死しぬことのないようにわたしの神かみ、主しゅの声こえを二度どとわたしに聞きかせないでください。またこの大おおいなる火ひを二度どと見みさせないでください』と言いった。 17主しゅはわたしに言いわれた、『彼かれらが言いったことは正ただしい。 18わたしは彼かれらの同胞どうほうのうちから、おまえのようなひとりの預言者よげんしゃを彼かれらのために起おこして、わたしの言葉ことばをその口くちに授さづけよう。彼かれはわたしが命めいじることを、ことごとく彼かれらに告つげるであろう。 19彼かれがわたしの名なによって、わたしの言葉ことばを語かたるのに、もしこれに聞きき従したがわない者ものがあるならば、わたしはそれを罰ばっするであろう。 20ただし預言者よげんしゃが、わたしが語かたれと命めいじないことを、わたしの名なによってほしいままに語かたり、あるいは他たの神々かみがみの名なによって語かたるならば、その預言者よげんしゃは殺ころさなければならない』。 21あなたは心こころのうちに『われわれは、その言葉ことばが主しゅの言いわれたものでないと、どうして知しり得えようか』と言いうであろう。 22もし預言者よげんしゃがあって、主しゅの名なによって語かたっても、その言葉ことばが成就じょうじゅせず、またその事ことが起おこらない時ときは、それは主しゅが語かたられた言葉ことばではなく、その預言者よげんしゃがほしいままに語かたったのである。その預言者よげんしゃを恐おそれるに及およばない。
    

  


  


  
    第十九章


    
      1あなたの神かみ、主しゅが国々くにぐにの民たみを滅ほろぼしつくして、あなたの神かみ、主しゅがその地ちを賜たまわり、あなたがそれを獲えて、その町々まちまちと、その家々いえいえに住すむようになる時ときは、 2あなたの神かみ、主しゅが与あたえて獲えさせられる地ちのうちに、三つの町まちをあなたのために指定していしなければならない。 3そしてそこに行いく道みちを備そなえ、またあなたの神かみ、主しゅがあなたに継つがせられる地ちの領域りょういきを三区くに分わけ、すべて人ひとを殺ころした者ものをそこにのがれさせなければならない。
    


    
      4人ひとを殺ころした者ものがそこにのがれて、命いのちを全まっとうすべき場合ばあいは次つぎのとおりである。すなわち以前いぜんから憎にくむこともないのに、知しらないでその隣人りんじんを殺ころした場合ばあい、 5たとえば人ひとが木きを切きろうとして、隣人りんじんと一緒いっしょに林はやしに入いり、手てにおのを取とって、木きを切きり倒たおそうと撃うちおろすとき、その頭あたまが柄えから抜ぬけ、隣人りんじんにあたって、死しなせたような場合ばあいがそれである。そういう人ひとはこれらの町まちの一つにのがれて、命いのちを全まっとうすることができる。 6そうしなければ、復讐ふくしゅうする者ものが怒いかって、その殺ころした者ものを追おいかけ、道みちが長ながいために、ついに追おいついて殺ころすであろう。しかし、その人ひとは以前いぜんから彼かれを憎にくんでいた者ものでないから、殺ころされる理由りゆうはない。 7それでわたしはあなたに命めいじて『三つの町まちをあなたのために指定していしなければならない』と言いったのである。 8あなたの神かみ、主しゅが先祖せんぞたちに誓ちかわれたように、あなたの領域りょういきを広ひろめ、先祖せんぞたちに与あたえると言いわれた地ちを、ことごとく賜たまわる時とき、—— 9わたしが、きょう、命めいじるこのすべての戒いましめを守まもって、それをおこない、あなたの神かみ、主しゅを愛あいして、常つねにその道みちに歩あゆむ時とき——あなたはこれら三つの町まちのほかに、また三つの町まちをあなたのために増まし加くわえなければならない。 10これはあなたの神かみ、主しゅが与あたえて嗣し業ぎょうとされる地ちのうちで、罪つみのない者ものの血ちが流ながされないようにするためである。そうしなければ、その血ちを流ながしたとがは、あなたに帰きするであろう。
    


    
      11しかし、もし人ひとが隣人りんじんを憎にくんでそれをつけねらい、立たちかかってその人ひとを撃うち殺ころし、そしてこれらの町まちの一つにのがれるならば、 12その町まちの長老ちょうろうたちは人ひとをつかわして彼かれをそこから引ひいてこさせ、復讐ふくしゅうする者ものにわたして殺ころさせなければならない。 13彼かれをあわれんではならない。罪つみのない者ものの血ちを流ながしたとがを、イスラエルから除のぞかなければならない。そうすればあなたにさいわいがあるであろう。
    


    
      14あなたの神かみ、主しゅが与あたえて獲えさせられる地ちで、あなたが継つぐ嗣し業ぎょうにおいて、先祖せんぞの定さだめたあなたの隣人りんじんの土地とちの境さかいを移うつしてはならない。
    


    
      15どんな不正ふせいであれ、どんなとがであれ、すべて人ひとの犯おかす罪つみは、ただひとりの証人しょうにんによって定さだめてはならない。ふたりの証人しょうにんの証言しょうげんにより、または三人にんの証人しょうにんの証言しょうげんによって、その事ことを定さだめなければならない。 16もし悪意あくいのある証人しょうにんが起たって、人ひとに対たいして悪わるい証言しょうげんをすることがあれば、 17その相あい争あらそうふたりの者ものは主しゅの前まえに行いって、その時ときの祭司さいしと裁判人さいばんにんの前まえに立たたなければならない。 18その時とき、裁判人さいばんにんは詳細しょうさいにそれを調しらべなければならない。そしてその証人しょうにんがもし偽いつわりの証人しょうにんであって、兄弟きょうだいにむかって偽いつわりの証言しょうげんをした者ものであるならば、 19あなたがたは彼かれが兄弟きょうだいにしようとしたことを彼かれに行おこない、こうしてあなたがたのうちから悪あくを除のぞき去さらなければならない。 20そうすれば他たの人ひとたちは聞きいて恐おそれ、その後のちふたたびそのような悪あくをあなたがたのうちに行おこなわないであろう。 21あわれんではならない。命いのちには命いのち、目めには目め、歯はには歯は、手てには手て、足あしには足あしをもって償つぐなわせなければならない。
    

  


  


  
    第二十章


    
      1あなたが敵てきと戦たたかうために出でる時とき、馬うまと戦車せんしゃと、あなたよりも大だいぜいの軍隊ぐんたいを見みても、彼かれらを恐おそれてはならない。あなたをエジプトの国くにから導みちびきのぼられたあなたの神かみ、主しゅが共ともにおられるからである。 2あなたがたが戦たたかいに臨のぞむとき、祭司さいしは進すすみ出でて民たみに告つげて、 3彼かれらに言いわなければならない、『イスラエルよ聞きけ。あなたがたは、きょう、敵てきと戦たたかおうとしている。気きおくれしてはならない。恐おそれてはならない。あわててはならない。彼かれらに驚おどろいてはならない。 4あなたがたの神かみ、主しゅが共ともに行いかれ、あなたがたのために敵てきと戦たたかって、あなたがたを救すくわれるからである』。 5次つぎにつかさたちは民たみに告つげて言いわなければならない。『新あたらしい家いえを建たてて、まだそれをささげていない者ものがあれば、その人ひとを家いえに帰かえらせなければならない。そうしなければ、彼かれが戦たたかいに死しんだとき、ほかの人ひとがそれをささげるようになるであろう。 6ぶどう畑はたけを作つくって、まだその実みを食たべていない者ものがあれば、その人ひとを家いえに帰かえらせなければならない。そうしなければ彼かれが戦たたかいに死しんだとき、ほかの人ひとがそれを食たべるようになるであろう。 7女おんなと婚約こんやくして、まだその女おんなをめとっていない者ものがあれば、その人ひとを家いえに帰かえらせなければならない。そうしなければ彼かれが戦たたかいに死しんだとき、ほかの人ひとが彼女かのじょをめとるようになるであろう』。 8つかさたちは、また民たみに告つげて言いわなければならない。『恐おそれて気きおくれする者ものがあるならば、その人ひとを家いえに帰かえらせなければならない。そうしなければ、兄弟きょうだいたちの心こころが彼かれの心こころのようにくじけるであろう』。 9つかさたちがこのように民たみに告つげ終おわったならば、軍勢ぐんぜいのかしらたちを立たてて民たみを率ひきいさせなければならない。
    


    
      10一つの町まちへ進すすんで行いって、それを攻せめようとする時ときは、まず穏おだやかに降服こうふくすることを勧すすめなければならない。 11もしその町まちが穏おだやかに降服こうふくしようと答こたえて、門もんを開ひらくならば、そこにいるすべての民たみに、みつぎを納おさめさせ、あなたに仕つかえさせなければならない。 12もし穏おだやかに降服こうふくせず、戦たたかおうとするならば、あなたはそれを攻せめなければならない。 13そしてあなたの神かみ、主しゅがそれをあなたの手てにわたされる時とき、つるぎをもってそのうちの男おとこをみな撃うち殺ころさなければならない。 14ただし女おんな、子供こども、家畜かちくおよびすべて町まちのうちにあるもの、すなわちぶんどり物ものは皆みな、戦利せんり品ひんとして取とることができる。また敵てきからぶんどった物ものはあなたの神かみ、主しゅが賜たまわったものだから、あなたはそれを用もちいることができる。 15遠とおく離はなれている町々まちまち、すなわちこれらの国々くにぐにに属ぞくさない町々まちまちには、すべてこのようにしなければならない。 16ただし、あなたの神かみ、主しゅが嗣し業ぎょうとして与あたえられるこれらの民たみの町々まちまちでは、息いきのある者ものをひとりも生いかしておいてはならない。 17すなわちヘテびと、アモリびと、カナンびと、ペリジびと、ヒビびと、エブスびとはみな滅ほろぼして、あなたの神かみ、主しゅが命めいじられたとおりにしなければならない。 18これは彼かれらがその神々かみがみを拝おがんでおこなったすべての憎にくむべき事ことを、あなたがたに教おしえて、それを行おこなわせ、あなたがたの神かみ、主しゅに罪つみを犯おかさせることのないためである。
    


    
      19長ながく町まちを攻せめ囲かこんで、それを取とろうとする時ときでも、おのをふるって、そこの木きを切きり枯からしてはならない。それはあなたの食しょくとなるものだから、切きり倒たおしてはならない。あなたは田野でんやの木きまでも、人ひとのように攻せめなければならないであろうか。 20ただし実みを結むすばない木きとわかっている木きは切きり倒たおして、あなたと戦たたかっている町まちにむかい、それをもってとりでを築きずき、陥落かんらくするまで、それを攻せめることができる。
    

  


  


  
    第二十一章


    
      1あなたの神かみ、主しゅが与あたえて獲えさせられる地ちで、殺ころされて野のに倒たおれている人ひとがあって、だれが殺ころしたのかわからない時ときは、 2長老ちょうろうたちと、さばきびとたちが出でてきて、その殺ころされた者もののある所ところから、周囲しゅういの町々まちまちまでの距離きょりをはからなければならない。 3そしてその殺ころされた者もののある所ところに最もっとも近ちかい町まちの長老ちょうろうたちは、まだ使つかわない、まだくびきを負おわせて引ひいたことのない若わかい雌牛めうしをとり、 4その町まちの長老ちょうろうたちはその雌牛めうしを、耕たがやすことも、種たねまくこともしない、絶たえず水みずの流ながれている谷たにへ引ひいていって、その谷たにで雌牛めうしのくびを折おらなければならない。 5その時ときレビの子孫しそんである祭司さいしたちは、そこに進すすみ出でなければならない。彼かれらはあなたの神かみ、主しゅが自分じぶんに仕つかえさせ、また主しゅの名なによって祝福しゅくふくさせるために選えらばれた者もので、すべての論争ろんそうと、すべての暴行ぼうこうは彼かれらの言葉ことばによって解決かいけつされるからである。 6そしてその殺ころされた者もののある所ところに最もっとも近ちかい町まちの長老ちょうろうたちは皆みな、彼かれらが谷たにでくびを折おった雌牛めうしの上うえで手てを洗あらい、 7証言しょうげんして言いわなければならない、『われわれの手てはこの血ちを流ながさず、われわれの目めもそれを見みなかった。 8主しゅよ、あなたがあがなわれた民たみイスラエルをおゆるしください。罪つみのない者ものの血ちを流ながしたとがを、あなたの民たみイスラエルのうちにとどめないでください。そして血ちを流ながしたとがをおゆるしください』。 9このようにして、あなたは主しゅが正ただしいと見みられる事ことをおこない、罪つみのない者ものの血ちを流ながしたとがを、あなたがたのうちから除のぞき去さらなければならない。
    


    
      10あなたが出でて敵てきと戦たたかう際さい、あなたの神かみ、主しゅがそれをあなたの手てにわたされ、あなたがそれを捕虜ほりょとした時とき、 11もし捕虜ほりょのうちに美うつくしい女おんなのあるのを見みて、それを好このみ、妻つまにめとろうとするならば、 12その女おんなをあなたの家いえに連つれて帰かえらなければならない。女おんなは髪かみをそり、つめを切きり、 13また捕虜ほりょの着物きものを脱ぬぎすてて、あなたの家いえにおり、自分じぶんの父母ふぼのために一か月げつのあいだ嘆なげかなければならない。そして後のち、あなたは彼女かのじょの所ところにはいって、その夫おっととなり、彼女かのじょを妻つまとすることができる。 14その後のちあなたがもし彼女かのじょを好このまなくなったならば、彼女かのじょを自由じゆうに去さらせなければならない。決けっして金かねで売うってはならない。あなたはすでに彼女かのじょをはずかしめたのだから、彼女かのじょを奴隷どれいのようにあしらってはならない。
    


    
      15人ひとがふたりの妻つまをもち、そのひとりは愛あいする者もの、ひとりは気きにいらない者ものであって、その愛あいする者ものと気きにいらない者もののふたりが、ともに男おとこの子こを産うみ、もしその長子ちょうしが、気きにいらない女おんなの産うんだ者ものである時ときは、 16その子こたちに自分じぶんの財産ざいさんを継つがせる時とき、気きにいらない女おんなの産うんだ長子ちょうしをさしおいて、愛あいする女おんなの産うんだ子こを長子ちょうしとすることはできない。 17必かならずその気きにいらない者ものの産うんだ子こが長子ちょうしであることを認みとめ、自分じぶんの財産ざいさんを分わける時ときには、これに二倍ばいの分わけ前まえを与あたえなければならない。これは自分じぶんの力ちからの初はじめであって、長子ちょうしの特権とっけんを持もっているからである。
    


    
      18もし、わがままで、手てに負おえない子こがあって、父ちちの言葉ことばにも、母ははの言葉ことばにも従したがわず、父母ふぼがこれを懲こらしてもきかない時ときは、 19その父母ふぼはこれを捕とらえて、その町まちの門もんに行いき、町まちの長老ちょうろうたちの前まえに出だし、 20町まちの長老ちょうろうたちに言いわなければならない、『わたしたちのこの子こはわがままで、手てに負おえません。わたしたちの言葉ことばに従したがわず、身持みもちが悪わるく、大だい酒飲さけのみです』。 21そのとき、町まちの人ひとは皆みな、彼かれを石いしで撃うち殺ころし、あなたがたのうちから悪あくを除のぞき去さらなければならない。そうすれば、イスラエルは皆みな聞きいて恐おそれるであろう。
    


    
      22もし人ひとが死しにあたる罪つみを犯おかして殺ころされ、あなたがそれを木きの上うえにかける時ときは、 23翌朝よくあさまでその死体したいを木きの上うえに留とめておいてはならない。必かならずそれをその日ひのうちに埋うめなければならない。木きにかけられた者ものは神かみにのろわれた者ものだからである。あなたの神かみ、主しゅが嗣し業ぎょうとして賜たまわる地ちを汚けがしてはならない。
    

  


  


  
    第二十二章


    
      1あなたの兄弟きょうだいの牛うし、または羊ひつじの迷まよっているのを見みて、それを見捨みすてておいてはならない。必かならずそれを兄弟きょうだいのところへ連つれて帰かえらなければならない。 2もしその兄弟きょうだいが近ちかくの者ものでなく、知しらない人ひとであるならば、それを自分じぶんの家いえにひいてきて、あなたのところにおき、その兄弟きょうだいが尋たずねてきた時ときに、それを彼かれに返かえさなければならない。 3あなたの兄弟きょうだいのろばの場合ばあいも、そうしなければならない。着物きものの場合ばあいも、そうしなければならない。またすべてあなたの兄弟きょうだいの失うしなった物ものを見みつけた場合ばあいも、そうしなければならない。それを見捨みすてておくことはできない。 4あなたの兄弟きょうだいのろばまたは牛うしが道みちに倒たおれているのを見みて、見捨みすてておいてはならない。必かならずそれを助たすけ起おこさなければならない。
    


    
      5女おんなは男おとこの着物きものを着きてはならない。また男おとこは女おんなの着物きものを着きてはならない。あなたの神かみ、主しゅはそのような事ことをする者ものを忌いみきらわれるからである。
    


    
      6もしあなたが道みちで、木きの上うえ、または地面じめんに鳥とりの巣すのあるのを見みつけ、その中なかに雛ひよこまたは卵たまごがあって、母はは鳥とりがその雛ひよこまたは卵たまごを抱だいているならば、母はは鳥とりを雛ひよこと一緒いっしょに取とってはならない。 7必かならず母はは鳥とりを去さらせ、ただ雛ひよこだけを取とらなければならない。そうすればあなたはさいわいを得え、長ながく生いきながらえることができるであろう。
    


    
      8新あたらしい家いえを建たてる時ときは、屋根やねに欄干らんかんを設もうけなければならない。それは人ひとが屋根やねから落おちて、血ちのとがをあなたの家いえに帰きすることのないようにするためである。
    


    
      9ぶどう畑はたけに二種しゅの種たねを混まぜてまいてはならない。そうすればあなたがまいた種たねから産さんする物ものも、ぶどう畑はたけから出でる物ものも、みな忌いむべき物ものとなるであろう。 10牛うしと、ろばとを組くみ合あわせて耕たがやしてはならない。 11羊毛ようもうと亜麻あま糸いとを混まぜて織おった着物きものを着きてはならない。
    


    
      12身みにまとう上着うわぎの四すみに、ふさをつけなければならない。
    


    
      13もし人ひとが妻つまをめとり、妻つまのところにはいって後のち、その女おんなをきらい、 14『わたしはこの女おんなをめとって近ちかづいた時とき、彼女かのじょに処女しょじょの証拠しょうこを見みなかった』と言いって虚偽きょぎの非難ひなんをもって、その女おんなに悪名あくめいを負おわせるならば、 15その女おんなの父ちちと母ははは、彼女かのじょの処女しょじょの証拠しょうこを取とって、門もんにおる町まちの長老ちょうろうたちに差さし出だし、 16そして彼女かのじょの父ちちは長老ちょうろうたちに言いわなければならない。『わたしはこの人ひとに娘むすめを与あたえて妻つまにさせましたが、この人ひとは娘むすめをきらい、 17虚偽きょぎの非難ひなんをもって、「わたしはあなたの娘むすめに処女しょじょの証拠しょうこを見みなかった」と言いいます。しかし、これがわたしの娘むすめの処女しょじょの証拠しょうこです』と言いって、その父母ふぼはかの布ぬのを町まちの長老ちょうろうたちの前まえにひろげなければならない。 18その時とき、町まちの長老ちょうろうたちは、その人ひとを捕とらえて撃うち懲こらし、 19また銀ぎん百シケルの罰金ばっきんを課かし、それを女おんなの父ちちに与あたえなければならない。彼かれはイスラエルの処女しょじょに悪名あくめいを負おわせたからである。彼かれはその女おんなを妻つまとし、一生いっしょうその女おんなを出だすことはできない。 20しかし、この非難ひなんが真実しんじつであって、その女おんなに処女しょじょの証拠しょうこが見みられない時ときは、 21その女おんなを父ちちの家いえの入口いりぐちにひき出だし、町まちの人々ひとびとは彼女かのじょを石いしで撃うち殺ころさなければならない。彼女かのじょは父ちちの家いえで、みだらな事ことをおこない、イスラエルのうちに愚おろかな事ことをしたからである。あなたはこうしてあなたがたのうちから悪あくを除のぞき去さらなければならない。
    


    
      22もし夫おっとのある女おんなと寝ねている男おとこを見みつけたならば、その女おんなと寝ねた男おとこおよびその女おんなを一緒いっしょに殺ころし、こうしてイスラエルのうちから悪あくを除のぞき去さらなければならない。
    


    
      23もし処女しょじょである女おんなが、人ひとと婚約こんやくした後のち、他たの男おとこが町まちの内うちでその女おんなに会あい、これを犯おかしたならば、 24あなたがたはそのふたりを町まちの門もんにひき出だして、石いしで撃うち殺ころさなければならない。これはその女おんなが町まちの内うちにおりながら叫さけばなかったからであり、またその男おとこは隣人りんじんの妻つまをはずかしめたからである。あなたはこうしてあなたがたのうちから悪あくを除のぞき去さらなければならない。
    


    
      25しかし、男おとこが、人ひとと婚約こんやくした女おんなに野ので会あい、その女おんなを捕とらえてこれを犯おかしたならば、その男おとこだけを殺ころさなければならない。 26その女おんなには何なにもしてはならない。女おんなには死しにあたる罪つみがない。人ひとがその隣人りんじんに立たちむかって、それを殺ころしたと同おなじ事件じけんだからである。 27これは男おとこが野ので女おんなに会あったので、人ひとと婚約こんやくしたその女おんなが叫さけんだけれども、救すくう者ものがなかったのである。
    


    
      28まだ人ひとと婚約こんやくしない処女しょじょである女おんなに、男おとこが会あい、これを捕とらえて犯おかし、ふたりが見みつけられたならば、 29女おんなを犯おかした男おとこは女おんなの父ちちに銀ぎん五十シケルを与あたえて、女おんなを自分じぶんの妻つまとしなければならない。彼かれはその女おんなをはずかしめたゆえに、一生いっしょうその女おんなを出だすことはできない。
    


    
      30だれも父ちちの妻つまをめとってはならない。父ちちの妻つまと寝ねてはならない。
    

  


  


  
    第二十三章


    
      1すべて去勢きょせいした男子だんしは主しゅの会衆かいしゅうに加くわわってはならない。
    


    
      2私生児しせいじは主しゅの会衆かいしゅうに加くわわってはならない。その子孫しそんは十代だいまでも主しゅの会衆かいしゅうに加くわわってはならない。
    


    
      3アンモンびととモアブびとは主しゅの会衆かいしゅうに加くわわってはならない。彼かれらの子孫しそんは十代だいまでも、いつまでも主しゅの会衆かいしゅうに加くわわってはならない。 4これはあなたがたがエジプトから出でてきた時ときに、彼かれらがパンと水みずを携たずさえてあなたがたを道みちに迎むかえず、アラム・ナハライムのペトルからベオルの子こバラムを雇やとって、あなたをのろわせようとしたからである。 5しかし、あなたの神かみ、主しゅはバラムの言いうことを聞きこうともせず、あなたの神かみ、主しゅはあなたのために、そののろいを変かえて、祝福しゅくふくとされた。あなたの神かみ、主しゅがあなたを愛あいされたからである。 6あなたは一生いっしょういつまでも彼かれらのために平安へいあんをも、幸福こうふくをも求もとめてはならない。
    


    
      7あなたはエドムびとを憎にくんではならない。彼かれはあなたの兄弟きょうだいだからである。またエジプトびとを憎にくんではならない。あなたはかつてその国くにの寄留者きりゅうしゃであったからである。 8そして彼かれらが産うんだ子こどもは三代だい目めには、主しゅの会衆かいしゅうに加くわわることができる。
    


    
      9敵てきを攻せめるために出でて陣営じんえいにおる時ときは、すべての汚けがれた物ものを避さけなければならない。
    


    
      10あなたがたのうちに、夜よるの思おもいがけない事ことによって身みの汚けがれた人ひとがあるならば、陣営じんえいの外そとに出でなければならない。陣営じんえいの内うちに、はいってはならない。 11しかし、夕方ゆうがたになって、水みずで身みを洗あらい、日ひが没ぼっして後のち、陣営じんえいの内うちに、はいることができる。
    


    
      12あなたはまた陣営じんえいの外そとに一つの所ところを設もうけておいて、用ようをたす時とき、そこに出でて行いかなければならない。 13また武器ぶきと共ともに、くわを備そなえ、外そとに出でて、かがむ時とき、それをもって土つちを掘ほり、向むきをかえて、出でた物ものをおおわなければならない。 14あなたの神かみ、主しゅがあなたを救すくい、敵てきをあなたにわたそうと、陣営じんえいの中なかを歩あゆまれるからである。ゆえに陣営じんえいは聖せいなる所ところとして保たもたなければならない。主しゅがあなたのうちにきたない物もののあるのを見みて、離はなれ去さられることのないためである。
    


    
      15主人しゅじんを避さけて、あなたのところに逃にげてきた奴隷どれいを、その主人しゅじんにわたしてはならない。 16その者ものをあなたがたのうちに、あなたと共ともにおらせ、町まちの一つのうち、彼かれが好このんで選えらぶ場所ばしょに住すませなければならない。彼かれを虐待ぎゃくたいしてはならない。
    


    
      17イスラエルの女子じょしは神殿しんでん娼婦しょうふとなってはならない。またイスラエルの男子だんしは神殿しんでん男娼だんしょうとなってはならない。 18娼婦しょうふの得えた価あたいまたは男娼だんしょうの価あたいをあなたの神かみ、主しゅの家いえに携たずさえて行いって、どんな誓願せいがんにも用もちいてはならない。これはともにあなたの神かみ、主しゅの憎にくまれるものだからである。
    


    
      19兄弟きょうだいに利息りそくを取とって貸かしてはならない。金銭きんせんの利息りそく、食物しょくもつの利息りそくなどすべて貸かして利息りそくのつく物ものの利息りそくを取とってはならない。 20外国がいこく人じんには利息りそくを取とって貸かしてもよい。ただ兄弟きょうだいには利息りそくを取とって貸かしてはならない。これはあなたが、はいって取とる地ちで、あなたの神かみ、主しゅがすべてあなたのする事ことに祝福しゅくふくを与あたえられるためである。
    


    
      21あなたの神かみ、主しゅに誓願せいがんをかける時とき、それを果はたすことを怠おこたってはならない。あなたの神かみ、主しゅは必かならずそれをあなたに求もとめられるからである。それを怠おこたるときは罪つみを得えるであろう。 22しかし、あなたが誓願せいがんをかけないならば、罪つみを得えることはない。 23あなたが口くちで言いった事ことは守まもって行おこなわなければならない。あなたが口くちで約束やくそくした事ことは、あなたの神かみ、主しゅにあなたが自発じはつ的まとに誓願せいがんしたのだからである。
    


    
      24あなたが隣人りんじんのぶどう畑はたけにはいる時とき、そのぶどうを心こころにまかせて飽あきるほど食たべてもよい。しかし、あなたの器うつわの中なかに取とり入いれてはならない。 25あなたが隣人りんじんの麦畑むぎばたけにはいる時とき、手てでその穂ほを摘つんで食たべてもよい。しかし、あなたの隣人りんじんの麦畑むぎばたけにかまを入いれてはならない。
    

  


  


  
    第二十四章


    
      1人ひとが妻つまをめとって、結婚けっこんしたのちに、その女おんなに恥はずべきことのあるのを見みて、好このまなくなったならば、離縁りえん状じょうを書かいて彼女かのじょの手てに渡わたし、家いえを去さらせなければならない。 2女おんながその家いえを出でてのち、行いって、ほかの人ひとにとつぎ、 3後のちの夫おっとも彼女かのじょをきらって、離縁りえん状じょうを書かき、その手てに渡わたして家いえを去さらせるか、または妻つまにめとった後のちの夫おっとが死しんだときは、 4彼女かのじょはすでに身みを汚けがしたのちであるから、彼女かのじょを去さらせた先さきの夫おっとは、ふたたび彼女かのじょを妻つまにめとることはできない。これは主しゅの前まえに憎にくむべき事ことだからである。あなたの神かみ、主しゅが嗣し業ぎょうとしてあなたに与あたえられる地ちに罪つみを負おわせてはならない。
    


    
      5人ひとが新あらたに妻つまをめとった時ときは、戦争せんそうに出だしてはならない。また何なにの務つとめもこれに負おわせてはならない。その人ひとは一年ねんの間あいだ、束縛そくばくなく家いえにいて、そのめとった妻つまを慰なぐさめなければならない。
    


    
      6ひきうす、またはその上石うわいしを質しつにとってはならない。これは命いのちをつなぐものを質しつにとることだからである。
    


    
      7イスラエルの人々ひとびとのうちの同胞どうほうのひとりをかどわかして、これを奴隷どれいのようにあしらい、またはこれを売うる者ものを見みつけたならば、そのかどわかした者ものを殺ころして、あなたがたのうちから悪あくを除のぞき去さらなければならない。
    


    
      8らい病びょうの起たった時ときは気きをつけて、すべてレビびとたる祭司さいしが教おしえることを、よく守まもって行おこなわなければならない。すなわちわたしが彼かれらに命めいじたように、あなたがたはそれを守まもって行おこなわなければならない。 9あなたがたがエジプトから出でてきたとき、道みちであなたの神かみ、主しゅがミリアムにされたことを記憶きおくしなければならない。
    


    
      10あなたが隣人りんじんに物ものを貸かすときは、自分じぶんでその家いえにはいって、質物しちものを取とってはならない。 11あなたは外そとに立たっていて、借かりた人ひとが質物しちものを外そとにいるあなたのところへ持もち出ださなければならない。 12もしその人ひとが貧まずしい人ひとである時ときは、あなたはその質物しちものを留とめおいて寝ねてはならない。 13その質物しちものは日ひの入いるまでに、必かならず返かえさなければならない。そうすれば彼かれは自分じぶんの上着うわぎをかけて寝ねることができて、あなたを祝福しゅくふくするであろう。それはあなたの神かみ、主しゅの前まえにあなたの義ぎとなるであろう。
    


    
      14貧まずしく乏とぼしい雇人やといにんは、同胞どうほうであれ、またはあなたの国くにで、町まちのうちに寄留きりゅうしている他国たこく人じんであれ、それを虐待ぎゃくたいしてはならない。 15賃銀ちんぎんはその日ひのうちに払はらい、それを日ひの入いるまで延のばしてはならない。彼かれは貧まずしい者もので、その心こころをこれにかけているからである。そうしなければ彼かれはあなたを主しゅに訴うったえて、あなたは罪つみを得えるであろう。
    


    
      16父ちちは子このゆえに殺ころさるべきではない。子こは父ちちのゆえに殺ころさるべきではない。おのおの自分じぶんの罪つみのゆえに殺ころさるべきである。
    


    
      17寄留きりゅうの他国たこく人じんまたは孤児こじのさばきを曲まげてはならない。寡婦かふの着物きものを質しつに取とってはならない。 18あなたはかつてエジプトで奴隷どれいであったが、あなたの神かみ、主しゅがそこからあなたを救すくい出だされたことを記憶きおくしなければならない。それでわたしはあなたにこの事ことをせよと命めいじるのである。
    


    
      19あなたが畑はたけで穀物こくもつを刈かる時とき、もしその一束ひとたばを畑はたけにおき忘わすれたならば、それを取とりに引ひき返かえしてはならない。それは寄留きりゅうの他国たこく人じんと孤児こじと寡婦かふに取とらせなければならない。そうすればあなたの神かみ、主しゅはすべてあなたがする事ことにおいて、あなたを祝福しゅくふくされるであろう。 20あなたがオリブの実みをうち落おとすときは、ふたたびその枝えだを捜さがしてはならない。それを寄留きりゅうの他国たこく人じんと孤児こじと寡婦かふに取とらせなければならない。 21またぶどう畑はたけのぶどうを摘つみ取とるときは、その残のこったものを、ふたたび捜さがしてはならない。それを寄留きりゅうの他国たこく人じんと孤児こじと寡婦かふに取とらせなければならない。 22あなたはかつてエジプトの国くにで奴隷どれいであったことを記憶きおくしなければならない。それでわたしはあなたにこの事ことをせよと命めいじるのである。
    

  


  


  
    第二十五章


    
      1人ひとと人ひととの間あいだに争あらそい事ことがあって、さばきを求もとめてきたならば、さばきびとはこれをさばいて、正ただしい者ものを正ただしいとし、悪わるい者ものを悪わるいとしなければならない。 2その悪わるい者ものが、むち打うつべき者ものであるならば、さばきびとは彼かれを伏ふさせ、自分じぶんの前まえで、その罪つみにしたがい、数かぞえて彼かれをむち打うたせなければならない。 3彼かれをむち打うつには四十を越こえてはならない。もしそれを越こえて、それよりも多おおくむちを打うつときは、あなたの兄弟きょうだいはあなたの目めの前まえで、はずかしめられることになるであろう。
    


    
      4脱穀だっこくをする牛うしにくつこを掛かけてはならない。
    


    
      5兄弟きょうだいが一緒いっしょに住すんでいて、そのうちのひとりが死しんで子このない時ときは、その死しんだ者ものの妻つまは出でて、他人たにんにとついではならない。その夫おっとの兄弟きょうだいが彼女かのじょの所ところにはいり、めとって妻つまとし、夫おっとの兄弟きょうだいとしての道みちを彼女かのじょにつくさなければならない。 6そしてその女おんなが初はじめに産うむ男おとこの子こに、死しんだ兄弟きょうだいの名なを継つがせ、その名なをイスラエルのうちに絶たやさないようにしなければならない。 7しかしその人ひとが兄弟きょうだいの妻つまをめとるのを好このまないならば、その兄弟きょうだいの妻つまは町まちの門もんへ行いって、長老ちょうろうたちに言いわなければならない、『わたしの夫おっとの兄弟きょうだいはその兄弟きょうだいの名なをイスラエルのうちに残のこすのを拒こばんで、夫おっとの兄弟きょうだいとしての道みちをつくすことを好このみません』。 8そのとき町まちの長老ちょうろうたちは彼かれを呼よび寄よせて、さとさなければならない。もし彼かれが固執こしつして、『わたしは彼女かのじょをめとることを好このみません』と言いうならば、 9その兄弟きょうだいの妻つまは長老ちょうろうたちの目めの前まえで、彼かれのそばに行いき、その足あしのくつを脱ぬがせ、その顔かおにつばきして、答こたえて言いわなければならない。『兄弟きょうだいの家いえをたてない者ものには、このようにすべきです』。 10そして彼かれの家いえの名なは、くつを脱ぬがされた者ものの家いえと、イスラエルのうちで呼よばれるであろう。
    


    
      11ふたりの人ひとが互たがいに争あらそうときに、そのひとりの人ひとの妻つまが、打うつ者ものの手てから夫おっとを救すくおうとして近ちかづき、手てを伸のべて、その人ひとの隠かくし所ところをつかまえるならば、 12その女おんなの手てを切きり落おとさなければならない。あわれみをかけてはならない。
    


    
      13あなたの袋ふくろに大小だいしょう二種しゅの重おもり石いしを入いれておいてはならない。 14あなたの家いえに大小だいしょう二種しゅのますをおいてはならない。 15不足ふそくのない正ただしい重おもり石いしを持もち、また不足ふそくのない正ただしいますを持もたなければならない。そうすればあなたの神かみ、主しゅが賜たまわる地ちで、あなたは長ながく命いのちを保たもつことができるであろう。 16すべてこのような不正ふせいをする者ものを、あなたの神かみ、主しゅが憎にくまれるからである。
    


    
      17あなたがエジプトから出でてきた時とき、道みちでアマレクびとがあなたにしたことを記憶きおくしなければならない。 18すなわち彼かれらは道みちであなたに出会であい、あなたがうみ疲つかれている時とき、うしろについてきていたすべての弱よわっている者ものを攻せめ撃うった。このように彼かれらは神かみを恐おそれなかった。 19それで、あなたの神かみ、主しゅが嗣し業ぎょうとして賜たまわる地ちで、あなたの神かみ、主しゅがあなたの周囲しゅういのすべての敵てきを征服せいふくして、あなたに安息あんそくを与あたえられる時とき、あなたはアマレクの名なを天てんの下したから消けし去さらなければならない。この事ことを忘わすれてはならない。
    

  


  


  
    第二十六章


    
      1あなたの神かみ、主しゅが嗣し業ぎょうとして賜たまわる国くににはいって、それを所有しょゆうし、そこに住すむ時ときは、 2あなたの神かみ、主しゅが賜たまわる国くににできる、地ちのすべての実みの初物はつものを取とってかごに入いれ、あなたの神かみ、主しゅがその名なを置おくために選えらばれる所ところへ携たずさえて行いかなければならない。 3そしてその時ときの祭司さいしの所ところへ行いって彼かれに言いわなければならない、『きょう、あなたの神かみ、主しゅにわたしは申もうします。主しゅがわれわれに与あたえると先祖せんぞたちに誓ちかわれた国くにに、わたしははいることができました』。 4そのとき祭司さいしはあなたの手てからそのかごを受うけ取とってあなたの神かみ、主しゅの祭壇さいだんの前まえに置おかなければならない。
    


    
      5そして、あなたはあなたの神かみ、主しゅの前まえに述のべて言いわなければならない、『わたしの先祖せんぞは、さすらいの一アラムびとでありましたが、わずかの人ひとを連つれてエジプトへ下くだって行いって、その所ところに寄留きりゅうし、ついにそこで大おおきく、強つよい、人数にんずうの多おおい国民こくみんになりました。 6ところがエジプトびとはわれわれをしえたげ、また悩なやまして、つらい労役ろうえきを負おわせましたが、 7われわれが先祖せんぞたちの神かみ、主しゅに叫さけんだので、主しゅはわれわれの声こえを聞きき、われわれの悩なやみと、骨折ほねおりと、しえたげとを顧かえりみ、 8主しゅは強つよい手てと、伸のべた腕うでと、大おおいなる恐おそるべき事ことと、しるしと、不思議ふしぎとをもって、われわれをエジプトから導みちびき出だし、 9われわれをこの所ところへ連つれてきて、乳ちちと蜜みつの流ながれるこの地ちをわれわれに賜たまわりました。 10主しゅよ、ごらんください。あなたがわたしに賜たまわった地ちの実みの初物はつものを、いま携たずさえてきました』。そしてあなたはそれをあなたの神かみ、主しゅの前まえに置おいて、あなたの神かみ、主しゅの前まえに礼拝れいはいし、 11あなたの神かみ、主しゅがあなたとあなたの家いえとに賜たまわったすべての良よい物ものをもって、レビびとおよびあなたのなかにいる寄留きりゅうの他国たこく人じんと共ともに喜よろこび楽たのしまなければならない。
    


    
      12第だい三年ねんすなわち十分ぶんの一を納おさめる年としに、あなたがすべての産物さんぶつの十分ぶんの一を納おさめ終おわって、それをレビびとと寄留きりゅうの他国たこく人じんと孤児こじと寡婦かふとに与あたえ、町まちのうちで彼かれらに飽あきるほど食たべさせた時とき、 13あなたの神かみ、主しゅの前まえで言いわなければならない、『わたしはその聖せいなる物ものを家いえから取とり出だし、またレビびとと寄留きりゅうの他国たこく人じんと孤児こじと寡婦かふとにそれを与あたえ、すべてあなたが命めいじられた命令めいれいのとおりにいたしました。わたしはあなたの命令めいれいにそむかず、またそれを忘わすれませんでした。 14わたしはその聖せいなる物ものを喪ものうちで食たべたことがなく、また汚けがれた身みでそれを取とり出だしたことがなく、また死人しにんにそれを供そなえたことがありませんでした。わたしはわたしの神かみ、主しゅの声こえに聞きき従したがい、すべてあなたがわたしに命めいじられたとおりにいたしました。 15あなたの聖せいなるすみかである天てんからみそなわして、あなたの民たみイスラエルと、あなたがわれわれに与あたえられた地ちとを祝福しゅくふくしてください。これはあなたがわれわれの先祖せんぞに誓ちかわれた乳ちちと蜜みつの流ながれる地ちです』。
    


    
      16きょう、あなたの神かみ、主しゅはこれらの定さだめと、おきてとを行おこなうことをあなたに命めいじられる。それゆえ、あなたは心こころをつくし、精神せいしんをつくしてそれを守まもり行おこなわなければならない。 17きょう、あなたは主しゅをあなたの神かみとし、かつその道みちに歩あゆみ、定さだめと、戒いましめと、おきてとを守まもり、その声こえに聞きき従したがうことを明言めいげんした。 18そして、主しゅは先さきに約束やくそくされたように、きょう、あなたを自分じぶんの宝たからの民たみとされること、また、あなたがそのすべての命令めいれいを守まもるべきことを明言めいげんされた。 19主しゅは誉ほまれと良よき名なと栄さかえとをあなたに与あたえて、主しゅの造つくられたすべての国民こくみんにまさるものとされるであろう。あなたは主しゅが言いわれたように、あなたの神かみ、主しゅの聖せいなる民たみとなるであろう」。
    

  


  


  
    第二十七章


    
      1モーセとイスラエルの長老ちょうろうたちとは民たみに命めいじて言いった、「わたしが、きょう、あなたがたに命めいじるすべての戒いましめを守まもりなさい。 2あなたがたがヨルダンを渡わたってあなたの神かみ、主しゅが賜たまわる国くににはいる時とき、あなたは大おおきな石いし数個すうこを立たてて、それにしっくいを塗ぬり、 3そしてあなたが渡わたって、あなたの先祖せんぞたちの神かみ、主しゅが約束やくそくされたようにあなたの神かみ、主しゅが賜たまわる地ち、すなわち乳ちちと蜜みつの流ながれる地ちにはいる時とき、この律法りっぽうのすべての言葉ことばをその上うえに書かきしるさなければならない。 4すなわち、あなたがたが、ヨルダンを渡わたったならば、わたしが、きょう、あなたがたに命めいじるそれらの石いしをエバル山やまに立たて、それにしっくいを塗ぬらなければならない。 5またそこにあなたの神かみ、主しゅのために、祭壇さいだん、すなわち石いしの祭壇さいだんを築きずかなければならない。鉄てつの器うつわを石いしに当あてず、 6自然しぜんのままの石いしであなたの神かみ、主しゅのために祭壇さいだんを築きずき、その上うえであなたの神かみ、主しゅに燔祭はんさいをささげなければならない。 7また酬恩祭しゅうおんさいの犠牲ぎせいをささげて、その所ところで食たべ、あなたの神かみ、主しゅの前まえで喜よろこび楽たのしまなければならない。 8あなたはこの律法りっぽうのすべての言葉ことばをその石いしの上うえに明あきらかに書かきしるさなければならない」。
    


    
      9またモーセとレビびとたる祭司さいしたちとは、イスラエルのすべての人々ひとびとに言いった、「イスラエルよ、静しずかに聞ききなさい。あなたは、きょう、あなたの神かみ、主しゅの民たみとなった。 10それゆえ、あなたの神かみ、主しゅの声こえに聞きき従したがい、わたしが、きょう、命めいじる戒いましめと定さだめとを行おこなわなければならない」。
    


    
      11その日ひまたモーセは民たみに命めいじて言いった、 12「あなたがたがヨルダンを渡わたった時とき、次つぎの人ひとたちはゲリジム山やまに立たって民たみを祝福しゅくふくしなければならない。すなわちシメオン、レビ、ユダ、イッサカル、ヨセフおよびベニヤミン。 13また次つぎの人ひとたちはエバル山やまに立たってのろわなければならない。すなわちルベン、ガド、アセル、ゼブルン、ダンおよびナフタリ。 14そしてレビびとは大声おおごえでイスラエルのすべての人々ひとびとに告つげて言いわなければならない。
    


    
      15『工人こうじんの手ての作さくである刻きざんだ像ぞう、または鋳いた像ぞうは、主しゅが憎にくまれるものであるから、それを造つくって、ひそかに安置あんちする者ものはのろわれる』。民たみは、みな答こたえてアァメンと言いわなければならない。
    


    
      16『父ちちや母ははを軽かろんずる者ものはのろわれる』。民たみはみなアァメンと言いわなければならない。
    


    
      17『隣人りんじんとの土地とちの境さかいを移うつす者ものはのろわれる』。民たみはみなアァメンと言いわなければならない。
    


    
      18『盲人もうじんを道みちに迷まよわす者ものはのろわれる』。民たみはみなアァメンと言いわなければならない。
    


    
      19『寄留きりゅうの他国たこく人じんや孤児こじ、寡婦かふのさばきを曲まげる者ものはのろわれる』。民たみはみなアァメンと言いわなければならない。
    


    
      20『父ちちの妻つまを犯おかす者ものは、父ちちを恥はずかしめるのであるからのろわれる』。民たみはみなアァメンと言いわなければならない。
    


    
      21『すべて獣けものを犯おかす者ものはのろわれる』。民たみはみなアァメンと言いわなければならない。
    


    
      22『父ちちの娘むすめ、または母ははの娘むすめである自分じぶんの姉妹しまいを犯おかす者ものはのろわれる』。民たみはみなアァメンと言いわなければならない。
    


    
      23『妻つまの母ははを犯おかす者ものはのろわれる』。民たみはみなアァメンと言いわなければならない。
    


    
      24『ひそかに隣人りんじんを撃うち殺ころす者ものはのろわれる』。民たみはみなアァメンと言いわなければならない。
    


    
      25『まいないを取とって罪つみなき者ものを殺ころす者ものはのろわれる』。民たみはみなアァメンと言いわなければならない。
    


    
      26『この律法りっぽうの言葉ことばを守まもり行おこなわない者ものはのろわれる』。民たみはみなアァメンと言いわなければならない。
    

  


  


  
    第二十八章


    
      1もしあなたが、あなたの神かみ、主しゅの声こえによく聞きき従したがい、わたしが、きょう、命めいじるすべての戒いましめを守まもり行おこなうならば、あなたの神かみ、主しゅはあなたを地ちのもろもろの国民こくみんの上うえに立たたせられるであろう。 2もし、あなたがあなたの神かみ、主しゅの声こえに聞きき従したがうならば、このもろもろの祝福しゅくふくはあなたに臨のぞみ、あなたに及およぶであろう。 3あなたは町まちの内うちでも祝福しゅくふくされ、畑はたけでも祝福しゅくふくされるであろう。 4またあなたの身みから生うまれるもの、地ちに産さんする物もの、家畜かちくの産うむもの、すなわち牛うしの子こ、羊ひつじの子こは祝福しゅくふくされるであろう。 5またあなたのかごと、こねばちは祝福しゅくふくされるであろう。 6あなたは、はいるにも祝福しゅくふくされ、出でるにも祝福しゅくふくされるであろう。
    


    
      7敵てきが起たってあなたを攻せめる時ときは、主しゅはあなたにそれを撃うち敗やぶらせられるであろう。彼かれらは一つの道みちから攻せめて来くるが、あなたの前まえで七つの道みちから逃にげ去さるであろう。 8主しゅは命めいじて祝福しゅくふくをあなたの倉くらと、あなたの手てのすべてのわざにくだし、あなたの神かみ、主しゅが賜たまわる地ちであなたを祝福しゅくふくされるであろう。 9もし、あなたの神かみ、主しゅの戒いましめを守まもり、その道みちを歩あゆむならば、主しゅは誓ちかわれたようにあなたを立たてて、その聖せいなる民たみとされるであろう。 10そうすれば地ちのすべての民たみは皆みなあなたが主しゅの名なをもって唱となえられるのを見みてあなたを恐おそれるであろう。 11主しゅがあなたに与あたえると先祖せんぞに誓ちかわれた地ちで、主しゅは良よい物もの、すなわちあなたの身みから生うまれる者もの、家畜かちくの産うむもの、地ちに産さんする物ものを豊ゆたかにされるであろう。 12主しゅはその宝たからの蔵くらである天てんをあなたのために開ひらいて、雨あめを季節きせつにしたがってあなたの地ちに降ふらせ、あなたの手てのすべてのわざを祝福しゅくふくされるであろう。あなたは多おおくの国民こくみんに貸かすようになり、借かりることはないであろう。 13主しゅはあなたをかしらとならせ、尾おとはならせられないであろう。あなたはただ栄さかえて衰おとろえることはないであろう。きょう、わたしが命めいじるあなたの神かみ、主しゅの戒いましめに聞きき従したがって、これを守まもり行おこなうならば、あなたは必かならずこのようになるであろう。 14きょう、わたしが命めいじるこのすべての言葉ことばを離はなれて右みぎまたは左ひだりに曲まがり、他たの神々かみがみに従したがい、それに仕つかえてはならない。
    


    
      15しかし、あなたの神かみ、主しゅの声こえに聞きき従したがわず、きょう、わたしが命めいじるすべての戒いましめと定さだめとを守まもり行おこなわないならば、このもろもろののろいがあなたに臨のぞみ、あなたに及およぶであろう。 16あなたは町まちのうちでものろわれ、畑はたけでものろわれ、 17あなたのかごも、こねばちものろわれ、 18あなたの身みから生うまれるもの、地ちに産さんする物もの、牛うしの子こ、羊ひつじの子こものろわれるであろう。 19あなたは、はいるにものろわれ、出でるにものろわれるであろう。
    


    
      20主しゅはあなたが手てをくだすすべての働はたらきにのろいと、混乱こんらんと、懲こらしめとを送おくられ、あなたはついに滅ほろび、すみやかにうせ果はてるであろう。これはあなたが悪あくをおこなってわたしを捨すてたからである。 21主しゅは疫病えきびょうをあなたの身みにつかせ、あなたが行いって取とる地ちから、ついにあなたを断たち滅ほろぼされるであろう。 22主しゅはまた肺病はいびょうと熱病ねつびょうと炎症えんしょうと間あいだけつ熱ねつと、かんばつと、立たち枯がれと、腐くさり穂ほとをもってあなたを撃うたれるであろう。これらのものはあなたを追おい、ついにあなたを滅ほろぼすであろう。 23あなたの頭あたまの上うえの天てんは青銅せいどうとなり、あなたの下したの地ちは鉄てつとなるであろう。 24主しゅはあなたの地ちの雨あめを、ちりと、ほこりに変かわらせ、それが天てんからあなたの上うえにくだって、ついにあなたを滅ほろぼすであろう。
    


    
      25主しゅはあなたを敵てきの前まえで敗やぶれさせられるであろう。あなたは一つの道みちから彼かれらを攻せめて行いくが、彼かれらの前まえで七つの道みちから逃にげ去さるであろう。そしてあなたは地ちのもろもろの国くにに恐おそるべき見みせしめとなるであろう。 26またあなたの死体したいは空そらのもろもろの鳥とりと、地ちの獣けものとのえじきとなり、しかもそれを追おい払はらう者ものはないであろう。 27主しゅはエジプトの腫物はれものと潰瘍かいようと壊血病かいけつびょうとひぜんとをもってあなたを撃うたれ、あなたはいやされることはないであろう。 28また主しゅはあなたを撃うって気きを狂くるわせ、目めを見みえなくし、心こころを混乱こんらんさせられるであろう。 29あなたは盲人もうじんが暗くらやみに手探てさぐりするように、真昼まひるにも手探てさぐりするであろう。あなたは行ゆく道みちで栄さかえることがなく、ただ常つねにしえたげられ、かすめられるだけで、あなたを救すくう者ものはないであろう。 30あなたは妻つまをめとっても、ほかの人ひとが彼女かのじょと寝ねるであろう。家いえを建たてても、その中なかに住すまないであろう。ぶどう畑はたけを作つくっても、その実みを摘つみ取とることがないであろう。 31あなたの牛うしが目めの前まえでほふられても、あなたはそれを食たべることができず、あなたのろばが目めの前まえで奪うばわれても、返かえされないであろう。あなたの羊ひつじが敵てきのものになっても、それを救すくってあなたに返かえす者ものはないであろう。 32あなたのむすこや娘むすめは他国民たこくみんにわたされる。あなたの目めはそれを見み、終日しゅうじつ、彼かれらを慕したって衰おとろえるが、あなたは手てを施ほどこすすべもないであろう。 33あなたの地ちの産物さんぶつおよびあなたの労ろうして獲えた物ものはみなあなたの知しらない民たみが食たべるであろう。あなたは、ただ常つねにしえたげられ、苦くるしめられるのみであろう。 34こうしてあなたは目めに見みる事柄ことがらによって、気きが狂くるうにいたるであろう。 35主しゅはあなたのひざと、はぎとに悪わるい、いやし得えない腫物はれものを生しょうじさせて、足あしの裏うらから頭あたまの頂いただきにまで及およぼされるであろう。
    


    
      36主しゅはあなたとあなたが立たてた王おうとを携たずさえて、あなたもあなたの先祖せんぞも知しらない国くにに移うつされるであろう。あなたはそこで木きや石いしで造つくったほかの神々かみがみに仕つかえるであろう。 37あなたは主しゅがあなたを追おいやられるもろもろの民たみのなかで驚おどろきとなり、ことわざとなり、笑わらい草ぐさとなるであろう。 38あなたが多おおくの種たねを畑はたけに携たずさえて出でても、その収穫しゅうかくは少すくないであろう。いなごがそれを食くいつくすからである。 39あなたがぶどう畑はたけを作つくり、それにつちかっても、そのぶどう酒しゅを飲のむことができず、その実みを集あつめることもないであろう。虫むしがそれを食たべるからである。 40あなたの国くににはあまねくオリブの木きがあるであろう。しかし、あなたはその油あぶらを身みに塗ぬることができないであろう。その実みがみな落おちてしまうからである。 41むすこや、娘むすめがあなたに生うまれても、あなたのものにならないであろう。彼かれらは捕とらえられて行いくからである。 42あなたのもろもろの木き、および地ちの産物さんぶつは、いなごが取とって食たべるであろう。 43あなたのうちに寄留きりゅうする他国たこく人じんは、ますます高たかくなり、あなたの上うえに出でて、あなたはますます低ひくくなるであろう。 44彼かれはあなたに貸かし、あなたは彼かれに貸かすことができない。彼かれはかしらとなり、あなたは尾おとなるであろう。 45このもろもろののろいが、あなたに臨のぞみ、あなたを追おい、ついに追おいついて、あなたを滅ほろぼすであろう。これはあなたの神かみ、主しゅの声こえに聞きき従したがわず、あなたに命めいじられた戒いましめと定さだめとを、あなたが守まもらなかったからである。 46これらの事ことは長ながくあなたとあなたの子孫しそんのうえにあって、しるしとなり、また不思議ふしぎとなるであろう。
    


    
      47あなたがすべての物ものに豊ゆたかになり、あなたの神かみ、主しゅに心こころから喜よろこび楽たのしんで仕つかえないので、 48あなたは飢うえ、かわき、裸はだかになり、すべての物ものに乏とぼしくなって、主しゅがあなたにつかわされる敵てきに仕つかえるであろう。敵てきは鉄てつのくびきをあなたのくびにかけ、ついにあなたを滅ほろぼすであろう。 49すなわち主しゅは遠とおい所ところから、地ちのはてから一つの民たみを、はげたかが飛とびかけるように、あなたに攻せめきたらせられるであろう。これはあなたがその言葉ことばを知しらない民たみ、 50顔かおの恐おそろしい民たみであって、彼かれらは老人ろうじんの身みを顧かえりみず、幼おさない者ものをあわれまず、 51あなたの家畜かちくが産うむものや、地ちの産物さんぶつを食くって、あなたを滅ほろぼし、穀物こくもつをも、酒さけをも、油あぶらをも、牛うしの子こをも、羊ひつじの子こをも、あなたの所ところに残のこさず、ついにあなたを全まったく滅ほろぼすであろう。 52その民たみは全国ぜんこくですべての町まちを攻せめ囲かこみ、ついにあなたが頼たのみとする、堅固けんごな高たかい石いしがきをことごとく撃うちくずし、あなたの神かみ、主しゅが賜たまわった国くにのうちのすべての町々まちまちを攻せめ囲かこむであろう。 53あなたは敵てきに囲かこまれ、激はげしく攻せめなやまされて、ついにあなたの神かみ、主しゅが賜たまわったあなたの身みから生うまれた者もの、むすこ、娘むすめの肉にくを食たべるに至いたるであろう。 54あなたがたのうちのやさしい、温和おんわな男おとこでさえも、自分じぶんの兄弟きょうだい、自分じぶんのふところの妻つま、最後さいごに残のこっている子供こどもにも食物しょくもつを惜おしんで与あたえず、 55自分じぶんが自分じぶんの子供こどもを食たべ、その肉にくを少すこしでも、この人々ひとびとのだれにも与あたえようとはしないであろう。これは敵てきがあなたのすべての町々まちまちを囲かこみ、激はげしく攻せめ悩なやまして、何なにをもその人ひとに残のこさないからである。 56またあなたがたのうちのやさしい、柔和にゅうわな女おんな、すなわち柔和にゅうわで、やさしく、足あしの裏うらを土つちに付つけようともしない者ものでも、自分じぶんのふところの夫おっとや、むすこ、娘むすめにもかくして、 57自分じぶんの足あしの間あいだからでる後産ごさんや、自分じぶんの産うむ子こをひそかに食たべるであろう。敵てきがあなたの町々まちまちを囲かこみ、激はげしく攻せめなやまして、すべての物ものが欠乏けつぼうするからである。
    


    
      58もしあなたが、この書物しょもつにしるされているこの律法りっぽうのすべての言葉ことばを守まもり行おこなわず、あなたの神かみ、主しゅというこの栄さかえある恐おそるべき名なを恐おそれないならば、 59主しゅはあなたとその子孫しそんの上うえに激はげしい災わざわいを下くだされるであろう。その災わざわいはきびしく、かつ久ひさしく、その病気びょうきは重おもく、かつ久ひさしいであろう。 60主しゅはまた、あなたが恐おそれた病気びょうき、すなわちエジプトのもろもろの病気びょうきを再ふたたび臨のぞませて、あなたの身みにつかせられるであろう。 61またこの律法りっぽうの書しょにのせてないもろもろの病気びょうきと、もろもろの災わざわいとを、主しゅはあなたが滅ほろびるまで、あなたの上うえに下くだされるであろう。 62あなたがたは天てんの星ほしのように多おおかったが、あなたの神かみ、主しゅの声こえに聞きき従したがわなかったから、残のこる者ものが少すくなくなるであろう。 63さきに主しゅがあなたがたを良よくあしらい、あなたがたを多おおくするのを喜よろこばれたように、主しゅは今いまあなたがたを滅ほろぼし絶たやすのを喜よろこばれるであろう。あなたがたは、はいって取とる地ちから抜ぬき去さられるであろう。 64主しゅは地ちのこのはてから、かのはてまでのもろもろの民たみのうちにあなたがたを散ちらされるであろう。その所ところで、あなたもあなたの先祖せんぞたちも知しらなかった木きや石いしで造つくったほかの神々かみがみにあなたは仕つかえるであろう。 65その国々くにぐにの民たみのうちであなたは安やすきを得えず、また足あしの裏うらを休やすめる所ところも得えられないであろう。主しゅはその所ところで、あなたの心こころをおののかせ、目めを衰おとろえさせ、精神せいしんを打うちしおれさせられるであろう。 66あなたの命いのちは細ほそい糸いとにかかっているようになり、夜昼よるひる恐おそれおののいて、その命いのちもおぼつかなく思おもうであろう。 67あなたが心こころにいだく恐おそれと、目めに見みるものによって、朝あさには『ああ夕ゆうであればよいのに』と言いい、夕ゆうには『ああ朝あさであればよいのに』と言いうであろう。 68主しゅはあなたを舟ふねに乗のせ、かつてわたしがあなたに告つげて、『あなたは再ふたたびこれを見みることはない』と言いった道みちによって、あなたをエジプトへ連つれもどされるであろう。あなたがたはそこで男女だんじょの奴隷どれいとして敵てきに売うられるが、だれも買かう者ものはないであろう」。
    

  


  


  
    第二十九章


    
      1これは主しゅがモーセに命めいじて、モアブの地ちでイスラエルの人々ひとびとと結むすばせられた契約けいやくの言葉ことばであって、ホレブで彼かれらと結むすばれた契約けいやくのほかのものである。
    


    
      2モーセはイスラエルのすべての人ひとを呼よび集あつめて言いった、「あなたがたは主しゅがエジプトの地ちで、パロと、そのすべての家来けらいと、その全ぜん地ちとにせられたすべての事ことをまのあたり見みた。 3すなわちその大おおきな試こころみと、しるしと、大おおきな不思議ふしぎとをまのあたり見みたのである。 4しかし、今日こんにちまで主しゅはあなたがたの心こころに悟さとらせず、目めに見みさせず、耳みみに聞きかせられなかった。 5わたしは四十年ねんの間あいだ、あなたがたを導みちびいて荒野あらのを通とおらせたが、あなたがたの身みにつけた着物きものは古ふるびず、足あしのくつは古ふるびなかった。 6あなたがたはまたパンも食たべず、ぶどう酒しゅも濃こい酒さけも飲のまなかった。こうしてあなたがたは、わたしがあなたがたの神かみ、主しゅであることを知しるに至いたった。 7あなたがたがこの所ところにきたとき、ヘシボンの王おうシホンと、バシャンの王おうオグがわれわれを迎むかえて戦たたかったが、われわれは彼かれらを撃うち敗やぶって、 8その地ちを取とり、これをルベンびとと、ガドびとと、マナセびとの半なかばとに、嗣し業ぎょうとして与あたえた。 9それゆえ、あなたがたはこの契約けいやくの言葉ことばを守まもって、それを行おこなわなければならない。そうすればあなたがたのするすべての事ことは栄さかえるであろう。
    


    
      10あなたがたは皆みな、きょう、あなたがたの神かみ、主しゅの前まえに立たっている。すなわちあなたがたの部族ぶぞくのかしらたち、長老ちょうろうたち、つかさたちなど、イスラエルのすべての人々ひとびと、 11あなたがたの小ちいさい者ものたちも、妻つまたちも、宿営しゅくえいのうちに寄留きりゅうしている他国たこく人じんも、あなたのために、たきぎを割わる者ものも、水みずをくむ者ものも、みな主しゅの前まえに立たって、 12あなたの神かみ、主しゅが、きょう、あなたと結むすばれるあなたの神かみ、主しゅの契約けいやくと誓ちかいとに、はいろうとしている。 13これは主しゅがさきにあなたに約束やくそくされたように、またあなたの先祖せんぞアブラハム、イサク、ヤコブに誓ちかわれたように、きょう、あなたを立たてて自分じぶんの民たみとし、またみずからあなたの神かみとなられるためである。 14わたしはただあなたがたとだけ、この契約けいやくと誓ちかいとを結むすぶのではない。 15きょう、ここで、われわれの神かみ、主しゅの前まえにわれわれと共ともに立たっている者ものならびに、きょう、ここにわれわれと共ともにいない者ものとも結むすぶのである。
    


    
      16われわれがどのようにエジプトの国くにに住すんでいたか、どのように国々くにぐにの民たみの中なかを通とおってきたか、それはあなたがたが知しっている。 17またあなたがたは木きや石いしや銀ぎんや金きんで造つくった憎にくむべき物ものと偶像ぐうぞうとが、彼かれらのうちにあるのを見みた。 18それゆえ、あなたがたのうちに、きょう、その心こころにわれわれの神かみ、主しゅを離はなれてそれらの国民こくみんの神々かみがみに行いって仕つかえる男おとこや女おんな、氏族しぞくや部族ぶぞくがあってはならない。またあなたがたのうちに、毒草どくそうや、にがよもぎを生しょうずる根ねがあってはならない。 19そのような人ひとはこの誓ちかいの言葉ことばを聞きいても、心こころに自分じぶんを祝福しゅくふくして『心こころをかたくなにして歩あゆんでもわたしには平安へいあんがある』と言いうであろう。そうすれば潤うるおった者ものも、かわいた者ものもひとしく滅ほろびるであろう。 20主しゅはそのような人ひとをゆるすことを好このまれない。かえって主しゅはその人ひとに怒いかりとねたみを発はっし、この書物しょもつにしるされたすべてののろいを彼かれの上うえに加くわえ、主しゅはついにその人ひとの名なを天てんの下したから消けし去さられるであろう。 21主しゅはイスラエルのすべての部族ぶぞくのうちからその人ひとを区く別べっして災わざわいをくだし、この律法りっぽうの書しょにしるされた契約けいやくの中なかのもろもろののろいのようにされるであろう。 22後のちの代よの人ひと、すなわちあなたがたののちに起おこるあなたがたの子孫しそんおよび遠とおい国くにから来くる外国がいこく人じんは、この地ちの災わざわいを見み、主しゅがこの地ちにくだされた病気びょうきを見みて言いうであろう。 23——全ぜん地ちは硫黄いおうとなり、塩しおとなり、焼やけ土つちとなって、種たねもまかれず、実みも結むすばず、なんの草くさも生しょうじなくなって、むかし主しゅが怒いかりと憤いきどおりをもって滅ほろぼされたソドム、ゴモラ、アデマ、ゼボイムの破滅はめつのようである。—— 24すなわち、もろもろの国民こくみんは言いうであろう、『なぜ、主しゅはこの地ちにこのようなことをされたのか。この激はげしい大おおいなる怒いかりは何なにゆえか』。 25そのとき人々ひとびとは言いうであろう、『彼かれらはその先祖せんぞの神かみ、主しゅがエジプトの国くにから彼かれらを導みちびき出だして彼かれらと結むすばれた契約けいやくをすて、 26行いって彼かれらの知しらない、また授さずからない、ほかの神々かみがみに仕つかえて、それを拝おがんだからである。 27それゆえ主しゅはこの地ちにむかって怒いかりを発はっし、この書物しょもつにしるされたもろもろののろいをこれにくだし、 28そして主しゅは怒いかりと、はげしい怒いかりと大おおいなる憤いきどおりとをもって彼かれらをこの地ちから抜ぬき取とって、ほかの国くにに投なげやられた。今日こんにち見みるとおりである』。
    


    
      29隠かくれた事ことはわれわれの神かみ、主しゅに属ぞくするものである。しかし表あらわされたことは長ながくわれわれとわれわれの子孫しそんに属ぞくし、われわれにこの律法りっぽうのすべての言葉ことばを行おこなわせるのである。
    

  


  


  
    第三十章


    
      1わたしがあなたがたの前まえに述のべたこのもろもろの祝福しゅくふくと、のろいの事ことがあなたに臨のぞみ、あなたがあなたの神かみ、主しゅに追おいやられたもろもろの国民こくみんのなかでこの事ことを心こころに考かんがえて、 2あなたもあなたの子供こどもも共ともにあなたの神かみ、主しゅに立たち帰かえり、わたしが、きょう、命めいじるすべてのことにおいて、心こころをつくし、精神せいしんをつくして、主しゅの声こえに聞きき従したがうならば、 3あなたの神かみ、主しゅはあなたを再ふたたび栄さかえさせ、あなたをあわれみ、あなたの神かみ、主しゅはあなたを散ちらされた国々くにぐにから再ふたたび集あつめられるであろう。 4たといあなたが天てんのはてに追おいやられても、あなたの神かみ、主しゅはそこからあなたを集あつめ、そこからあなたを連つれ帰かえられるであろう。 5あなたの神かみ、主しゅはあなたの先祖せんぞが所有しょゆうした地ちにあなたを帰かえらせ、あなたはそれを所有しょゆうするに至いたるであろう。主しゅはまたあなたを栄さかえさせ、数かずを増まして先祖せんぞたちよりも多おおくされるであろう。 6そしてあなたの神かみ、主しゅはあなたの心こころとあなたの子孫しそんの心こころに割礼かつれいを施ほどこし、あなたをして、心こころをつくし、精神せいしんをつくしてあなたの神かみ、主しゅを愛あいさせ、こうしてあなたに命いのちを得えさせられるであろう。 7あなたの神かみ、主しゅはまた、あなたを迫害はくがいする敵てきと、あなたを憎にくむ者ものとに、このもろもろののろいをこうむらせられるであろう。 8しかし、あなたは再ふたたび主しゅの声こえに聞きき従したがい、わたしが、きょう、あなたに命めいじるすべての戒いましめを守まもるであろう。 9そうすればあなたの神かみ、主しゅはあなたのするすべてのことと、あなたの身みから生うまれる者ものと、家畜かちくの産うむものと、地ちに産さんする物ものを豊ゆたかに与あたえて、あなたを栄さかえさせられるであろう。すなわち主しゅはあなたの先祖せんぞたちを喜よろこばれたように再ふたたびあなたを喜よろこんで、あなたを栄さかえさせられるであろう。 10これはあなたが、あなたの神かみ、主しゅの声こえに聞ききしたがい、この律法りっぽうの書しょにしるされた戒いましめと定さだめとを守まもり、心こころをつくし、精神せいしんをつくしてあなたの神かみ、主しゅに帰きするからである。
    


    
      11わたしが、きょう、あなたに命めいじるこの戒いましめは、むずかしいものではなく、また遠とおいものでもない。 12これは天てんにあるのではないから、『だれがわれわれのために天てんに上のぼり、それをわれわれのところへ持もってきて、われわれに聞きかせ、行おこなわせるであろうか』と言いうに及およばない。 13またこれは海うみのかなたにあるのではないから、『だれがわれわれのために海うみを渡わたって行いき、それをわれわれのところへ携たずさえてきて、われわれに聞きかせ、行おこなわせるであろうか』と言いうに及およばない。 14この言葉ことばはあなたに、はなはだ近ちかくあってあなたの口くちにあり、またあなたの心こころにあるから、あなたはこれを行おこなうことができる。
    


    
      15見みよ、わたしは、きょう、命いのちとさいわい、および死しと災わざわいをあなたの前まえに置おいた。 16すなわちわたしは、きょう、あなたにあなたの神かみ、主しゅを愛あいし、その道みちに歩あゆみ、その戒いましめと定さだめと、おきてとを守まもることを命めいじる。それに従したがうならば、あなたは生いきながらえ、その数かずは多おおくなるであろう。またあなたの神かみ、主しゅはあなたが行いって取とる地ちであなたを祝福しゅくふくされるであろう。 17しかし、もしあなたが心こころをそむけて聞きき従したがわず、誘さそわれて他たの神々かみがみを拝おがみ、それに仕つかえるならば、 18わたしは、きょう、あなたがたに告つげる。あなたがたは必かならず滅ほろびるであろう。あなたがたはヨルダンを渡わたり、はいって行いって取とる地ちでながく命いのちを保たもつことができないであろう。 19わたしは、きょう、天てんと地ちを呼よんであなたがたに対たいする証人しょうにんとする。わたしは命いのちと死しおよび祝福しゅくふくとのろいをあなたの前まえに置おいた。あなたは命いのちを選えらばなければならない。そうすればあなたとあなたの子孫しそんは生いきながらえることができるであろう。 20すなわちあなたの神かみ、主しゅを愛あいして、その声こえを聞きき、主しゅにつき従したがわなければならない。そうすればあなたは命いのちを得え、かつ長ながく命いのちを保たもつことができ、主しゅが先祖せんぞアブラハム、イサク、ヤコブに与あたえると誓ちかわれた地ちに住すむことができるであろう」。
    

  


  


  
    第三十一章


    
      1そこでモーセは続つづいてこの言葉ことばをイスラエルのすべての人ひとに告つげて、 2彼かれらに言いった、「わたしは、きょう、すでに百二十歳さいになり、もはや出入でいりすることはできない。また主しゅはわたしに『おまえはこのヨルダンを渡わたることはできない』と言いわれた。 3あなたの神かみ、主しゅはみずからあなたに先立さきだって渡わたり、あなたの前まえから、これらの国々くにぐにの民たみを滅ほろぼし去さって、あなたにこれを獲えさせられるであろう。また主しゅがかつて言いわれたように、ヨシュアはあなたを率ひきいて渡わたるであろう。 4主しゅがさきにアモリびとの王おうシホンとオグおよびその地ちにされたように、彼かれらにもおこなって彼かれらを滅ほろぼされるであろう。 5主しゅは彼かれらをあなたがたに渡わたされるから、あなたがたはわたしが命めいじたすべての命令めいれいのとおりに彼かれらに行おこなわなければならない。 6あなたがたは強つよく、かつ勇いさましくなければならない。彼かれらを恐おそれ、おののいてはならない。あなたの神かみ、主しゅがあなたと共ともに行いかれるからである。主しゅは決けっしてあなたを見放みはなさず、またあなたを見捨みすてられないであろう」。
    


    
      7モーセはヨシュアを呼よび、イスラエルのすべての人ひとの目めの前まえで彼かれに言いった、「あなたはこの民たみと共ともに行いき、主しゅが彼かれらの先祖せんぞたちに与あたえると誓ちかわれた地ちに入いるのであるから、あなたは強つよく、かつ勇いさましくなければならない。あなたは彼かれらにそれを獲えさせるであろう。 8主しゅはみずからあなたに先立さきだって行いき、またあなたと共ともにおり、あなたを見放みはなさず、見捨みすてられないであろう。恐おそれてはならない、おののいてはならない」。
    


    
      9モーセはこの律法りっぽうを書かいて、主しゅの契約けいやくの箱はこをかつぐレビの子孫しそんである祭司さいしおよびイスラエルのすべての長老ちょうろうたちに授さづけた。 10そしてモーセは彼かれらに命めいじて言いった、「七年ねんの終おわりごとに、すなわち、ゆるしの年としの定さだめの時ときになり、かりいおの祭まつりに、 11イスラエルのすべての人ひとがあなたの神かみ、主しゅの前まえに出でるため、主しゅの選えらばれる場所ばしょに来くるとき、あなたはイスラエルのすべての人ひとの前まえでこの律法りっぽうを読よんで聞きかせなければならない。 12すなわち男おとこ、女おんな、子供こどもおよびあなたの町まちのうちに寄留きりゅうしている他国たこく人じんなど民たみを集あつめ、彼かれらにこれを聞きかせ、かつ学まなばせなければならない。そうすれば彼かれらはあなたがたの神かみ、主しゅを恐おそれてこの律法りっぽうの言葉ことばを、ことごとく守まもり行おこなうであろう。 13また彼かれらの子供こどもたちでこれを知しらない者ものも聞きいて、あなたがたの神かみ、主しゅを恐おそれることを学まなぶであろう。あなたがたがヨルダンを渡わたって行いって取とる地ちにながらえる日ひのあいだ常つねにそうしなければならない」。
    


    
      14主しゅはまたモーセに言いわれた、「あなたの死しぬ日ひが近ちかづいている。ヨシュアを召めして共ともに会見かいけんの幕屋まくやに立たちなさい。わたしは彼かれに務つとめを命めいじるであろう」。モーセとヨシュアが行いって会見かいけんの幕屋まくやに立たつと、 15主しゅは幕屋まくやで雲くもの柱はしらのうちに現あらわれられた。その雲くもの柱はしらは幕屋まくやの入口いりぐちのかたわらにとどまった。
    


    
      16主しゅはモーセに言いわれた、「あなたはまもなく眠ねむって先祖せんぞたちと一緒いっしょになるであろう。そのときこの民たみはたちあがり、はいって行いく地ちの異ことなる神々かみがみを慕したって姦淫かんいんを行おこない、わたしを捨すて、わたしが彼かれらと結むすんだ契約けいやくを破やぶるであろう。 17その日ひには、わたしは彼かれらにむかって怒いかりを発はっし、彼かれらを捨すて、わたしの顔かおを彼かれらに隠かくすゆえに、彼かれらは滅ほろぼしつくされ、多おおくの災わざわいと悩なやみが彼かれらに臨のぞむであろう。そこでその日ひ、彼かれらは言いうであろう、『これらの災わざわいがわれわれに臨のぞむのは、われわれの神かみがわれわれのうちにおられないからではないか』。 18しかも彼かれらがほかの神々かみがみに帰きして、もろもろの悪あくを行おこなうゆえに、わたしはその日ひには必かならずわたしの顔かおを隠かくすであろう。 19それであなたがたは今いま、この歌うたを書かきしるし、イスラエルの人々ひとびとに教おしえてその口くちに唱となえさせ、この歌うたをイスラエルの人々ひとびとに対たいするわたしのあかしとならせなさい。 20わたしが彼かれらの先祖せんぞたちに誓ちかった、乳ちちと蜜みつの流ながれる地ちに彼かれらを導みちびき入いれる時とき、彼かれらは食たべて飽あき、肥こえ太ふとるに及およんで、ほかの神々かみがみに帰きし、それに仕つかえて、わたしを軽かろんじ、わたしの契約けいやくを破やぶるであろう。 21こうして多おおくの災わざわいと悩なやみとが彼かれらに臨のぞむ時とき、この歌うたは彼かれらに対たいして、あかしとなるであろう。（それはこの歌うたが彼かれらの子孫しそんの口くちにあって、彼かれらはそれを忘わすれないからである。）わたしが誓ちかった地ちに彼かれらを導みちびき入いれる前まえ、すでに彼かれらが思おもいはかっている事ことをわたしは知しっているからである」。 22モーセはその日ひ、この歌うたを書かいてイスラエルの人々ひとびとに教おしえた。
    


    
      23主しゅはヌンの子こヨシュアに命めいじて言いわれた、「あなたはイスラエルの人々ひとびとをわたしが彼かれらに誓ちかった地ちに導みちびき入いれなければならない。それゆえ強つよくかつ勇いさましくあれ。わたしはあなたと共ともにいるであろう」。
    


    
      24モーセがこの律法りっぽうの言葉ことばを、ことごとく書物しょもつに書かき終おわった時とき、 25モーセは主しゅの契約けいやくの箱はこをかつぐレビびとに命めいじて言いった、 26「この律法りっぽうの書しょをとって、あなたがたの神かみ、主しゅの契約けいやくの箱はこのかたわらに置おき、その所ところであなたにむかってあかしをするものとしなさい。 27わたしはあなたのそむくことと、かたくななこととを知しっている。きょう、わたしが生いきながらえて、あなたがたと一緒いっしょにいる間あいだですら、あなたがたは主しゅにそむいた。ましてわたしが死しんだあとはどんなであろう。 28あなたがたの部族ぶぞくのすべての長老ちょうろうたちと、つかさたちをわたしのもとに集あつめなさい。わたしはこれらの言葉ことばを彼かれらに語かたり聞きかせ、天てんと地ちとを呼よんで彼かれらにむかってあかしさせよう。 29わたしは知しっている。わたしが死しんだのち、あなたがたは必かならず悪わるい事ことをして、わたしが命めいじた道みちを離はなれる。そして後のちの日ひに災わざわいがあなたがたに臨のぞむであろう。これは主しゅの悪あくと見みられることを行おこない、あなたがたのすることをもって主しゅを怒いからせるからである」。
    


    
      30そしてモーセはイスラエルの全ぜん会衆かいしゅうに次つぎの歌うたの言葉ことばを、ことごとく語かたり聞きかせた。
    

  


  


  
    第三十二章


    
      1「天てんよ、耳みみを傾かたむけよ、わたしは語かたる、

      地ちよ、わたしの口くちの言葉ことばを聞きけ。

      2わたしの教おしえは雨あめのように降ふりそそぎ、

      わたしの言葉ことばは露つゆのようにしたたるであろう。

      若草わかくさの上うえに降ふる小雨こさめのように、

      青草あおくさの上うえにくだる夕立ゆうだちのように。

      3わたしは主しゅの名なをのべよう、

      われわれの神かみに栄光えいこうを帰かえせよ。

      4主しゅは岩いわであって、そのみわざは全まったく、

      その道みちはみな正ただしい。

      主しゅは真実しんじつなる神かみであって、偽いつわりなく、

      義ぎであって、正せいである。

      5彼かれらは主しゅにむかって悪あくを行おこない、

      そのきずのゆえに、もはや主しゅの子こらではなく、

      よこしまで、曲まがったやからである。

      6愚おろかな知恵ちえのない民たみよ、

      あなたがたはこのようにして主しゅに報むくいるのか。

      主しゅはあなたを生うみ、あなたを造つくり、

      あなたを堅かたく立たてられたあなたの父ちちではないか。

      7いにしえの日ひを覚おぼえ、

      代々よよの年としを思おもえ。

      あなたの父ちちに問とえ、

      彼かれはあなたに告つげるであろう。

      長老ちょうろうたちに問とえ、

      彼かれらはあなたに語かたるであろう。

      8いと高たかき者ものは人ひとの子こらを分わけ、

      諸しょ国民こくみんにその嗣し業ぎょうを与あたえられたとき、

      イスラエルの子こらの数かずに照てらして、

      もろもろの民たみの境さかいを定さだめられた。

      9主しゅの分ぶんはその民たみであって、

      ヤコブはその定さだめられた嗣し業ぎょうである。

      10主しゅはこれを荒野あらのの地ちで見みいだし、

      獣けもののほえる荒あれ地ちで会あい、

      これを巡めぐり囲かこんでいたわり、

      目めのひとみのように守まもられた。

      11わしがその巣すのひなを呼よび起おこし、

      その子この上うえに舞まいかけり、

      その羽はねをひろげて彼かれらをのせ、

      そのつばさの上うえにこれを負おうように、

      12主しゅはただひとりで彼かれを導みちびかれて、

      ほかの神々かみがみはあずからなかった。

      13主しゅは彼かれに地ちの高たかき所ところを乗のり通とおらせ、

      田畑たはたの産物さんぶつを食くわせ、

      岩いわの中なかから蜜みつを吸すわせ、

      堅かたい岩いわから油あぶらを吸すわせ、

      14牛うしの凝乳ぎょうにゅう、羊ひつじの乳ちち、

      小羊こひつじと雄羊おひつじの脂肪しぼう、

      バシャンの牛うしと雄おやぎ、

      小麦こむぎの良よい物ものを食くわせられた。

      またあなたはぶどうのしるのあわ立たつ酒さけを飲のんだ。

      15しかるにエシュルンは肥こえ太ふとって、足あしでけった。

      あなたは肥こえ太ふとって、つややかになり、

      自分じぶんを造つくった神かみを捨すて、

      救すくいの岩いわを侮あなどった。

      16彼かれらはほかの神々かみがみに仕つかえて、主しゅのねたみを起おこし、

      憎にくむべきおこないをもって主しゅの怒いかりをひき起おこした。

      17彼かれらは神かみでもない悪霊あくれいに犠牲ぎせいをささげた。

      それは彼かれらがかつて知しらなかった神々かみがみ、

      近ちかごろ出でた新あたらしい神々かみがみ、

      先祖せんぞたちの恐おそれることもしなかった者ものである。

      18あなたは自分じぶんを生うんだ岩いわを軽かろんじ、

      自分じぶんを造つくった神かみを忘わすれた。

      19主しゅはこれを見み、

      そのむすこ、娘むすめを怒いかってそれを捨すてられた。

      20そして言いわれた、

      『わたしはわたしの顔かおを彼かれらに隠かくそう。

      わたしは彼かれらの終おわりがどうなるかを見みよう。

      彼かれらはそむき、もとるやから、

      真実しんじつのない子こらである。

      21彼かれらは神かみでもない者ものをもって、

      わたしにねたみを起おこさせ、

      偶像ぐうぞうをもって、わたしを怒いからせた。

      それゆえ、わたしは民たみともいえない者ものをもって、

      彼かれらにねたみを起おこさせ、

      愚おろかな民たみをもって、彼かれらを怒いからせるであろう。

      22わたしの怒いかりによって、火ひは燃もえいで、

      陰府よみの深ふかみにまで燃もえ行いき、

      地ちとその産物さんぶつとを焼やきつくし、

      山々やまやまの基もといを燃もやすであろう。

      23わたしは彼かれらの上うえに災わざわいを積つみかさね、

      わたしの矢やを彼かれらにむかって射いつくすであろう。

      24彼かれらは飢うえて、やせ衰おとろえ、

      熱病ねつびょうと悪わるい疫病えきびょうによって滅ほろびるであろう。

      わたしは彼かれらを獣けものの歯はにかからせ、

      地ちに這はうものの毒どくにあたらせるであろう。

      25外そとにはつるぎ、内うちには恐おそれがあって、

      若わかき男おとこも若わかき女おんなも、

      乳ちのみ子ごも、しらがの人ひとも滅ほろびるであろう。

      26わたしはまさに言いおうとした、「彼かれらを遠とおく散ちらし、

      彼かれらの事ことを人々ひとびとが記憶きおくしないようにしよう」。

      27しかし、わたしは敵てきが誇ほこるのを恐おそれる。

      あだびとはまちがえて言いうであろう、

      「われわれの手てが勝かちをえたのだ。

      これはみな主しゅがされたことではない」』。

      28彼かれらは思慮しりょの欠かけた民たみ、

      そのうちには知識ちしきがない。

      29もし、彼かれらに知恵ちえがあれば、これをさとり、

      その身みの終おわりをわきまえたであろうに。

      30彼かれらの岩いわが彼かれらを売うらず、

      主しゅが彼かれらをわたされなかったならば、

      どうして、ひとりで千人にんを追おい、

      ふたりで万まん人にんを敗やぶることができたであろう。

      31彼かれらの岩いわはわれらの岩いわに及およばない。

      われらの敵てきもこれを認みとめている。

      32彼かれらのぶどうの木きは、

      ソドムのぶどうの木きから出でたもの、

      またゴモラの野のから出でたもの、

      そのぶどうは毒どくぶどう、そのふさは苦にがい。

      33そのぶどう酒しゅはへびの毒どくのよう、

      まむしの恐おそろしい毒どくのようである。

      34これはわたしのもとにたくわえられ、

      わたしの倉くらに封ふうじ込こめられているではないか。

      35彼かれらの足あしがすべるとき、

      わたしはあだを返かえし、報むくいをするであろう。

      彼かれらの災わざわいの日ひは近ちかく、

      彼かれらの破滅はめつは、

      すみやかに来くるであろう。

      36主しゅはついにその民たみをさばき、

      そのしもべらにあわれみを加くわえられるであろう。

      これは彼かれらの力ちからがうせ去さり、

      つながれた者ものもつながれない者ものも、

      もはやいなくなったのを、主しゅが見みられるからである。

      37そのとき主しゅは言いわれるであろう、

      『彼かれらの神々かみがみはどこにいるか、

      彼かれらの頼たのみとした岩いわはどこにあるか。

      38彼かれらの犠牲ぎせいのあぶらを食くい、

      灌祭かんさいの酒さけを飲のんだ者ものはどこにいるか。

      立たちあがってあなたがたを助たすけさせよ、

      あなたがたを守まもらせよ。

      39今見いまみよ、わたしこそは彼かれである。

      わたしのほかに神かみはない。

      わたしは殺ころし、また生いかし、

      傷きずつけ、またいやす。

      わたしの手てから救すくい出だしうるものはない。

      40わたしは天てんにむかい手てをあげて誓ちかう、

      「わたしは永遠えいえんに生いきる。

      41わたしがきらめくつるぎをとぎ、

      手てにさばきを握にぎるとき、

      わたしは敵てきにあだを返かえし、

      わたしを憎にくむ者ものに報復ほうふくするであろう。

      42わたしの矢やを血ちに酔よわせ、

      わたしのつるぎに肉にくを食くわせるであろう。

      殺ころされた者ものと捕とらえられた者ものの血ちを飲のませ、

      敵てきの長髪ちょうはつの頭あたまの肉にくを食くわせるであろう」』。

      43国々くにぐにの民たみよ、主しゅの民たみのために喜よろこび歌うたえ。

      主しゅはそのしもべの血ちのために報復ほうふくし、

      その敵てきにあだを返かえし、

      その民たみの地ちの汚けがれを清きよめられるからである」。

    


    
      44モーセとヌンの子こヨシュアは共ともに行いって、この歌うたの言葉ことばを、ことごとく民たみに読よみ聞きかせた。 45モーセはこの言葉ことばを、ことごとくイスラエルのすべての人ひとに告つげ終おわって、 46彼かれらに言いった、「あなたがたはわたしが、きょう、あなたがたに命めいじるこのすべての言葉ことばを心こころにおさめ、子供こどもたちにもこの律法りっぽうのすべての言葉ことばを守まもり行おこなうことを命めいじなければならない。 47この言葉ことばはあなたがたにとって、むなしい言葉ことばではない。これはあなたがたのいのちである。この言葉ことばにより、あなたがたはヨルダンを渡わたって行いって取とる地ちで、長ながく命いのちを保たもつことができるであろう」。
    


    
      48この日ひ、主しゅはモーセに言いわれた、 49「あなたはエリコに対たいするモアブの地ちにあるアバリム山やますなわちネボ山やまに登のぼり、わたしがイスラエルの人々ひとびとに与あたえて獲えさせるカナンの地ちを見渡みわたせ。 50あなたは登のぼって行いくその山やまで死しに、あなたの民たみに連つらなるであろう。あなたの兄弟きょうだいアロンがホル山やまで死しんでその民たみに連つらなったようになるであろう。 51これはあなたがたがチンの荒野あらのにあるメリバテ・カデシの水みずのほとりで、イスラエルの人々ひとびとのうちでわたしにそむき、イスラエルの人々ひとびとのうちでわたしを聖せいなるものとして敬うやまわなかったからである。 52それであなたはわたしがイスラエルの人々ひとびとに与あたえる地ちを、目めの前まえに見みるであろう。しかし、その地ちに、はいることはできない」。
    

  


  


  
    第三十三章


    
      1神かみの人ひとモーセは死しぬ前まえにイスラエルの人々ひとびとを祝福しゅくふくした。祝福しゅくふくの言葉ことばは次つぎのとおりである。

      
        2「主しゅはシナイからこられ、

        セイルからわれわれにむかってのぼられ、

        パランの山やまから光ひかりを放はなたれ、

        ちよろずの聖者せいじゃの中なかからこられた。

        その右みぎの手てには燃もえる火ひがあった。

        3まことに主しゅはその民たみを愛あいされる。

        すべて主しゅに聖別せいべつされたものは、み手てのうちにある。

        彼かれらはあなたの足あしもとに座ざして、

        教おしえをうける。

        4モーセはわれわれに律法りっぽうを授さづけて、

        ヤコブの会衆かいしゅうの所有しょゆうとさせた。

        5民たみのかしらたちが集あつまり、

        イスラエルの部族ぶぞくがみな集あつまった時とき、

        主しゅはエシュルンのうちに王おうとなられた」。

        6「ルベンは生いきる、死しにはしない。

        しかし、その人数にんずうは少すくなくなるであろう」。

        7ユダについては、こう言いった、

        「主しゅよ、ユダの声こえを聞きいて、

        彼かれをその民たみに導みちびきかえしてください。

        み手てをもって、彼かれのために戦たたかってください。

        彼かれを助たすけて、敵てきに当あたらせてください」。

        8レビについては言いった、

        「あなたのトンミムをレビに与あたえてください。

        ウリムをあなたに仕つかえる人ひとに与あたえてください。

        かつてあなたはマッサで彼かれを試こころみ、

        メリバの水みずのほとりで彼かれと争あらそわれた。

        9彼かれはその父ちち、その母ははについて言いった、

        『わたしは彼かれらを顧かえりみない』。

        彼かれは自分じぶんの兄弟きょうだいをも認みとめず、

        自分じぶんの子供こどもをも顧かえりみなかった。

        彼かれらはあなたの言葉ことばにしたがい、

        あなたの契約けいやくを守まもったからである。

        10彼かれらはあなたのおきてをヤコブに教おしえ、

        あなたの律法りっぽうをイスラエルに教おしえ、

        薫香くんこうをあなたの前まえに供そなえ、

        燔祭はんさいを祭壇さいだんの上うえにささげる。

        11主しゅよ、彼かれの力ちからを祝福しゅくふくし、

        彼かれの手てのわざを喜よろこび受うけてください。

        彼かれに逆さからう者ものと、

        彼かれを憎にくむ者ものとの腰こしを打うち砕くだいて、

        立たち上あがることのできないようにしてください」。

        12ベニヤミンについては言いった、

        「主しゅに愛あいされる者もの、

        彼かれは安やすらかに主しゅのそばにおり、

        主しゅは終日しゅうじつ、彼かれを守まもり、

        その肩かたの間あいだにすまいを営いとなまれるであろう」。

        13ヨセフについては言いった、

        「どうぞ主しゅが彼かれの地ちを祝福しゅくふくされるように。

        上うえなる天てんの賜物たまものと露つゆ、

        下したに横よこたわる淵ふちの賜物たまもの、

        14日ひによって産さんする尊たっとい賜物たまもの、

        月つきによって生しょうずる尊たっとい賜物たまもの、

        15いにしえの山々やまやまの産さんする賜物たまもの、

        とこしえの丘おかの尊たっとい賜物たまもの、

        16地ちとそれに満みちる尊たっとい賜物たまもの、

        しばの中なかにおられた者ものの恵めぐみが、

        ヨセフの頭あたまに臨のぞみ、

        その兄弟きょうだいたちの君くんたる者ものの頭あたまの頂いただきにくだるように。

        17彼かれの牛うしのういごは威厳いげんがあり、

        その角つのは野牛やぎゅうの角つののよう、

        これをもって国々くにぐにの民たみをことごとく突つき倒たおし、

        地ちのはてにまで及およぶ。

        このような者ものはエフライムに幾いく万まんとあり、

        またこのような者ものはマナセに幾いく千せんとある」。

        18ゼブルンについては言いった、

        「ゼブルンよ、あなたは外そとに出でて楽たのしみを得えよ。

        イッサカルよ、あなたは天幕てんまくにいて楽たのしみを得えよ。

        19彼かれらは国々くにぐにの民たみを山やまに招まねき、

        その所ところで正ただしい犠牲ぎせいをささげるであろう。

        彼かれらは海うみの富とみを吸すい、

        砂すなに隠かくれた宝たからを取とるからである」。

        20ガドについては言いった、

        「ガドを大おおきくする者ものは、ほむべきかな。

        ガドは、ししのように伏ふし、

        腕うでや頭あたまの頂いただきをかき裂さくであろう。

        21彼かれは初穂はつほの地ちを自分じぶんのために選えらんだ。

        そこには将軍しょうぐんの分ぶんも取とり置おかれていた。

        彼かれは民たみのかしらたちと共ともにきて、

        イスラエルと共ともに主しゅの正義せいぎと審判しんぱんとを行おこなった」。

        22ダンについては言いった、

        「ダンはししの子こであって、

        バシャンからおどりでる」。

        23ナフタリについては言いった、

        「ナフタリよ、あなたは恵めぐみに満みたされ、

        主しゅの祝福しゅくふくに満みちて、

        湖みずうみとその南みなみの地ちを所有しょゆうする」。

        24アセルについては言いった、

        「アセルは他たの子こらにまさって祝福しゅくふくされる。

        彼かれはその兄弟きょうだいたちに愛あいせられ、

        その足あしを油あぶらにひたすことができるように。

        25あなたの貫かんの木きは鉄てつと青銅せいどう、

        あなたの力ちからはあなたの年としと共ともに続つづくであろう」。

        26「エシュルンよ、神かみに並ならぶ者ものはほかにない。

        あなたを助たすけるために天てんに乗のり、

        威光いこうをもって空そらを通とおられる。

        27とこしえにいます神かみはあなたのすみかであり、

        下したには永遠えいえんの腕うでがある。

        敵てきをあなたの前まえから追おい払はらって、

        『滅ほろぼせ』と言いわれた。

        28イスラエルは安やすらかに住すみ、

        ヤコブの泉いずみは穀物こくもつとぶどう酒しゅの地ちに、

        ひとりいるであろう。

        また天てんは露つゆをくだすであろう。

        29イスラエルよ、あなたはしあわせである。

        だれがあなたのように、

        主しゅに救すくわれた民たみがあるであろうか。

        主しゅはあなたを助たすける盾たて、

        あなたの威光いこうのつるぎ、

        あなたの敵てきはあなたにへつらい服ふくし、

        あなたは彼かれらの高たかき所ところを踏ふみ進すすむであろう」。

      

    

  


  


  
    第三十四章


    
      1モーセはモアブの平野へいやからネボ山やまに登のぼり、エリコの向むかいのピスガの頂いただきへ行いった。そこで主しゅは彼かれにギレアデの全ぜん地ちをダンまで示しめし、 2ナフタリの全部ぜんぶ、エフライムとマナセの地ちおよびユダの全ぜん地ちを西にしの海うみまで示しめし、 3ネゲブと低地ていち、すなわち、しゅろの町まちエリコの谷たにをゾアルまで示しめされた。 4そして主しゅは彼かれに言いわれた、「わたしがアブラハム、イサク、ヤコブに、これをあなたの子孫しそんに与あたえると言いって誓ちかった地ちはこれである。わたしはこれをあなたの目めに見みせるが、あなたはそこへ渡わたって行いくことはできない」。 5こうして主しゅのしもべモーセは主しゅの言葉ことばのとおりにモアブの地ちで死しんだ。 6主しゅは彼かれをベテペオルに対たいするモアブの地ちの谷たにに葬ほうむられたが、今日こんにちまでその墓はかを知しる人ひとはない。 7モーセは死しんだ時とき、百二十歳さいであったが、目めはかすまず、気力きりょくは衰おとろえていなかった。 8イスラエルの人々ひとびとはモアブの平野へいやで三十日にちの間あいだモーセのために泣ないた。そしてモーセのために泣なき悲かなしむ日ひはついに終おわった。
    


    
      9ヌンの子こヨシュアは知恵ちえの霊れいに満みちた人ひとであった。モーセが彼かれの上うえに手てを置おいたからである。イスラエルの人々ひとびとは彼かれに聞きき従したがい、主しゅがモーセに命めいじられたとおりにおこなった。 10イスラエルには、こののちモーセのような預言者よげんしゃは起おこらなかった。モーセは主しゅが顔かおを合あわせて知しられた者ものであった。 11主しゅはエジプトの地ちで彼かれをパロとそのすべての家来けらいおよびその全ぜん地ちにつかわして、もろもろのしるしと不思議ふしぎを行おこなわせられた。 12モーセはイスラエルのすべての人ひとの前まえで大おおいなる力ちからをあらわし、大おおいなる恐おそるべき事ことをおこなった。
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